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1
OpenManage Essentials について
OpenManage Essentials は、企業ネットワーク内で Dell システム、デバイスおよび、コンポーネントの全体を

表示できるハードウェア管理アプリケーションです。Dell システムおよびその他デバイスのための、ウェブ

ベースの 1 対多システム管理アプリケーションである OpenManage Essentials では、次が可能です。

• システムの検出およびインベントリ

• システムの正常性の監視

• システムアラートの表示および管理

• システムアップデートの実行

• ハードウェアインベントリおよび準拠レポートの表示

本リリースの新機能

• Dell PowerEdge VRTX デバイス向けマップビュー。「マップビューの使用」を参照してください。

• 管理ステーション用にサポートされるオペレーティングシステムとして Microsoft Windows Server 
2012 を追加。

• 検索機能。「検索バー」を参照してください。

• デバイスの保証状態を電子メールで定期的に送信するための OpenManage Essentials の設定機能。「保
証電子メール通知の設定」を参照してください。

• プリファレンスに基づいた保証スコアボードを生成し、保証スコアボードが利用可能な場合にヘッダ
ーバナーに通知アイコンを表示するための OpenManage Essentials の設定機能。「保証スコアボード通
知の設定」を参照してください。

• Dell Compellent、Dell Force10 E シリーズおよび C シリーズ、Dell PowerConnect 8100 シリーズ、Dell 
EqualLogic FS7500、PowerVault NX3500 デバイスに対する強化されたサポート。

• OpenManage Essentials のドメインコントローラへのインストールのサポート。

• 異なるユーザーとしてログオンする機能。「異なるユーザーとしてのログオン」を参照してください。

• デバイスグループ許可 ポータル。「デバイスグループ許可の管理」を参照してください。

• OmeSiteAdministrators 役割の追加。「セキュリティ役割と許可の使い方」を参照してください。

• アセット取得情報、アセットメンテナンス情報、アセットサポート情報、および ライセンス情報 の
各レポートが使用可能。「レポート - 参照」を参照してください。

• デバイスツリーへの Citrix XenServers と Dell PowerEdge C サーバーデバイスグループの追加。「デバイ
スサマリページ」を参照してください。

• 以下のクライアントシステムに対するデバイスインベントリ内で利用可能なストレージおよびコン
トローラの情報：Dell OptiPlex、Dell Latitude、および Dell Precision。

• 検出、インベントリ、状態ポーリング、およびデバイスツリーからのデバイスの削除に対する CLI の
サポート。「検出、インベントリ、および状態ポーリングタスクの実行」ならびに「デバイスの削除」
を参照してください。

• 既存の検出範囲グループでの範囲修正および範囲追加を行うための CLI コマンド。「検出範囲グルー
プの編集」を参照してください。

• OpenManage Server Administrator のアンインストール、および複数の管理下ノードでのサーバー設定の
適用を行うためのコマンドラインリモートタスクが使用可能。「コマンドライン」を参照してくださ
い。

• OpenManage Essentials の新バージョンの有無を示す通知アイコンのヘッダーバナーでの表示。
「OpenManage Essentials ヘッダーバナー」を参照してください。
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• 帯域外（iDRAC）システムアップデートに対する、システムアップデート後の再起動の有効化または
無効化のサポート。

• システムアップデートタスクおよび OpenManage Server Administrator（OMSA）展開タスクを再実行す
るためのサポート。

• iDRAC および CMC デバイスでのシングルサインオン（SSO）のサポート。「シングルサインオン」を参
照してください。

• 複数の不具合修正およびパフォーマンスの改善。

その他の情報

本ガイドの他に以下の文章が必要な場合があります：

文書 説明 可用性

Dell OpenManage 
Essentials サポートマト

リクス

OpenManage Essentials がサポートする

デバイスのリストです。

dell.com/OpenManageManuals

Dell OpenManage 
Essentials Readme

OpenManage Essentials の既知の問題と

その回避策を提供します。

Dell License Manager ユ
ーザーズガイド

ライセンスの管理と License Manager 
のトラブルシューティングに関する情
報を提供します。

Dell Repository Manager 
ユーザーズガイド

システムアップデートを管理するため
の Repository Manager の使用方法に関

する情報を提供します。

Dell SupportAssist ユーザ

ーズガイド

SupportAssist のインストール、設定、

使用およびトラブルシューティングに
関する情報を提供します。

dell.com/ServiceabilityTools

トラブルシューティン
グツールのオンライン
ヘルプ

ツール、関連したプロトコル、デバイ
ス、およびその他の使用方法に関する
情報を提供します。

トラブルシューティングツールに統合さ
れています。トラブルシューティングツ
ールからオンラインヘルプを起動するに
は、? アイコンをクリックします。

Dell OpenManage 
Essentials MIB Import 
Utility オンラインヘルプ

ツール、MIB のインポートと削除、ト

ラブルシューティングの手順、および
その他に関する情報を提供します。

MIB Import Utility に統合されています。 

MIB Import Utility からオンラインヘルプ

を起動するには、? アイコンをクリック

します。

デルへのお問い合わせ

メモ: お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、購入時の納品書、出荷伝票、

請求書、またはデルの製品カタログで連絡先をご確認ください。

デルでは、オンラインまたは電話によるサポートとサービスのオプションを複数提供しています。サポート
やサービスの提供状況は国や製品ごとに異なり、国 / 地域によってはご利用いただけないサービスもござい

ます。デルのセールス、テクニカルサポート、またはカスタマーサービスへは、次の手順でお問い合わせい
ただけます。

1. dell.com/support にアクセスします

2. サポートカテゴリを選択します。
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3. ページの上部にある「国/地域の選択」ドロップダウンメニューで、お住まいの国または地域を確認しま
す。

4. 必要なサービスまたはサポートのリンクを選択します。
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2
OpenManage Essentials のインストール
関連リンク

OpenManage Essentials のダウンロード

OpenManage Essentials のインストール

IT Assistant から OpenManage Essentials への移行

インストールの前提条件と最小要件

インストールの前提条件と最小要件

サポートされているプラットフォーム、オペレーティングシステム、ブラウザのリストについては、
support.dell.com/manuals にある『Dell OpenManage Essentials サポートマトリクス』を参照してください。

OpenManage Essentials をインストールするには、ローカルシステムの管理者権限が必要です。また、使用し

ているシステムが「推奨される最小ハードウェア」と「最小要件」に示されている基準を満たしている必要

があります。

最小推奨ハードウェア

最小推奨ハードウェア 大規模導入 中規模導入 [a] 小規模導入 [a]

デバイス数 2000 以下 最高 500 台 100 以下

システムの種類 物理マシン / 仮想マシン 物理マシン / 仮想マシン 物理マシン / 仮想マシン

RAM 8 GB 6 GB 4 GB

プロセッサ 合計 8 コア 合計 4 コア 合計 2 コア

データベース SQL Standard SQL Express SQL Express

データベースの場所 リモート [b] ローカル ローカル

ハードドライブ 10 GB 6 GB 6 GB

[a] SQL Express を使用していない場合は、最大メモリをシステムメモリ全体よりも 2 GB 少ない値に制限して、

SQL 解析とレポートサービスを無効にしてください。

[b] 8 台のコアプロセッサと 8 GB RAM をサポートするシステムにリモートデータベースをインストールして

ください。

メモ: OpenManage Essentials と一緒に Dell SupportAssist がインストールされている場合は、上記の表に示

されている最小要件の他に、2 GB RAM と 2 つのコアが必要です。SQL Server Standard または Enterprise 
Editions を使用している場合は、最大 SQL Server メモリを SQL Server 内に設定し、システムメモリ全体を

使用しないようにする必要があります。6 GB RAM の場合は最大で 4 GB を使用することをお勧めしま

す。
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最小要件

項目 最小要件

オペレーティングシステム
• Microsoft Windows Server 2008 SP2 Standard 

Editions（x86 および x64）
• Windows Server 2008 SP2 Enterprise Edition

（x86 および x64）
• Windows Server 2008 R2 SP1 Standard Edition
• Windows Server 2008 R2 SP1 Enterprise Edition
• Windows Server 2012 Standard Edition
• Windows Server 2012 Datacenter Edition

ネットワーク 100 Mbps 以上

ウェブブラウザ
• Microsoft Internet Explorer 8、9、および 10
• Mozilla Firefox 22 および 23
• Google Chrome 27 および 28

データベース Microsoft SQL Server 2008 以降

ユーザーインタフェース Microsoft Silverlight バージョン 5.1

.NET 4.5

Microsoft Visual C++ 2010 Runtime 10.0

OpenManage Essentials のダウンロード

OpenManage Essentials をダウンロードするには、support.dell.com または Dell TechCenter ウェブサイトにアク

セスしてください。

リレーショナルデータベース管理システムの利用規約

OpenManage Essentials のインストールに使用されるリレーショナルデータベース管理システム（RDBMS）は 

Microsoft SQL Server です。SQL Server には OpenManage Essentials データベースとは個別の構成設定がありま

す。サーバーが保有するログイン（SQL または Windows）には、 OpenManage Essentials データベースへのア

クセスがある場合とない場合があります。

OpenManage Essentials がインストールされると、HKLM および HKCU のための ZoneMaps へのレジストリエン

トリの追加によってインターネットセキュリティが変更されます。これにより、Internet Explorer が完全修飾

ドメイン名をイントラネットサイトとして識別することを確実にします。

自己署名証明書が作成され、ルート認証局（CA）とマイ証明書にインストールされます。

証明書エラーを避けるため、リモートクライアントは CA およびルート証明書ストアの両方に OpenManage 
Essentials 証明書をインストールするか、ドメイン管理者によってクライアントシステムにカスタム証明書を

発行する必要があります。

OpenManage Essentials の標準インストールの場合：

• サポートされるすべてのコンポーネントを持つ、ローカルインスタンスの SQL サーバーを使用してく
ださい。

• RDBMS は、SQL 認証と Windows 認証の両方をサポートするよう変更されます。
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• SQL Server ログインユーザーは、OpenManage Essentials のサービス用に生成されます。このログイン
は、dbcreator 役割を持つ RDBMS SQL ログインとして追加され、ITAssist および OMEssentials データベ
ースに対する db_owner 役割が与えられます。

メモ: 通常のインストールの自動生成された SQL Server ログインアカウントのパスワードは、アプリケー

ションによって制御され、システムごとに異なります。

セキュリティを最高レベルに保つために、SQL サーバーのカスタムインストール中に指定したドメインサー

ビスアカウントを使用することが推奨されます。

実行時に、OpenManage Essentials ウェブサイトが無効な証明書または証明書バインディングがあるかどうか

を判別し、自己署名証明書が再生成されます。

関連リンク

Microsoft SQL Server の最小ログインロール

データベースサイズ、ネットワーク帯域幅、および拡張性

次の表では、2000 台のデバイスがある環境において、警告、タスク、警告処置に基づいたデータベースサイ

ズの変更について説明します。

イベント データベースサイズ

初期データベースサイズ 47.5 MB

2000 台のデバイスの検出とインベントリ後 48.5 MB

2000 件の警告生成後 53.5 MB

これらの警告に対するタスク（状態ポーリング、

OpenManage Server Administrator 導入タスク、リモー

トタスク、およびシステムアップデートタスク）の

実行後

54.5 MB

すべての警告の削除、およびすべての警告処置を設
定した 20000 件の警告の送信後

97.2 MB

毎日のメンテナンス中、OpenManage Essentials はデータベースを圧縮し、最適化します。OpenManage 
Essentials は管理下サーバーのためのアップデートもダウンロードします。これらのアップデートはデータ

ベースではなく、OpenManage Essentials がインストールされているローカルファイルシステムに保存されま

す。

OpenManage Essentials が WAN 環境で機能するために必要な最小限のネットワーク帯域幅は 40 Mbps です。

メモ: 詳細については、DellTechCenter.com/OME でテクニカルホワイトペーパー『OpenManage Essentials 
Scalability and Performance』（OpenManage Essentials 拡張性とパフォーマンス）を参照してください。

Microsoft SQL Server の最小ログインロール

下記の表は、異なるインストールとアップグレード使用例に基づいた SQL サーバーの最小権限についての情

報一覧です。
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番号 使用例 SQL Server の最小ログインロール

1 OpenManage Essentials の初回インストールで、イ

ンストールプロセス中に 標準 オプションを選択

した。

インストールしたインスタンスの sysadmin ア
クセス。

2 OpenManage Essentials の初回インストールで、イ

ンストールプロセス中に カスタム オプションを

選択しており、空の OpenManage Essentials デー

タベースが存在する （ローカルまたはリモー

ト）。

メモ: カスタム インストールオプションを選

択し、資格情報を入力しない場合、インスト
ールは 標準 インストールとみなされ、

sysadmin 権限が必要となります。

OpenManage Essentials データベースの 

db_owner アクセス。

3 OpenManage Essentials の初回インストールで、イ

ンストールプロセス中に カスタム オプションを

選択しており、空の OpenManage Essentials デー

タベースが存在しない。

サーバーの dbcreator アクセス。

4 OpenManage Essentials をバージョン 1.1 からバー

ジョン 1.2 にアップグレードしており、

OpenManage Essentials データベースが存在する

（ローカルまたはリモート）

OpenManage Essentials データベースの 

db_owner アクセス。

OpenManage Essentials のインストール

1. OpenManage Essentials 実行可能ファイルをダブルクリックします。

Dell OpenManage インストール 画面が表示されます。次のオプションの使用が可能です。

– Dell OpenManage Essentials — このオプションを選択して、Dell OpenManage Essentials、
Troubleshooting Tool、および Dell OpenManage Essentials MIB Import Utility をインストールします。

– Dell SupportAssist — このオプションを選択して Dell SupportAssist をインストールします。
SupportAssist は、対応している Dell サーバー、ストレージ、およびネットワークソリューション
のためにプロアクティブなサポート機能を提供します。

– Dell Repository Manager — このオプションを選択して、Dell Repository Manager をインストールし
ます。Repository Manager を使用することにより、Dell Update Packages、ソフトウェアユーティリ
ティ（アップデートドライバ、ファームウェア、BIOS およびその他のアプリケーション）のカス
タマイズされたバンドルおよびリポジトリを作成できます。

– Dell License Manager — このオプションを選択して、Dell License Manager をインストールします。
Dell License Manager は、Dell iDRAC 7 ライセンスを管理するための、一対多でのライセンス展開お
よびレポート実行ツールです。

– マニュアル — クリックしてオンラインヘルプを表示します。

– Readme の表示 — クリックして Readme ファイルを表示します。最新の Readme を参照するには、
DellTechCenter.com/OME にアクセスします。

2. Dell OpenManage インストール で、Dell OpenManage Essentials を選択し、インストール をクリックしま
す。

Dell OpenManage Essentials 必要条件 ウィンドウには、次の要件タイプが表示されます。

– 重要 — このエラー状態は、機能のインストールを妨げます。
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– 警告 — この警告状態は、標準 インストールは無効化されますが、インストール後半での機能の 
アップグレード は無効化されません。また、インストール後半では、機能の選択に カスタム イ
ンストールのセットアップタイプを使用します。

– 情報 — この情報状態は、機能の 標準 選択には影響しません。

重大な依存関係を解決するためのオプションが 2 つあります。

– すべての重要な必要条件をインストール をクリックして、他に操作を行うことなく、重要な必要
条件すべてのインストールを即時に開始します。すべての重要な必要条件をインストール では、
設定に応じて再起動が必要な場合があり、必要条件のインストールは再起動後自動的に再開され
ます。

– 各必要条件をひとつずつインストールするには、必要なソフトウェアに関連付けられているリン
クをクリックします。

メモ: リモートデータベースを設定する場合、ローカルシステムに SQL Express をインストールする

必要はありません。『Setting Up OpenManage Essentials Database on a Remote SQL Server』（リモート 

SQL Server での OpenManage Essentials データベースの設定）を参照してください。リモートデータ

ベースを設定しない場合は、警告必要条件リンクをクリックして SQL Express をインストールできま

す。すべての重要な必要条件のインストール を選択しても、SQL Express はインストールされませ

ん。

メモ: SQL Server 2008、2008 R2、または 2012 Express Edition を使用した OpenManage Essentials のロー

カルデータベースへのインストールは、OpenManage Essentials 固有の SQLEXPRESSOME というイン

スタンスが利用可能な場合にのみサポートされます。

3. Essentials をインストール をクリックします。

メモ: OpenManage Essentials を初めてインストールする場合、ダイアログボックスが表示され、

OpenManage Essentials をローカルデータベースとリモートデータベースのどちらにインストールす

るかを選択するよう求められます。OpenManage Essentials をローカルデータベースにインストール

することを選択した場合、SQL Server 2012 Express がシステムにインストールされます。

OpenManage Essentials をリモートデータベースにインストールすることを選択した場合、カスタム

セットアップのインストール の手順に従ってインストールされます。

4. OpenManage Essentials のインストールウィザードで、次へ をクリックします。

5. ライセンス契約 ページで、ライセンス契約を読み、ライセンス契約の条件に同意します を選択して 次
へ をクリックします。

6. セットアップの種類 で、標準 インストールまたは カスタム インストールを選択します。

標準 を選択した場合は、次へ をクリックします。

メモ: OpenManage Essentials サービス用に割り当てられているデフォルトのポートが、ブロックされ

ているか他のアプリケーションで使用されている場合、ポートのブロックを解除するか、他のポー
トを指定できる カスタム インストールを選択するように促すメッセージが表示されます。

プログラムインストールの準備完了 ページでインストール設定を確認して、インストール をクリックし

ます。

カスタム を選択した場合は、カスタムセットアップ で、次へ をクリックし、「カスタムセットアップイ

ンストール」の手順に従ってください。

7. インストールが完了したら、終了 をクリックします。

カスタムセットアップインストール

1. カスタムセットアップ で、変更 をクリックしてインストールの場所を変更し、次へ をクリックします。

2. ポート番号のカスタム設定では、必要に応じて、ネットワーク監視サービスポート番号、タスクマネー
ジャサービスポート番号、パッケージサーバーポートおよび コンソール起動ポート のデフォルト値を変
更して、次へ をクリックします。
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3. データベースサーバー で以下のいずれかを行って、次へ をクリックします。

– ローカルデータベース — 管理システム上に多数のバージョンの SQL サーバーがあり、
OpenManage Essentials データベースをセットアップする SQL サーバーを選択したい場合は、デー
タベースサーバー リストから SQL サーバーを選択して認証の種類を選び、認証の詳細を指定しま
す。

– リモートデータベース — 必要条件を完了します。詳細に関しては、「リモート SQL Server での 
OpenManage Essentials データベースの設定」を参照してください。必要条件が完了したら、参
照 をクリックし、リモートシステムを選択してから、認証詳細を提供します。また、データベー
スサーバー内のリモートシステムの IP アドレスまたはホスト名、およびデータベースのインスタ
ンス名を提供することによっても、リモートシステムに OpenManage Essentials データベースを設
定できます。

メモ: カスタムインストールオプションを選択し、資格情報を入力しない場合、インポートは標準イ

ンストールとみなされ、sysadmin 権限が必要となります。

メモ: 選択されたデータベースサーバーで複数のデータベースインスタンスが実行されている場合

は、必要なデータベースインスタンス名を指定して Essentials データベース用に設定できます。た

とえば、（local）\MyInstance を使用すると、ローカルサーバー上の Essentials データベースと 

MyInstance という名前のデータベースインスタンスが設定されます。

4. プログラムインストールの準備完了 ページでインストール設定を確認して、インストール をクリックし
ます。

ドメインコントローラへの OpenManage Essentials インスト
ール時の注意事項

ドメインコントローラへの OpenManage Essentials インストール時には、次の事柄に注意してください。

• Microsoft SQL Server は手動でインストールする必要があります。

• SQL Server がローカルでインストールされている場合、SQL Server サービスがドメインユーザーアカ
ウントを使用して実行されるように設定する必要があります。

メモ: デフォルトの NETWORK SERVICE または LOCAL SYSTEM アカウントを使用している場合、
SQL Server サービスは開始されません。

ドメインコントローラへの OpenManage Essentials のインストール後は、次の事柄に注意してください。

• デフォルトで、ドメイン管理者 グループが OmeAdministrators および OmePowerUsers 役割のメンバー
として追加されています。

• Windows のローカルユーザーグループは OpenManage Essentials 役割には含まれていません。
OmeAdministrators、OmePowerUsers、または OmeUsers 特権は、ユーザーまたはユーザーグループを 
OpenManage Essentials Windows グループに追加することによって、ユーザーとユーザーグループに付
与することができます。OmeSiteAdministrators 特権は、OmeAdministrators による デバイスグループ許
可 ポータルを介した付与が可能です。

リモート SQL サーバーでの OpenManage Essentials データベ
ースのセットアップ

リモートシステムに存在する SQL Server を使用するように OpenManage Essentials を設定することができま

す。リモートシステムで OpenManage Essentials データベースをセットアップする前に、次の必要条件をチェ

ックしてください。

• OpenManage Essentials システムとリモートシステムの間のネットワーク通信が機能している。

• OpenManage Essentials システムとリモートシステム間で、特定のデータベースインスタンスの SQL 接
続が機能している。接続は、Microsoft SQL Server Express 2012 Management Studio ツールを使用して確
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認できます。リモートデータベースサーバーで、TCP/IP プロトコルを有効にし、SQL 認証を使用して
いる場合は、リモート SQL Server で混在モードを有効にします。

次の場合に、データベースの再ターゲット化ができます。

• SQL Server に対する SQL 資格情報が失敗する。

• SQL Server に対する Windows 資格情報が失敗する。

• ログイン資格情報が失効した。

• データベースが移動された。

Repository Manager のインストール

1. Dell OpenManage インストール で Dell Repository Manager を選択して、インストール をクリックします。

2. Dell Repository Manager - InstallShield ウィザード で、次へ をクリックします。

3. ライセンス契約 で、ライセンス契約の条件に同意します を選択して 次へ をクリックします。

4. カスタマー情報 で以下を行って、次へ をクリックします。

a) ユーザー名と組織情報を指定します。

b) このコンピュータを使用するユーザー（すべてのユーザー） を選択してすべてのユーザーに対して
このコンピュータを利用可能にするか、自分のみ（Windows ユーザー） を選択してアクセス権を維
持します。

5. 宛先フォルダ で、デフォルトの場所を使用するか、変更 をクリックして別の場所を指定して、次へ を
クリックします。

6. セットアップの種類 で以下のいずれかを行って、次へ をクリックします。

– Repository Manager のすべての機能をインストールするには、完全 を選択します。

– インストールしたい機能を指定するには、カスタム を選択します。

7. プログラムインストールの準備完了 で、インストール をクリックします。

8. インストールが完了したら、終了 をクリックします。

OpenManage Essentials のアンインストール

メモ: OpenManage Essentials をアンインストールする前に、Dell OpenManage Essentials MIB Import Utility と 

Dell SupportAssist（インストールされている場合）をアンインストールする必要があります。

1. スタート → コントロールパネル → プログラムと機能 をクリックします。

2. プログラムのアンインストールまたは変更 で Dell OpenManage Essentials を選択して、アンインストー
ル をクリックします。

3. OpenManage Essentials をアンインストールしますか? というメッセージで、はい をクリックしま
す。

4. OpenManage Essentials をアンインストールすると、OpenManage Essentials データベースが
削除されます。データベースを保持しますか? というメッセージで、データベースを保持する場合は は
い を、削除する場合は いいえ をクリックします。

Dell OpenManage Essentials バージョン 1.2 へのアップグレー
ド

OpenManage Essentials version 1.2 には、OpenManage Essentials バージョン 1.0.1、1.1、または 1.1.1 のどのバー

ジョンからもアップグレードすることができます。
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アップグレードするには、次の手順を実行します。

1. OpenManage Essentials 実行可能ファイルをダブルクリックします。

Dell OpenManage インストール 画面が表示されます。次のオプションの使用が可能です。

– Dell OpenManage Essentials — このオプションを選択して、Dell OpenManage Essentials、
Troubleshooting Tool、および Dell OpenManage Essentials MIB Import Utility をインストールします。

– Dell SupportAssist — このオプションを選択して Dell SupportAssist をインストールします。
SupportAssist は、対応している Dell サーバー、ストレージ、およびネットワークソリューション
のためにプロアクティブなサポート機能を提供します。

– Dell Repository Manager — このオプションを選択して、Dell Repository Manager をインストールし
ます。Repository Manager を使用することにより、Dell Update Packages、ソフトウェアユーティリ
ティ（アップデートドライバ、ファームウェア、BIOS およびその他のアプリケーション）のカス
タマイズされたバンドルおよびリポジトリを作成できます。

– Dell License Manager — このオプションを選択して、Dell License Manager をインストールします。
Dell License Manager は、Dell iDRAC 7 ライセンスを管理するための、一対多でのライセンス展開お
よびレポート実行ツールです。

– マニュアル — クリックしてオンラインヘルプを表示します。

– Readme の表示 — クリックして Readme ファイルを表示します。最新の Readme を参照するには、
dell.com/OpenManageManuals にアクセスします。

2. Dell OpenManage インストール で、Dell OpenManage Essentials を選択し、インストール をクリックしま
す。

Dell OpenManage Essentials 必要条件 ウィンドウには、次の要件タイプが表示されます。

– 重要 — このエラー状態は、機能のインストールを妨げます。

– 警告 — この警告条件は 標準 インストールを無効化する場合がありますが、インストール後半で
の機能の アップグレード は無効化されません。

– 情報 — この情報状態は、機能の 標準 インストールには影響しません。

メモ: OpenManage Essentials バージョン 1.1 が SQL Server 2008 Express edition を使用するローカルデ

ータベース上のシステムにインストールされ、OpenManage Essentials 固有の名前が付いたインスタ

ンス SQLEXPRESSOME が利用可能ではない場合、SQL Server の必須条件に 重大 アイコンが表示され

ます。インストールを続行するには、SQLEXPRESSOME インスタンスのある SQL Server Express 2012 
SP1 をインストールする必要があります。SQL Server の旧バージョンのデータは自動的に移行され

ます。

3. Essentials をインストール をクリックします。

4. OpenManage Essentials のインストールウィザードで、次へ をクリックします。

5. ライセンス契約 ページで、ライセンス契約を読み、ライセンス契約の条件に同意します を選択して 次
へ をクリックします。

6. 該当する場合、パッケージサーバーポート および タスクマネージャーサービスポート を入力します。
パッケージサーバーポートまたはタスクマネージャーサービスポートのどちらかがアップグレード中に
ブロックされていた場合は、新しいポートを入力します。次へ をクリックします。

メモ: サポートされるポートとプロトコルの詳細に関しては、「管理下ノードでサポートされるプロ

トコルとポート」と「管理ステーションでサポートされるプロトコルおよびポート」を参照してく

ださい。

最新の OpenManage Essnetials バージョンにアップグレードする前に OMEssentials データ

ベースをバックアップしてください というメッセージが表示されます。

7. OK をクリックします。

8. インストール をクリックします。

9. インストールが完了したら、終了 をクリックします。
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VMware ESXi 5 のセットアップと設定

VMware ESXi 5 をセットアップおよび設定する前に、ESXi 5 ビルド 474610 以上をお持ちであることを確認して

ください。必要なビルドがない場合は、vmware.com から最新のビルドをダウンロードしてください。

1. support.dell.com から ESXi 用の Dell OpenManage オフラインバンドルの最新バージョン（7.3）をダウンロ
ードしてください。

2. SSH を有効にしている場合は、WinSCP または同様のアプリケーションを使用してファイルを ESXi 5 ホス
トの /tmp フォルダにコピーしてください。

3. Putty を使用し、chmod u+x <Dell OpenManage version 7.3 offline bundle for ESXi 
file name>.zip コマンドで ESXi 用 Dell OpenManage オフラインバウンドルファイルの許可を変更し
ます。

メモ: WinSCP を使用して許可を変更することもできます。

4. 以下を使用して次のコマンドを実行します：

– Putty — esxcli software vib install –d /tmp/<Dell OpenManage version 7.3 
VIB for ESXi file name>.zip

– VMware CLI — esxcli –server <IP Address of ESXi 5 Host> software vib 
install –d /tmp/<Dell OpenManage version 7.3 VIB for ESXi file 
name>.zip

メッセージ「VIBs Installed: Dell_bootbank_OpenManage_7.3-0000」が表示されます。

5. ホストシステムを再起動します。

6. 再起動した後、以下を使用して次のコマンドを実行し、OpenManage がインストールされているかどう
かを確認します。

– Putty — esxcli software vib list
– VMware CLI — esxcli –server <IP Address of ESXi 5 Host> software vib list

7. ESXi 5 ホスト上でのハードウェアアラートのため、SNMP トラップを OpenManage Essentials に送信する
ように SNMP を設定します。SNMP は検出には使用されません。ESXi 5 ホストの検出とインベントリに
は WS-Man が必要です。VM 検出後に OpenManage Essentials デバイスツリーで VM を ESXi ホストとグル
ープ化するには、SNMP が ESXi ホストと VM で有効化されている必要があります。

8. 検出範囲を作成して、WS-Man を設定します。

ESXi 5 のセットアップと設定の詳細に関しては、DellTechCenter.com にあるホワイトペーパー、「OME で
使用するための ESXi 5 のセットアップと設定方法」を参照してください。

IT Assistant から OpenManage Essentials への移行

IT Assistant から OpenManage Essentials バージョン 1.2 への直接移行はサポートされていません。ただし、IT 
Assistant を OpenManage Essentials の以前のバージョンに移行した後で、OpenManage Essentials バージョン 1.2 
にアップグレードすることは可能です。IT Assistant の以前の OpenManage Essentials バージョンへの移行の詳

細に関しては、dell.com/OpenManageManuals にある、該当の『Dell OpenManage Essentials ユーザーズガイド』

を参照してください。
関連リンク

OpenManage Essentials のインストール

インストールの前提条件と最小要件
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3
OpenManage Essentials はじめに

OpenManage Essentials へのログオン

OpenManage Essentials にログオンするには、 次の手順を実行します。

メモ: OpenManage Essentials を立ち上げる前に、お使いのブラウザで Javascript が有効になっていること

を確認してください。

• 管理ステーションデスクトップで、Essentials アイコンをクリックします。

• 管理ステーションデスクトップで、スタート → すべてのプログラム → Dell OpenManage アプリケー
ション → Essentials → Essentials の順にクリックします。

• ローカルシステムまたはリモートシステムから、対応ブラウザを起動します。アドレスフィールド
に、次のいずれかをタイプします。

– https://< 完全修飾ドメインネム（FQDN） >:

– https://<IP アドレス、ホスト名、または完全修飾ドメインネーム（FQDN） >:<ポート番号>/web/
default.aspx のいずれかを入力します。

– https://<IP アドレス>:<ポート番号>

メモ: FQDN は、有効な証明書を示すために必要です。IP アドレスまたはローカルホストが使用されてい

る場合、証明書はエラーを示します。

リモートシステムのブラウザから OpenManage Essentials を起動するには、コンソール起動ポート番号（デフ

ォルトのポート番号は 2607）が必要です。OpenManage Essentials のインストール中に カスタムインストー

ル オプションを使用してポートを変更した場合は、先行の URL にある選択されたコンソール起動ポートを使

用します。

最初のセットアップページが表示されます。

メモ: 異なるユーザーとしてサインイン オプションを使用すれば、別のユーザーとしていつでも 

OpenManage Essentials にログオンできます。詳細に関しては、「異なるユーザーとしてログオン」を参照

してください。

関連リンク

OpenManage Essentials ホームポータルの使い方

OpenManage Essentials の設定

OpenManage Essentials に初めてログインする場合、初回セットアップ チュートリアルが表示されます。この

チュートリアルは、OpenManage Essentials と通信するサーバーとデバイスの環境を設定する段階的な手順を

提供します。この手順は次のとおりです。

• 各ターゲットサーバーでの SNMP プロトコルの設定。

• 各ターゲットサーバーでの Dell OpenManage Server Administrator のインストール。

• 各ターゲットサーバーでのネットワーク検出の有効化（Windows Server 2008 ベースのサーバー向け）。

• ネットワークでのデバイスの検出。
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初回セットアップ ウィザードを完了すると、検出範囲の設定 が表示されます。「検出とインベントリタスク

の設定」を参照してください。

コンソールに表示される日付や時刻は、ブラウザ設定で選択され、地域で使用されるフォーマットです。タ
イムゾーンが変更されたり、夏時間変更が発生すると、コンソールにおける時刻はそれに従ってアップデー
トされます。タイムゾーンまたは夏時間の変更はコンソールの時刻を変更しますが、データベースの時刻は
変更しません。
関連リンク

OpenManage Essentials ホームポータルの使い方

OpenManage Essentials ホームポータルの使い方

OpenManage Essentials ユーザーインタフェースは、次のコンポーネントで構成されています。

図 1. OpenManage Essentials ホームポータル

1. ヘッダバナー

2. メニューアイテムと検索バー

3. コンソールエリア

4. ホームポータルにレポートを追加

5. 現在のホームポータルレイアウトを保存

6. 最後に保存されたホームポータルレイアウトをロード

7. デフォルトのホームポータルレイアウトをロード

8. ホームポータルページを更新

9. オンラインヘルプを起動

関連リンク

マップビュー（ホーム）ポータル

ダッシュボード
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検索バー

OpenManage Essentials ヘッダバナー

バナーには以下のアイコンが表示される場合があります。

• 重要アイコン  と警告アイコン  とデバイス数。アイコンまたは数字をクリックして、いずれか
の状態のデバイスを表示することができます。

• OpenManage Essentials サービス停止中アイコン（点滅する下向き矢印） 。アイコンをクリックし
て詳細を表示し、サービスを再起動することができます。

• アップデートの利用可能通知アイコン  は、OpenManage Essentials の新バージョンが利用可能か否
かを示します。アイコンをクリックしてウェブサイトを開き、OpenManage Essentials の新バージョン
をダウンロードすることができます。

• 保証スコアボード通知アイコン  は、保証が x 日以下のデバイスの数を含みます。アイコンまたは
数字をクリックして デバイス保証レポート を表示し、保証期間が指定日数以下のデバイスの一覧を
確認することができます。保証スコアボード通知アイコンは、 プリファランス → 保証通知設定 で 保
証スコアボード通知の有効化 を選択している場合にのみ表示されます。

アイコンの他に、バナーにも以下へのリンクが含まれます。

• Dell TechCenter — クリックすると、デル製品に関する様々なテクノロジー、ベストプラクティス、ナ
レッジ共有、情報が表示されます。

• サポート — クリックすると、support.dell.com が開きます。

• ヘルプ — クリックすると、オンラインヘルプが開きます。

• バージョン情報 — クリックすると、一般的な OpenManage Essentials 製品情報が表示されます。

• ユーザー名 — 現在ログインしているユーザーのユーザー名が表示されます。マウスポインタをユー
ザー名の上に移動すると、以下のオプションが表示されます。

– ユーザー情報 — クリックして、現在のユーザーに関連付けられている OpenManage Essentials 
の役割を表示します。

– 異なるユーザーとしてサインイン — クリックして、OpenManage Essentials に異なるユーザー
としてログインします。

メモ: 異なるユーザーとしてサインイン オプションは、Google Chrome ではサポートされ
ていません。

メモ: バナーはすべてのページで利用可能です。

関連リンク

ユーザー情報の表示

異なるユーザーとしてログオン

アップデートの利用可能通知アイコンの使用

保証スコアボード通知アイコンの使用

ポータルのカスタマイズ

ポータルページのレイアウトを変更して、次を行うことができます。

• 使用可能なレポートを追加表示する。

メモ: このオプションは、ホームポータルでのみ使用できます。

• グラフとレポートを非表示にする。
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• ドラッグ＆ドロップで、グラフおよびレポートの配置を変更、またはサイズを変更する。

画面上のポップアップウィンドウが画面よりも大きく、スクロールが可能でない場合は、ブラウザのズーム
値を 75% 以下に設定します。

利用できる様々なレポートから特定のレポートを選択し、それらをダッシュボードに表示するように設定す
ることができます。これらのレポートをクリックして詳細を取得することも可能です。利用できるレポート
のリストは、「ホームポータルレポート」を参照してください。

詳細については、それぞれを参照してください。

• ホームポータルには、「OpenManage Essentials ホームポータルリファレンス」。

• デバイスポータルには、「デバイスリファレンス」。

• 検出とインベントリポータルには、「検出とインベントリ リファレンス」。

• レポートポータルには、「レポート リファレンス」。

をクリックします。

利用可能な追加レポートとグラフの表示

チャートにはドリルダウン機能があります。追加レポートとグラフを表示するには、

右上隅にあるアイコンをクリックします。以下の利用可能なレポートとグラフのリストが表示されます。

• 重大度ごとのアラート 

• ステータスごとのデバイス

• 検出済み対インベントリ済みデバイス 

• アラート 

• アセット取得情報

• アセットメンテナンス情報

• アセットサポート情報

• ESX 情報

• FRU 情報 

• ハードドライブ情報

• HyperV 情報

• ライセンス情報

• メモリ情報

• モジュラーエンクロージャ情報

• NIC 情報

• PCI デバイス情報

• サーバーコンポーネントとバージョン

• サーバーの概要 

• ストレージコントローラ情報

• タスク状態

希望のレポートまたはグラフを選択した後、次のコントロールを使用して、このレポートまたはグラフを希
望の場所にドッキングさせます。
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詳細情報取得のためのチャートとレポートのドリルダウン

より詳しい情報を得るためにドリルダウンを行うには、次のいずれかを実行します。

• レポートチャートで、チャートをクリックします。

• レポート表で、ドラッグアンドドロップオプション、またはじょうごオプションを使用して必要なデ
ータをフィルタし、表の行を右クリックして様々なタスクを実行します。

ホームポータルレイアウトの保存とロード

ポータルレイアウトを保存およびロードするには、

アイコンをクリックします。

ポータル上の現在のレイアウト設定および表示されているレポートは、すべてポータルページに保存されま
す。

以前のポータルのレイアウトをロードするには、

アイコンをクリックします。

ポータルデータのアップデート

ポータルページを手動で更新するには、

アイコンをクリックします。

ポータルのデフォルトレイアウトをロードするには、

アイコンをクリックします。

グラフおよびレポート（コンポーネント）の非表示

グラフおよびレポート（コンポーネント）を非表示にするには、

レポートまたはグラフ上のアイコンをクリックし、非表示 オプションを選択してポータルページからコンポ

ーネントを取り除くか、自動非表示 オプションを選択してコンポーネントをサイドバーに移動させます。

ポータルページからコンポーネントを取り除くには、レポートまたはグラフの X アイコンをクリックします。
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レポートをサイドバーに移動させるには、

アイコンをクリックします。

グラフおよびレポート（コンポーネント）の配置変更および
サイズ変更

ライセンス情報を展開または折りたたむには、  アイコンをクリックして、次のオプションから選択しま

す。

• フロート — ポータルページ内でコンポーネントを自由に移動させます。

• ドッキング可 — ポータルページでコンポーネントをドッキングします。コンポーネントがフロート
の時、タイトルを右クリックしてコンポーネントをドッキングするか、タブ付きにします。

• タブ付きドキュメント — コンポーネントをポータルページ内のタブに移動します。

コントロールを選択して、フロート状態のコンポーネントをドッキングします。ペインを他のペイン内でド
ッキングするか、ペインをメインウィンドウの最上部、最下部、左端、または右端にドッキングして、タブ
表示を作成できます。

ペインのサイズ変更が可能で、ドッキングを行うと選択したエリア全体にすべてのペインが収まります。

コンポーネントをサイドバーに移動させるには、

アイコンをクリックして、復元し、コンポーネントを選択して、

アイコンをクリックします。

レポートグリッドでフィルタを作成するには、

アイコンをクリックします。これはポータルページのレイアウトに固有なものではなく、これらの関連付け
に関する設定は保存されません。

データのフィルタリング

行のヘッダーをレポート上にドラッグ＆ドロップして、結果をフィルタできます。表示を必要に応じて変更

する場合、1 つ、または複数の属性を選択できます。

たとえば、状態ごとのデバイス 円グラフで、重要 などの状態をクリックします。デバイス概要 ページで、

デバイスの種類 と サービスタグ をレポートの最上部にドラッグします。表示内容は、プリファランスに基

づいて、ネスト情報に瞬時に変わります。この例では、この情報は、まず最初に デバイスの種類 によってグ

ループ化され、次に サービスタグ によってグループ化されています。デバイスの残りの情報を表示するに

は、フィルタリングされたこれらのグループをドリルダウンします。

詳細に関しては、「デバイスサマリの表示」を参照してください。
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検索バー

検索バーは、ヘッダーバナーの下にあるダッシュボードの右上に表示されます。 検索バーは、ポップアップ

またはウィザードが表示される場合を除き、すべてのポータルページからアクセス可能です。検索バーにテ
キストを入力するにつれ、一致するまたは類似のアイテムがドロップダウンリストに表示されます。

関連リンク

検索アイテム

検索ドロップダウンリスト

選択処置

検索アイテム

検索バーを使用すると以下の項目を検索することができます。

• デバイス

• デバイスグループ

• 検出範囲

• 検出範囲グループ

• 除外範囲

• ポータル

• ウィザード

• リモートタスク

• プリファランスおよび設定

範囲、タスク、デバイス、およびその他がコンソールで変更または作成されると、20 秒以内にそれらが検索

可能アイテムに追加されます。

関連リンク

検索バー

検索ドロップダウンリスト

検索バーにテキストを入力していくと、検索バーにリストが表示されます。入力される文字を含むアイテム
が検索ドロップダウンリストに投入されます。ドロップダウンリストに表示される各アイテムには、2 つの

アイコンとアイテムの名前が含まれます。最初のアイコンはアイテムのカテゴリ（デバイス、起動ウィザー

ド等）を示します。2 つ目のアイコンは、アイテムの状態（正常、重要、または警告等）を示します。2 つの

アイコンのすぐ後に、アイテムの名前が表示されます。ドロップダウンリストのアイテムの上にマウスポイ
ンタを移動すると、ツールチップが表示されます。ツールチップに表示される情報は、アイテムによって替
わります。例えば、マウスポインタをデバイスの上に移動すると、名前、種類、正常性状態、電源状態、IP 
アドレス、サービスタグ、および MAC アドレス が表示されます。ツールチップに表示されたアイテムを選

択すると、デフォルトの処置が実行されます。

関連リンク

検索バー

選択処置

検索バーに表示されたアイテムを選択またはクリックすると、以下のデフォルト処置が行われます：
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選択されたアイテム 処置

デバイス デバイスの詳細を表示します。

デバイスグループ デバイスグループの概要を表示します。

検出範囲 検出範囲を表示します。

検出範囲グループ 検出範囲グループの概要を表示します。

ポータル 適切なポータルに移動します。

ウィザード 適切なウィザードを起動します。

除外範囲 範囲の概要を表示します。

リモートタスク タスクツリー内のタスクを選択します。

関連リンク

検索バー

マップビュー（ホーム）ポータル

メモ: マップビュー 機能は、Enterprise ライセンスのある Dell PowerEdge VRTX デバイスを WS-Man プロト
コルを使用して検出した場合にのみ利用可能です。Enterprise ライセンスのある PowerEdge VRTX デバイ
スが SNMP プロトコルを使用して検出された場合、マップビュー 機能は利用できません。この場合、
WS-Man プロトコルを使用して PowerEdge VRTX デバイスを再検出する必要があります。

マップビュー（ホーム）ポータルへは、ホーム ポータル 内の マップビュー リンクをクリックすることでア

クセスできます。

メモ: デバイス ポータルからアクセスできるマップの別の実装（マップビュー タブ）にアクセスするこ

ともできます。

マップビュー（ホーム）ポータルの機能は、次のとおりです。

• マップビュー（ホーム）ポータルは、デバイスツリーには統合されていません。

• マップ上部にある 次でフィルタ ドロップダウンボックスを使用して、マップに表示するデバイスグ
ループを選択することができます。

• マップビュー（ホーム）ポータル上のピン（デバイス）をクリックすると、そのデバイスの詳細を表
示した デバイス ポータルが開きます。

• マップビュー（ホーム）ポータル上でのデバイスまたは設定に対する変更は、いずれも デバイス ポ
ータルからアクセスできる マップビュー タブと同期化されます。

• マップビュー（ホーム）ポータルのズームレベルおよび可視領域は、デバイス ポータルからアクセス
できる マップビュー タブとは同期化されません。

メモ: マップビュー で使用できる機能の詳細に関しては、「マップビューの使用」を参照してください。

関連リンク

OpenManage Essentials ホームポータルの使い方

マップビュー（ホーム）ポータルのインタフェース
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ユーザー情報の表示

OpenManage Essentials 役割などの、現在のユーザーに関連するユーザー情報の表示は、次の手順で行います。

1. マウスポインタをヘッダバナーのユーザー名の上に移動します。

2. 表示されたメニューで、ユーザー情報 をクリックします。

ユーザー情報を表示した <ユーザー名>のユーザー情報 ダイアログボックスが開きます。

関連リンク

OpenManage Essentials ヘッダバナー

異なるユーザーとしてログオン

メモ: Google Chrome および Mozilla Firefox ブラウザでは 異なるユーザーとしてサインイン オプションは

表示されません。Chrome または Firefox の使用時に異なるユーザーとしてログオンするには、ブラウザ

を閉じてから再度開き、プロンプトで新しいユーザーの資格情報を入力して OK をクリックします。

メモ: Internet Explorer で 異なるユーザーとしてサインイン オプションを使用する場合、資格情報の入力

を複数回求められる場合があります。

OpenManage Essentials に異なるユーザーとしてログオンするには、次を実行します。

1. マウスポインタをヘッダバナーのユーザー名の上に移動します。

2. 表示されたメニューで、異なるユーザーとしてサインイン をクリックします。

Windows セキュリティ ダイアログボックスが表示され、ユーザー名とパスワードの入力を求められま

す。

3. ユーザー名 および パスワード を入力して OK をクリックします。

関連リンク

OpenManage Essentials ホームポータルの使い方

OpenManage Essentials ヘッダバナー

アップデートの利用可能通知アイコンの使用

メモ: アップデートの利用可能通知アイコンは、ウェブブラウザの更新後にのみ OpenManage Essentials 
ヘッダーバナーに表示されます。

アップデートの利用可能通知アイコン  は OpenManage Essentials の新バージョンが利用可能になると 

OpenManage Essentials ヘッダーバナーに表示されます。マウスポインタをアイコンの上に移動すると、利用

可能な新バージョンに関する情報を示すツールチップが表示されます。  アイコンをクリックして Dell 
TechCenter OpenManage Essentials ウェブページを開き、OpenManage Essentials の新バージョンをダウンロー

ドします。
関連リンク

OpenManage Essentials ヘッダバナー

保証スコアボード通知アイコンの使用

保証スコアボード通知アイコン  は、 プリファランス → 保証通知設定 で設定した基準に基づいて 

OpenManage Essentials ヘッダーバナーに表示されます。保証スコアボード通知には、設定した基準を満たす
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デバイスの数も表示されます。  をクリックして デバイス保証レポート を表示します。このレポートに

は 保証スコアボード通知 設定に基づいてデバイスの保証情報が表示されます。

関連リンク

OpenManage Essentials ヘッダバナー

保証スコアボード通知の設定

デバイス保証レポート
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4
OpenManage Essentials ホームポータル - 参
照
関連リンク

OpenManage Essentials ヘッダバナー

ダッシュボード

スケジュールビュー

検索バー

マップビュー（ホーム）ポータルのインタフェース

ダッシュボード

このダッシュボードページには、サーバー、ストレージ、スイッチなどを含む管理下デバイスのスナップシ
ョットが表示されます。次でフィルタ： ドロップダウンリストをクリックすることにより、デバイスに基づ

いてビューをフィルタできます。また、次でフィルタ： ドロップダウンリストから 新規グループの追加 を
クリックすることにより、ダッシュボードからデバイスの新しいグループを追加することもできます。

関連リンク

検索バー

検出済み対インベントリ済みデバイス

タスク状態

ホームポータルレポート

状態ごとのデバイス

重大度ごとのアラート

ホームポータルレポート

ホームポータルダッシュボードページから、次のコンポーネントを監視できます。

• 重大度ごとのアラート 

• ステータスごとのデバイス

• 検出済み対インベントリ済みデバイス 

• アラート 

• アセット取得情報

• アセットメンテナンス情報

• アセットサポート情報

• ESX 情報

• FRU 情報 

• ハードドライブ情報

• HyperV 情報

• ライセンス情報

• メモリ情報

• モジュラーエンクロージャ情報
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• NIC 情報

• PCI デバイス情報

• サーバーコンポーネントとバージョン

• サーバーの概要 

• ストレージコントローラ情報

• タスク状態

状態ごとのデバイス

状態ごとのデバイス は、デバイスの状態に関する情報を円グラフ形式で提供します。円グラフのセグメント

をクリックすると、デバイスの概要が表示されます。

フィールド 説明

不明 これらのデバイスの正常性状態は不明です。

正常 デバイスは期待どおりに動作中です。

警告 これらのデバイスは、正常ではない動作を示してお
り、詳細を調べる必要があります。

重要 これらのデバイスは、非常に重要な側面において不
具合が発生したことを示唆する動作を示していま
す。

重大度ごとのアラート

重大度ごとのアラートは、デバイスのアラート情報を円グラフフォーマットで提供します。円グラフのセグ
メントをクリックすると、デバイスが表示されます。

フィールド 説明

正常 これらのデバイスからのアラートは、デバイスに期
待される動作に従っています。

重要 これらデバイスからのアラートは、非常に重要な側
面において不具合が発生したことを意味していま
す。

不明 これらのデバイスの正常性状態は不明です。

警告 これらのデバイスは、正常ではない動作を示してお
り、詳細を調べる必要があります。

検出済み対インベントリ済みデバイス

検出またはインベントリされたデバイスおよび Dell サーバーの数を示すグラフィックレポートを提供しま

す。このレポートを使用して、分類されていない検出済みデバイスおよび Dell サーバーを確認できます。概

要情報のフィルタオプションの詳細に関しては、「デバイス概要の表示」を参照してください。

グラフの一部分をクリックして、選択した領域の デバイス概要 を表示します。デバイス概要内の行をダブル

クリックし、詳細（そのデバイスのインベントリビュー）を表示します。または、右クリックしてインベン

トリビューの詳細を選択するか、右クリックしてそのデバイスに固有のアラートのためのアラートを選択し
ます。
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フィールド 説明

次でフィルタ これを選択し、次のオプションを使用して検索結果
をフィルタします。

• すべて

• 範囲 — これを選択して、選択した範囲に基づ
いたフィルタを実行します。

関連リンク

検出とインベントリタスクの設定

設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

範囲の除外

検出のスケジュール

インベントリのスケジュール

状態ポーリング頻度の設定

検出とインベントリポータル

タスク状態

現在実行されているタスク、および以前実行されたタスクとそれらの状態のリストを提供します。このペー
ジの タスク状態 グリッドは、検出、インベントリ、およびタスク状態だけを表示します。ただし、メインポ

ータルはすべての種類のタスク状態を表示します。

関連リンク

検出とインベントリタスクの設定

設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

範囲の除外

検出のスケジュール

インベントリのスケジュール

状態ポーリング頻度の設定

検出とインベントリポータル

スケジュールビュー

スケジュールビュー から、次の操作を実行できます。

• 予定のタスクと完了したタスクを表示する。

• タスクのタイプ（データベースメンテナンスタスク、サーバーの電源オプションなど）、アクティブ
なタスク、タスク実行履歴に基づきビューのフィルタを行う。

メモ: 次によってフィルタ ドロップダウンリストに表示されるオプションは、作成されたタスク
によって異なります。 例えば、サーバーオプションタスク が作成されていない場合、そのオプ
ションは 次によってフィルタ ドロップダウンリストには表示されません。

• 特定の日、週、または月のタスクを表示する。また、カレンダーアイコンをクリックすることにより
特定の日のタスクを表示することもできる。

• カレンダーの時刻スロットにタスクをドラッグアンドドロップする。

• ズームスライダバーを変更することにより、ズーム値を設定する。

• スケジュールを、.ics ファイルにエクスポートして、このファイルを Microsoft Outlook にインポートす
る。

• 設定アイコンをクリックすることにより、スケジュールビュー設定を変更する。 。

詳細は、「スケジュールビュー設定」を参照してください。

関連リンク
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スケジュールビュー設定

スケジュールビュー設定

フィールド 説明

向き 表示されるスケジュールビューページとタスクの向きを変更できます。
縦 または 横 のいずれかを選択できます。

スケジュールアイテムサイズ 表示するタスクのサイズを変更できます。

タスクの種類別色カテゴリ このオプションを選択すると、色ごとにタスクが分類されます。

タスクの実行履歴の表示 このオプションを選択すると、完了したタスクが表示されます。

データベースメンテナンスの表
示

このオプションを選択すると、データベースメンテナンスが発生する時
刻を表示できます。

デバイス保証レポート

デバイス保証レポート を表示するには、OpenManage Essentials ヘッダーバナーで  アイコンをクリックし

ます。デバイス保証レポート には以下のフィールドが表示されます。

フィールド 説明

保証残存期間が x 日またはそれ以下のすべてのデバ

イス

デバイス保証レポート に含むデバイスを決定しま

す。保証残存期間が指定した日数以下のデバイスが
保証レポートに含まれます。

保証期限が切れたデバイスを含める 保証が切れた（0 日）または保証情報のないデバイス

を保証通知電子メールに含めるかどうかを指定しま
す。

プレビュー クリックして 保証残存期間が x 日またはそれ以下の

すべてのデバイス で設定した基準に基づく保証レポ

ートを表示します。

OK クリックすると デバイス保証レポート で行われた

変更を保存して閉じます。

保証事項の表示と更新 クリックするとデルのウェブサイトが開き、デバイ
ス保証を表示して更新することができます。

システム名 ネットワーク上のシステムを識別する一意のシステ
ム名を表示します。

デバイスモデルの種類 システムのモデル情報を表示します。

デバイスの種類 デバイスの種類を表示します。例えば、サーバーま
たは Remote Access Controller です。

残りの日数 デバイスの保証を使用可能な日数を表示します。

出荷日 デバイスが工場から発送された日付を表示します。

サービスタグ デル固有の一意のシステムのバーコードラベル識別
子です。
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フィールド 説明

サービスレベルコード 特定のシステムに対するパーツのみの保証（POW）、
翌営業日オンサイト（NBD）、その他のサービスレ
ベルコードを表示します。

サービスプロバイダ デバイスに保証サービスサポートを提供する組織の
名前です。

開始日 保証が開始される日付です。

終了日 保証が失効する日付です。

保証の説明 デバイスに適用される保証の詳細です。

関連リンク

保証スコアボード通知アイコンの使用

保証スコアボード通知の設定

マップビュー（ホーム）ポータルのインタフェース

ホーム ポータルからアクセス可能な マップビュー（ホーム）ポータルには、次でフィルタ ドロップダウン

リストがあり、これを使用してマップ上に表示されたデバイスグループをフィルタすることができます。マ
ップビュー（ホーム）ポータルで使用可能なメニューとオプションは、デバイス ポータルにある マップビュ

ー タブ内のものと同じです。マップビュー 内のメニューとオプションの詳細に関しては、「マップビュー（デ

バイス）タブインタフェース」を参照してください。

関連リンク

マップビュー（ホーム）ポータル
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5
デバイスの検出とインベントリ
ネットワークデバイスを管理するには、検出とインベントリを実行します。

関連リンク

検出とインベントリタスクの設定

設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

検出のスケジュール

インベントリのスケジュール

範囲の除外

対応デバイス、プロトコル、および機能マトリックス

対応デバイス、プロトコル、および機能マトリックス

プロトコル / メカニズム 簡易ネットワーク管
理プロトコル
（SNMP）

Windows Management 
Instrumentation（WMI）

Web Services-
Management（WS-
Man）

OpenManage 
Server 
Administrator を
インストールし
た Dell サーバー

Windows / 
Hyper‑V

検出

相関

分類

ハードウェアインベ
ントリ

ソフトウェアインベ
ントリ監視

トラップ / アプリケー
ションの起動アラー
ト

• OpenManage 
Server 
Administrator 
コンソール

• リモートデス
クトップ

• 保証

検出

相関

分類

ハードウェアインベン
トリ

ソフトウェアインベン
トリ監視

アプリケーションの起
動

• OpenManage 
Server 
Administrator コ
ンソール

• リモートデス
クトップ

• 保証

サポートなし

Linux/VMware 
ESX

検出

相関

分類

ハードウェアインベ
ントリ

ソフトウェアインベ
ントリ

監視

トラップ / アラート

サポートなし サポートなし

VMware ESXi トラップ / アラート サポートなし 検出

相関

分類
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プロトコル / メカニズム 簡易ネットワーク管
理プロトコル
（SNMP）

Windows Management 
Instrumentation（WMI）

Web Services-
Management（WS-
Man）

ハードウェアインベ
ントリ

ソフトウェアインベ
ントリ

仮想マシン情報

仮想ホストの製品情
報

監視（OpenManage 
Server Administrator の
正常性のみ）

アプリケーションの
起動：保証

OpenManage 
Server 
Administrator を
インストールし
ていない Dell サ
ーバー

Windows / 
Hyper‑V

検出（不明） 検出

相関

分類

ハードウェアインベン
トリ

アプリケーションの起
動

• リモートデス
クトップ

• 保証

サポートなし

Linux/VMware 
ESX

検出（不明） サポートなし サポートなし

VMware ESXi サポートなし サポートなし 検出

相関

分類

ハードウェアインベ
ントリ（ストレージイ
ンベントリなし）

iDRAC/DRAC/BMC 検出

相関

分類

トラップ / プラットフ
ォームイベントトラ
ップ（PET）の監視

アプリケーションの
起動

• RAC
• コンソール

• 保証

サポートなし 検出

インベントリ

システムアップデー
ト

メモ: iDRAC 6 バー

ジョン 1.3 以降に

のみ適用されま
す。iDRAC 6 バー

ジョン 1.25 以前で

は、検出およびイ
ンベントリはサポ
ートされません。

モジュールエンクロージャ
（PowerEdge M1000e）

検出

相関

分類

エンクロージャ正常
性

サポートなし サポートなし
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プロトコル / メカニズム 簡易ネットワーク管
理プロトコル
（SNMP）

Windows Management 
Instrumentation（WMI）

Web Services-
Management（WS-
Man）

トラップ

アプリケーションの
起動

• CMC
• コンソール

• 保証

Dell PowerEdge VRTX 検出

相関

分類

エンクロージャ正常
性

トラップ

アプリケーションの
起動

• CMC
• コンソール

• 保証

サポートなし 検出

相関

分類

ハードウェアインベ
ントリ

システムアップデー
ト

エンクロージャ正常
性

トラップ

アプリケーションの
起動

• CMC
• コンソール

• 保証

マップビュー

対応オペレーティングシステム（サーバー）、プロトコル、
および機能マトリックス

プロトコル / メカニズム Intelligent Platform 
Management Interface
（IPMI）

コマンドラインインタフ
ェース（CLI）

OpenManage Server 
Administrator をインス
トールした Dell サーバ
ー

Windows/Hyper-V サポートなし OpenManage Server 
Administrator CLI
OpenManage Server 
Administrator の展開

サーバーアップデート

• BIOS
• ファームウェア

• ドライバ

Linux/VMware ESX サポートなし OpenManage Server 
Administrator CLI
OpenManage Server 
Administrator の展開

サーバーアップデート

• BIOS

45



プロトコル / メカニズム Intelligent Platform 
Management Interface
（IPMI）

コマンドラインインタフ
ェース（CLI）

• ファームウェア

• ドライバ

VMware ESXi サポートなし サポートなし

XenServer サポートなし RACADM CLI
IPMI CLI
OpenManage Server 
Administrator CLI
電源タスク

OpenManage Server 
Administrator をインス
トールしていない Dell 
サーバー

Windows/Hyper-V サポートなし OpenManage Server 
Administrator の展開

Linux/VMware ESX サポートなし OpenManage Server 
Administrator の展開

VMware ESXi サポートなし サポートなし

PowerEdge C 検出

分類

アプリケーションの起動

保証

RACADM CLI
IPMI CLI

iDRAC/DRAC/BMC 検出

分類

相関

iDRAC の正常性

アプリケーションの起動

RAC コンソール

保証

RACADM CLI
IPMI CLI

モジュールエンクロージャ（M1000e） / PowerEdge 
VRTX

サポートなし RACADM CLI
IPMI CLI

a) デバイスが検出されていない、インベントリされていない、またはその両方の場合、このタスクを実行す

ることはできません。

b) 保証情報を表示するには、インターネット接続（support.dell.com）が必要です。

対応ストレージデバイス、プロトコル、および機能マトリッ
クス

プロトコル / メカニズム 簡易ネットワーク管理
プロトコル（SNMP）

シンボル EMC Navisphere CLI

ストレージ
デバイス

Dell EqualLogic 検出

相関

分類

ハードウェアインベン
トリ

監視

トラップ / アラート

なし なし
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プロトコル / メカニズム 簡易ネットワーク管理
プロトコル（SNMP）

シンボル EMC Navisphere CLI

アプリケーションの起
動 — EqualLogic コンソ
ール

Dell|EMC

メモ: Dell|EMC 
デバイスを完
全に管理する
には、SNMP 
と Navisphere 
の両方が必要
です。

検出

相関

分類

トラップ / アラート

なし ハードウェアインベン
トリ

監視

アプリケーションの起
動 — EMC Navisphere 
Manager

PowerVault トラップ / アラート 検出

相関

分類

ハードウェアインベン
トリ

監視

アプリケーションの起
動 — Modular Disk 
Storage Manager（a）

なし

Compellent 検出

分類

ハードウェアインベン
トリ

監視

トラップ / アラート

アプリケーションの起
動 — EqualLogic コンソ
ール

なし なし

テープ 検出

相関

分類

ハードウェアインベン
トリ

監視

トラップ / アラート

アプリケーションの起
動

テープコンソール

保証（b）

なし なし

a）OpenManage Essentials システムに モジュラディスクストレージマネージャコンソールソフトウェアがイ

ンストールされている必要があります。

b）保証情報を表示するには、インターネット接続（support.dell.com）が必要です。

凡例と定義

• NS：非対応
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• 検出：ネットワーク上のデバイスを検出する機能。

• 相関：次の装置を相関させる機能。

– 検出済みサーバー、および DRAC、iDRAC、または BMC デバイス。

– 検出済みモジュラシステムまたはスイッチ。

– ESX、ESXi、または Hyper-V ホストとゲスト仮想マシン。

• 分類：タイプごとにデバイスを分類する機能。例えば、サーバー、ネットワークスイッチ、ストレー
ジなどです。

• ハードウェアインベントリ：デバイスの詳細なハードウェアインベントリを取得する機能。

• 監視または正常性：デバイスの正常性状態および接続状態を取得する機能。

• トラップ、アラート、または PET：デバイスから SNMP トラップを受け取る機能。

• アプリケーションの起動：1x1 コンソールまたはアプリケーションを起動するため、検出済みデバイ
スで右クリック処置のメニューアイテムを提供。

• OpenManage Server Administrator CLI：リモート（検出済み）サーバーで OpenManage Server Administrator 
対応コマンドを実行する機能。

• OpenManage Server Administrator の導入：OpenManage Server Administrator をリモート（検出済み）サ
ーバーに導入する機能。

• サーバーアップデート：リモート（検出済み）サーバーに、BIOS、ファームウェア、ドライバアップ
デートを導入する機能。

• RACADM CLI：リモート（検出済み）サーバーで、RACADM ツール対応コマンドを実行する機能。

• IPMI CLI：リモート（検出済み）サーバーで、IPMI ツール対応コマンドを実行する機能。

• 保証：保証情報を表示するには、インターネット接続（support.dell.com）が必要です。

検出とインベントリのポータルの使い方

検出とインベントリポータルにアクセスするには、管理 → 検出とインベントリ の順にクリックします。

図 2. 検出とインベントリポータル

1. 最後に実行された検出とインベントリタスクの詳細。

2. 以前に検出およびインベントリされたデバイスの詳細。

3. タスクとその状態の詳細。
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検出用のプロトコルサポートマトリックス

次の表は、デバイス検出での対応プロトコルに関する情報を示しています。推奨プロトコルは 斜体 で表記さ

れます。

デバイス / オペ
レーティングシ

ステム

プロトコル

簡易ネットワー
ク管理プロトコ
ル（SNMP）

Web Services-
Management
（WS-Man）

Windows 
Management 
Instrumentation
（WMI）

Intelligent 
Platform 
Management 
Interface（IPMI）

セキュアシェル
（SSH）

iDRAC6 または 

iDRAC7
対応 対応 該当なし 対応 非対応

Linux OpenManage 
Server 
Administrator
（OMSA）インス

トール済みの場
合に対応

該当なし 該当なし 該当なし 対応

Windows OMSA インスト

ール済みの場合
に対応

該当なし OMSA インスト

ール済みの場合
に対応、OMSA 
未インストール
済みの場合は正
常性情報なし

該当なし 該当なし

ESXi OMSA インスト

ール済みの場合
に対応

OMSA インスト

ールに関わらず
対応

該当なし 該当なし 非対応

Citrix XenServer OMSA インスト

ール済みの場合
に対応

該当なし 該当なし 該当なし OMSA インスト

ール済みの場合
に対応、OMSA 
未インストール
済みの場合は正
常性情報なし

PowerEdge 
M1000e（CMC）

対応 該当なし 該当なし 該当なし 非対応

PowerEdge VRTX
（CMC）

対応 対応 該当なし 該当なし 非対応

PowerEdge-C 該当なし 該当なし 該当なし 対応 非対応

クライアント 最小限の検出情
報のみで対応、
正常性情報なし

該当なし OpenManage 
Client 
Instrumentation
（OMCI）インス

トール済みの場
合に対応、OMCI 
未インストール

該当なし 該当なし
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デバイス / オペ
レーティングシ

ステム

プロトコル

簡易ネットワー
ク管理プロトコ
ル（SNMP）

Web Services-
Management
（WS-Man）

Windows 
Management 
Instrumentation
（WMI）

Intelligent 
Platform 
Management 
Interface（IPMI）

セキュアシェル
（SSH）

済みの場合は正
常性情報なし

ストレージデバ
イス

対応 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

イーサネットス
イッチ

対応 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

システムアップデート用のプロトコルサポートマトリックス

次の表は、システムアップデートタスクでの対応プロトコルに関する情報を示しています。推奨プロトコル
は 斜体 で表記されます。

デバイス / オペ
レーティングシ

ステム

プロトコル

簡易ネットワー
ク管理プロトコ
ル（SNMP）

Web Services-
Management
（WS-Man）

Windows 
Management 
Instrumentation
（WMI）

Intelligent 
Platform 
Management 
Interface（IPMI）

セキュアシェル
（SSH）

iDRAC6 または 

iDRAC7
非対応 対応 該当なし 該当なし 該当なし

Linux OpenManage 
Server 
Administrator
（OMSA）インス

トール済みの場
合に対応

該当なし 該当なし 該当なし 非対応

Windows OMSA インスト

ール済みの場合
に対応

該当なし OMSA インスト

ール済みの場合
に対応

該当なし 該当なし

ESXi 非対応 iDRAC6/7 で対応 該当なし 該当なし 該当なし

Citrix XenServer 非対応 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

PowerEdge 
M1000e（CMC）

対応、RACADM 
ツールが必要

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

PowerEdge VRTX
（CMC）

非対応 対応、RACADM 
ツールが必要

該当なし 該当なし 該当なし

検出とインベントリタスクの設定

1. OpenManage Essentials から、 管理 → 検出とインベントリ → 一般タスク → 検出範囲の追加 または管理 
→ 検出とインベントリ → 一般タスク → 検出範囲グループの追加 をクリックします。

2. 検出範囲の設定 で、次の手順を行います。
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a) 検出範囲グループの追加 を選択した場合は、グループ名を指定します。

b) IP アドレス / 範囲またはホスト名およびサブネットマスクを指定します。追加 をクリックします。

メモ: 複数の IP アドレス、範囲、またはホスト名を追加できます。複数のホスト名をコンマ区切

り記号で区切って（例えば、ホスト名 1, ホスト名 2, ホスト名 3）追加することもできます。

c) ホスト名および IP アドレスをインポートするには、インポート をクリックします。CSV フォーマッ
トのファイルに行項目として含まれたホスト名および IP アドレスをインポートできます。Microsoft 
Excel を使用して、ホスト名または IP アドレスを含む .CSV ファイルを作成できます。

d) 次へ をクリックします。

3. 少なくとも 1 つの IP アドレス、IP 範囲、ホスト名、またはこれらの組み合わせの指定後、検出とインベ
ントリオプションのカスタマイズを続行するか、デフォルトのオプションを使用して設定を完了します。
これ以上の設定を行わずに 終了 をクリックすると、デフォルトの SNMP および ICMP プロトコルを使用
して検出とインベントリがただちに実行されます。終了 をクリックする前に、プロトコル設定を確認
し、修正することをお勧めします。

次にリストする各プロトコルの詳細に関しては、該当するプロトコル設定画面の（なぜこれが必要?）ヘ

ルプをクリックしてください。

メモ: ESXi ベースのサーバーを検出する場合、ホストと共にグループ化されたゲスト仮想マシンを

表示するには、WS-Man プロトコルを有効にして設定します。

メモ: デフォルトでは、SNMP が有効になっており、値は割り当てられた ICMP パラメータです。

メモ: 次のいずれかの手順を完了したら、次へ をクリックして続行するか、終了 をクリックして 検
出範囲の設定 を完了します。

– ネットワーク上のデバイスを検出するために、ICMP 設定 で ICMP パラメータを編集します。

– サーバーを検出するために、SNMP の設定 で SNMP パラメータを指定します。Get 操作用のコミ
ュニティ名 で指定した SNMP コミュニティ文字列が、デバイスまたは検出しようとしているデバ
イスの SNMP コミュニティ文字列と一致していることを確認してください。

メモ: iDRAC はデフォルトの SNMP ポート 161 のみをサポートします。デフォルトの SNMP 
ポートが変更されている場合、iDRAC は検出されない可能性があります。

– 認証してリモートデバイスに接続するためには、WMI 設定 で WMI パラメータを指定します。
WMI の資格情報を入力するためのフォーマットは、ドメインベースのネットワークでは ドメイ
ン \ ユーザー名、非ドメインベースのネットワークでは ローカルホスト \ ユーザー名 です。

– PowerVault モジュラディスクアレイまたは EMC デバイスを検出するには、ストレージ設定 でパ
ラメータを編集します。

– WS-Man 設定 で、WS-Man パラメータを入力して Dell PowerEdge VRTX、iDRAC 6、iDRAC 7、およ
び ESXi がインストールされたサーバーの検出を有効化します。

– SSH 設定 で、SSH パラメータを入力して Linux ベースのサーバーの検出を有効化します。

– サーバーの検出を有効にするには、IPMI 設定 で IPMI パラメータを指定します。IPMI は、通常、
Dell サーバーでの BMC または iDRAC の検出に使用されます。RAC デバイスを検出する場合、オプ
ションの KG キーを含めることができます。

– 検出範囲処置 で、検出またはインベントリを選択するか、両方のタスクを実行します。デフォル
トのオプションでは、検出とインベントリの両方を実行します。

– 検出のみを実行 または 検出とインベントリの両方を実行 を選択して、タスクをただちに実行し
ます。

– 後でタスクを実行するようスケジュールするには、検出またはインベントリを実行しない を選択
して、検出のスケジュール および インベントリのスケジュール の手順に従います。

– サマリ画面で選択内容を確認し、終了 をクリックします。前の設定画面のパラメータを変更する
には、戻る をクリックします。完了したら、終了 をクリックします。

関連リンク

検出とインベントリポータル

最後の検出とインベントリ

検出済み対インベントリ済みデバイス
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タスク状態

デフォルト SNMP ポートの変更

SNMP は、一般的な SNMP メッセージにはデフォルトの UDP ポート 161 を、SNMP トラップメッセージには 

UDP ポート 162 を使用します。これらのポートが他のプロトコルまたはサービスによって使用されている場

合は、システム上のローカルサービスファイルを変更することによって設定を変えることができます。管理
下ノードと OpenManage Essentials が非デフォルト SNMP ポートを使用するように設定するには、以下を実行

します。

1. 管理ステーションと管理下ノードの両方で、C:\Windows\System32\drivers\etc に移動します。

2. メモ帳で Windows SNMP services ファイルを開いて以下を編集します。

– 受信 SNMP トラップポート（OpenManage Essentials でアラートを受信）—「snmptrap 162/udp 
snmp-trap #SNMP trap」の行のポート番号を変更します。変更後、SNMP トラップサービス
と SNMP サービスを再起動します。管理ステーションでは、DSM Essentials ネットワークモニタ
ーサービスを再起動します。

– 送信 SNMP リクエスト（OpenManage Essentials での検出 / インベントリ）—「snmp 161/udp 
#SNMP」の行のポート番号を変更します。変更後、SNMP サービスを再起動します。管理ステー
ションでは、DSM Essentials ネットワークモニターサービスを再起動します。

送信トラップポート — OpenManage Essentials トラップ転送アラートアクションで、宛先 フィールドに 

<<トラップ宛先アドレス：ポート番号>> を指定します。

メモ: デフォルトポートで IP セキュリティが SNMP メッセージを暗号化するように設定していた場

合は、IP セキュリティポリシーを新しいポートの設定でアップデートしてください。

ルート証明書付き WS-Man プロトコルを使用した Dell デバイスの検出とインベン
トリ

始める前に、ルート CA サーバー、OpenManage Essentials 管理サーバー、WS-Man ターゲットがホスト名で互

いに ping できることを確認してください。

ルート証明書付き WS-Man プロトコルを使用して Dell デバイスの検出とインベントリを行うには、以下の手

順を実行します。

1. ターゲットデバイス（iDRAC または CMC）のウェブコンソールを開きます。

2. 新規証明書署名要求ファイルの生成：

a) ネットワーク をクリックしてから SSL をクリックします。

SSL メインメニュー ページが表示されます。

b) 新規証明書署名要求（CSR）の生成 を選択して 次へ をクリックします。

証明書署名要求（CSR）の生成 ページが表示されます。

c) 該当する場合は、必須フィールドに適切な情報を入力します。コモンネーム がデバイスのウェブコ
ンソールへのアクセスに使用するホスト名と同じであることを確認し、生成 をクリックします。

d) プロンプトが表示されたら、request.csr ファイルを保存します。

3. Microsoft Active Directory 証明書サービス – root CA ウェブサーバー：http://signingserver/certsrv を開きます。

4. タスクの選択 で 証明書の要求 をクリックします。

証明書の要求 ページが表示されます。

5. 証明書の要求の詳細設定 をクリックします。

証明書の要求の詳細設定 ページが表示されます。

6. Base 64 エンコーディングされた CMC または PKCS #10 ファイルを使用して証明書要求を送信、または 
Base 64 エンコーディングされた PKCS #7 ファイルを使用して更新要求を送信 をクリックします。
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7. テキストエディタを使用して、手順 2 d で保存した証明書署名要求（.csr または .txt）ファイルを開きま
す。

8. 証明書署名要求ファイルの内容をコピーして 保存済み要求 フィールドに貼り付けます。

9. 証明書テンプレート リストで ウェブサーバー を選択し、送信 > をクリックします。

発行済み証明書 ページが表示されます。

10. Base 64 エンコーディング済み をクリックし、次に 証明書のダウンロード をクリックします。

11. プロンプトが表示されたら、certnew.cer ファイルを保存します。

12. ターゲットデバイス（iDRAC または CMC）のウェブコンソールを開きます。

13. ネットワーク をクリックしてから SSL をクリックします。

SSL メインメニュー ページが表示されます。

14. 生成された CSR に基づいたサーバー証明書のアップロード を選択して 次へ をクリックします。

証明書アップロード ページが表示されます。

15. 参照 をクリックし、手順 11 で保存した certnew.cer ファイルを選択して 適用 をクリックします。

16. RootCA 署名済み証明書（newcert.cer）を 信頼できる root 証明機関 として OpenManage Essentials 管理サ
ーバーにインストールします。

メモ: インストールする証明書ファイルが、root CA が発行した Base64 エンコーディング済み証明書

ファイルであることを確認します。

a) certnew.cer ファイルを右クリックし、証明書のインストール をクリックします。

証明書のインポートウィザード が表示されます。

b) 次へ をクリックします。

c) すべての証明書を以下のストアに置く を選択して 参照 をクリックします。

証明書ストアの選択 ダイアログボックスが表示されます。

d) 信頼できるルート証明機関 を選択して OK をクリックします。

e) 次へ をクリックします。

f) 終了 をクリックします。

セキュリティ警告 ダイアログボックスが表示されます。

g) はい をクリックします。

17. ウェブブラウザを閉じ、ターゲットデバイス（iDRAC または CMC）のウェブコンソールを新しいブラウ
ザウィンドウで開きます。

18. newcert.cer RootCA 署名証明書ファイルを使用して WS-Man ターゲットを OpenManage Essentials で検出
してインベントリします。

範囲の除外

除外範囲を設定して、サーバーが検出される / 再検出されることを防止するか、デバイスツリーに表示され

るデバイス数を制限します。検出タスクから範囲を除外するには、次の手順を行います。

1. OpenManage Essentials から、管理 → 検出とインベントリ → 一般タスク → 除外範囲の追加 を選択しま
す。

2. 除外範囲の設定 で、IP アドレス / 範囲またはホスト名を指定し、追加 をクリックします。

3. 終了 をクリックします。

関連リンク

検出とインベントリポータル

最後の検出とインベントリ

検出済み対インベントリ済みデバイス

タスク状態
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設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

OpenManage Essentials で、管理 → 検出とインベントリ → 検出範囲 → すべての範囲 をクリックします。

関連リンク

検出とインベントリポータル

最後の検出とインベントリ

検出済み対インベントリ済みデバイス

タスク状態

検出のスケジュール

メモ: 検出タスクは データベースメンテナンスの実行スケジュール と同時にスケジュールしないことを

お勧めします。データベースメンテナンス中はコンソールの反応が遅くなるためです。

1. 管理 → 検出とインベントリ → 共通タスク → 検出のスケジュール をクリックします。

2. 検出スケジュールの設定 で、次を実行します。

a) 希望のスケジュールパラメータを選択します。

b) （オプション）より高速なタスク実行のためにタスク速度のスライダを調整することができますが、
速度を上昇させると、より多くのシステムリソースが消費されます。

c) 計装デバイスをすべて検出します。

関連リンク

検出とインベントリポータル

最後の検出とインベントリ

検出済み対インベントリ済みデバイス

タスク状態

検出速度スライダバー 

これは検出スロットルとも呼ばれ、検出の速度、および検出によって消費されるネットワークとシステムの
リソースを制御します。これは次を制御することによって行われます。

• ある時点で実行することが可能な検出スレッド数

• ネットワークの ping スイ―プ中における通信デバイス間でのミリ秒単位の遅延

メモ: スロットル制御の各目盛りは 10 % であり、範囲は 10～100 % になっています。OpenManage 
Essentials では、検出スロットルはデフォルトで 60 % に設定されています。IT Assistant からのアップグ
レード後も、スロットル制御は以前設定した値が維持されます。

マルチスレッディング

Dell OpenManage Essentials は、IT Assistant で導入されたネットワーク監視サービスにおける最適化されたパ

ラレルスレッディングの実装を改善します。

検出処理では I/O インテンシブであるため、検出処理をパラレル操作にすることによって検出処理を最適化す

ることができます。この操作では、パラレルに実行されるスレッド（マルチスレッドとして知られています）

が、複数のデバイスに対するリクエスト送信と応答処理を一度に実行します。

パラレスで動作するスレッド（それぞれ異なるデバイスとの通信）の数が多くなるほど検出速度が早くなり、

ネットワーク全体の輻そうや遅延が回避されます。検出処理では、デフォルトで一度に最大 32 のスレッドを

パラレル（同時）に実行することが可能です。
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パラレルスレッドの実行数を制御するには、検出スロットルコントロールを左右いずれかに動かします。最
大に設定すると、32 のパラレルスレッドの実行が可能になります。スロットルが 50% の時、一度に実行可能

なスレッド数は 16 のみです。

検出サービスはパラレルスレッディング動作に最適化されているため、システムは、同じスロットル設定で
あっても、より多くのシステムリソースを活用できます。検出速度と OpenManage Essentials で使用可能なシ

ステムリソースの間で、納得のいくバランスを取るために、システムリソースを監視することが推奨されま
す。スロットルの増減は、実行されているシステムと、利用できるリソースに左右されます。検出サービス
が新しいスロットル設定に適応するには、数分かかる場合があることに留意してください。

メモ: 中～大規模（数百～数千デバイス）ネットワーク上での検出時間を最短にするためには、マルチプ
ロセッサシステムに、OpenManage Essentials サービスをインストールすることを推奨します。

インベントリのスケジュール

メモ: インベントリタスクは データベースメンテナンスの実行スケジュール と同時にスケジュールしな

いことをお勧めします。データベースメンテナンス中はコンソールの反応が遅くなるためです。

1. 管理 → 検出とインベントリ → 共通タスク → インベントリのスケジュール をクリックします。

2. インベントリポーリング設定 で、次の手順を実行します。

a) インベントリの有効化 を選択します。

b) 希望のスケジュールパラメータを選択します。

c) （オプション） より高速なタスク実行のために インベントリポーリング速度 スライダを調整するこ
とができますが、より多くのシステムリソースが消費されます。

関連リンク

検出とインベントリポータル

最後の検出とインベントリ

検出済み対インベントリ済みデバイス

タスク状態

状態ポーリング頻度の設定

メモ: 状態ポーリングは データベースメンテナンスの実行スケジュール と同時にスケジュールしないこ

とをお勧めします。データベースメンテナンス中はコンソールの反応が遅くなるためです。

OpenManage Server Administrator など正常性計装手段を備えた、すべての検出されたデバイスの正常性状態を

チェックするように OpenManage Essentials を設定できます。ステータスは、正常性状態が常に最新のもので

あるように、状態ポーリングを使用して所定の間隔でスケジュールできます。状態ポーリングを設定するに
は、次の手順を行います。

1. 管理 → 検出とインベントリ → 共通タスク → 状態スケジュール をクリックします

2. 状態ポーリングスケジュールの設定 で 状態ポーリングを有効にする を選択し、時間およびパフォーマ
ンスなどのポーリングパラメータを入力します。

3. OK をクリックします。

関連リンク

検出とインベントリポータル

最後の検出とインベントリ

検出済み対インベントリ済みデバイス

タスク状態
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6
検出とインベントリ - 参照
検出とインベントリポータル ページでは、次のことができます。

• 検出およびインベントリが行われたデバイスおよび Dell サーバーのグラフィックレポートを表示。

• デバイスおよび Dell サーバーの検出範囲を管理。

• デバイスおよび Dell サーバーの検出、インベントリ、および状態ポーリングを設定。

検出とインベントリポータルページのオプション

• 検出ポータル

• 一般タスク

– 検出範囲の追加

– 検出範囲グループの追加

– 除外範囲の追加

– 検出のスケジュール

– インベントリスケジュール

– 状態スケジュール

• 検出範囲

• 除外範囲

検出とインベントリポータル

検出とインベントリポータルページでは、次の情報が提供されます。

• 最後の検出とインベントリの詳細

• 検出済み対インベントリ済みデバイス

• タスク状態

関連リンク

検出とインベントリタスクの設定

設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

範囲の除外

検出のスケジュール

インベントリのスケジュール

状態ポーリング頻度の設定

最後の検出とインベントリ

検出済み対インベントリ済みデバイス

タスク状態
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最後の検出とインベントリ

フィールド 説明

最後の検出の詳細

最後に検出が実行された時間 最後に実行された検出の時間および日付情報を表示
します。

検出範囲 IP アドレス範囲またはホスト名を表示します。

検出されたデバイス 検出されたデバイスの数に関する情報を表示しま
す。

最後のインベントリの詳細

最後にインベントリが実行された時間 最後に実行されたインベントリの時間および日付情
報を表示します。

インベントリ範囲 IP アドレス範囲またはホスト名を表示します。

インベントリされたデバイス インベントリされたデバイスの数に関する情報を表
示します。

関連リンク

検出とインベントリタスクの設定

設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

範囲の除外

検出のスケジュール

インベントリのスケジュール

状態ポーリング頻度の設定

検出とインベントリポータル

検出済み対インベントリ済みデバイス

検出またはインベントリされたデバイスおよび Dell サーバーの数を示すグラフィックレポートを提供しま

す。このレポートを使用して、分類されていない検出済みデバイスおよび Dell サーバーを確認できます。概

要情報のフィルタオプションの詳細に関しては、「デバイス概要の表示」を参照してください。

グラフの一部分をクリックして、選択した領域の デバイス概要 を表示します。デバイス概要内の行をダブル

クリックし、詳細（そのデバイスのインベントリビュー）を表示します。または、右クリックしてインベン

トリビューの詳細を選択するか、右クリックしてそのデバイスに固有のアラートのためのアラートを選択し
ます。

フィールド 説明

次でフィルタ これを選択し、次のオプションを使用して検索結果
をフィルタします。

• すべて

• 範囲 — これを選択して、選択した範囲に基づ
いたフィルタを実行します。

関連リンク

検出とインベントリタスクの設定

設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

範囲の除外

検出のスケジュール

インベントリのスケジュール
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状態ポーリング頻度の設定

検出とインベントリポータル

タスク状態

現在実行されているタスク、および以前実行されたタスクとそれらの状態のリストを提供します。このペー
ジの タスク状態 グリッドは、検出、インベントリ、およびタスク状態だけを表示します。ただし、メインポ

ータルはすべての種類のタスク状態を表示します。

関連リンク

検出とインベントリタスクの設定

設定済みの検出とインベントリ範囲の表示

範囲の除外

検出のスケジュール

インベントリのスケジュール

状態ポーリング頻度の設定

検出とインベントリポータル

デバイスサマリの表示

1. OpenManage Essentials で、管理 → 検出とインベントリ → 検出ポータル → 検出ポータル の順にクリッ
クします。

2. 検出済み対インベントリ済みデバイス グラフィックレポートで、検出またはインベントリされたデバイ
スを示すバーをクリックして、選択したグラフの詳細を表示する デバイス概要 ページを開きます。

3. （オプション）サマリ情報をフィルタするには、じょうごアイコンをクリックします。

フィルタオプションが表示されます。「デバイスサマリフィルタオプションの表示」を参照してくださ

い。

4. （オプション）フィルタ をクリックして、フィルタされたサマリ情報を表示します。

5. （オプション）フィルタのクリア をクリックして、フィルタされたサマリ情報を削除します。

6. デバイス概要を右クリックして、使用可能なオプションから選択します。「デバイス状態」を参照してく
ださい。

デバイス概要フィルタオプションの表示

フィールド 説明

すべて選択 これを選択して、行項目ごとにフィルタします。

オプション、デバイス、または Dell サーバーを選択
します。

これを選択して、オプション、デバイス、または Dell 
サーバーに基づいてフィルタします。

フィルタオプション これらのオプションを伴うフィルタを作成します。

• 同じ — これを選択して、「と同じ」ロジック
を作成します。

• 異なる — これを選択して、「と異なる」ロジ
ックを作成します。

• 未満 — これを選択して、指定する値未満の値
を検索します。

• 以下 — これを選択して、指定する値以下の値
を検索します。

• 以上 — これを選択して、指定する値以上の値
を検索します。
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フィールド 説明

• 超過 — これを選択して、指定する値を超える
値を検索します。

正常性状態 オプション：

• 不明

• 正常

• 警告

• 重要

接続状態 オプション：

• オン

• オフ

検出範囲の追加 / 検出範囲グループの追加

1. 管理 → 検出とインベントリ → 一般タスク をクリックします。

2. 検出範囲の追加 または 検出範囲グループの追加 をクリックします。詳細に関しては、「検出とインベン
トリタスクの設定」を参照してください。

3. 検出、インベントリ、またはその両方のための以下のプロトコルについての情報を提供します。

– 検出設定

– ICMP 設定

– SNMP 設定

– WMI 設定

– ストレージ設定

– WS-Man 設定

– SSH 設定

– IPMI 設定

– 検出範囲処置

– 概要

検出設定

検出範囲は、デバイスの検出のために OpenManage Essentials に登録されたネットワークセグメントです。

OpenManage Essentials は、有効化されているすべての登録済み検出範囲にあるデバイスの検出を試みます。

検出範囲には、サブネット、サブネット上の IP アドレスの範囲、個々の IP アドレス、または個々のホスト名

が含まれます。検出プロセスには IP アドレス、IP アドレス範囲、またはホスト名を指定してください。詳細

は、「検出設定オプション」を参照してください。

検出設定オプション

フィールド 説明

グループ名 デバイスのセットのグループ名を指定します。

IP アドレス / 範囲 IP アドレスまたは IP アドレスの範囲を指定します。
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フィールド 説明

次は、有効な検出範囲の種類のアドレス指定の例で
す（* はワイルドカード文字で、指定範囲内で可能な
すべてのアドレスです）。

• 193.109.112.*
• 193.104.20-40.*
• 192.168.*.*
• 192.168.2-51.3-91
• 193.109.112.45-99
• システム IP アドレス — 193.109.112.99

メモ: IP アドレスの複数の範囲を追加するには、

追加をクリックします。IPV6 アドレスはサポー

トされていません。

検出範囲名 IP アドレス / 範囲の検出範囲名を指定します。

ホスト名 ホスト名を指定します（例：
mynode.mycompany.com）。

複数のホスト名を追加するには、追加 をクリックし
ます。

メモ: コンマを使用して、複数のホスト名を追加

できます。

メモ: ホスト名にある無効文字はチェックされま

せん。指定したホスト名に無効な文字が含まれ
ていても、その名前は受け入れられますが、検
出サイクル中にデバイスは検出されません。

サブネットマスク IP アドレス範囲のサブネットマスクを指定します。
サブネットマスクは、範囲のサブネットの部分のブ
ロードキャストアドレスを特定するために使用され
ます。OpenManage Essentials ネットワーク監視サー
ビスでは、IP アドレス範囲でデバイスを検出すると
きに、ブロードキャストアドレスは使用されません。
次は有効なサブネットマスクの仕様例です。

• 255.255.255.0（クラス C ネットワーク用のデフ
ォルトのサブネットマスク）

• 255.255.0.0（クラス B のネットワークのデフォ
ルトのサブネットマスク）

• 255.255.242.0（カスタムサブネットマスクの仕
様）

デフォルトではサブネットマスクは 255.255.255.0 に
設定されています。

インポート このオプションを選択して、CSV フォーマットのフ
ァイルからホスト名および IP アドレスをインポート
します。ただし、インポートできるのはタスクごと
に 500 行項目のみです。異なるサブネットマスクで
異なる検出範囲をインポートすることができます。
例：192.168.10.10、255.255.255.128、10.10.1.1、255.255.0.0、
および 172.16.21.1、255.255.128.0 です。

.CSV フォーマットの Active Directory エクスポートフ
ァイルをインプットとして使用できます。また、名
前ヘッダを使用し、ヘッダの下の行に（セルごとに 
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フィールド 説明

1 つの）システム IP アドレスまたはホスト名を入力
して、スプレッドシートエディタで .CSV ファイルを
作成できます。.CSV フォーマットでファイルを保存
し、今後、インポート機能でインプットとして使用
します。ファイル内に無効なエントリが含まれてい
る場合、OpenManage Essentials によるデータのイン
ポート時にメッセージが表示されます。CSV ファイ
ルの例は、「IP、範囲、またはホスト名の指定」を参
照してください。

ICMP 設定

ネットワーク上のデバイスに ping するには、検出中に ICMP を使用します。ICMP パラメータを設定するに

は、「ICMP 設定オプション」を参照してください。

詳細に関しては、

- （なぜこれが必要?）ヘルプをクリックしてください。

ICMP 設定オプション

フィールド 説明

タイムアウト 時間をミリ秒単位で設定します。

再試行 試行回数を設定します。

SNMP 設定

SNMP は、サーバー、ストレージ、スイッチなどネットワーク上のデバイスを管理するためのインタフェー

スを提供します。デバイス上の SNMP エージェントを使用すると、OpenManage Essentials でデバイスの正常

性およびインベントリデータをクエリできます。サーバー、ストレージデバイス、および他のネットワーク
デバイスの検出およびインベントリを実行するには、「SNMP 設定オプション」を参照してください。

詳細に関しては、

- （なぜこれが必要?）ヘルプをクリックしてください。

SNMP 設定オプション

フィールド 説明

SNMP 検出の有効化 検出範囲（サブネット）用の SNMP プロトコルを有
効または無効にします。

Get コミュニティ OpenManage Essentials ユーザーインタフェースか
ら、SNMP get 呼び出し用のコミュニティ名を指定ま
たは編集します。Get コミュニティ は、管理下デバ
イスにインストールされている SNMP エージェント
が認証のために使用する読み取り専用パスワードで
す。Get コミュニティ は、OpenManage Essentials によ
る SNMP データの参照と取得を可能にします。この
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フィールド 説明

フィールドは大文字と小文字を区別します。
OpenManage Essentials は最初に成功したコミュニテ
ィ名を使用してデバイスと通信します。複数の 
SNMP コミュニティ文字列はコンマで区切って入力
してください。

Set コミュニティ OpenManage Essentials UI から、SNMP set 呼び出し用
のコミュニティ名を指定または編集します。Set コ
ミュニティ は、管理下デバイスにインストールされ
ている SNMP エージェントが認証のために使用する
読み取り専用パスワードです。Set コミュニティ は、
OpenManage Essentials でシステムのシャットダウン
などの SNMP プロトコルを必要とするタスクを行う
ことを可能にします。このフィールドは大文字と小
文字を区別します。OpenManage Essentials は最初に
成功したコミュニティ名を使用してデバイスと通信
します。複数の SNMP コミュニティ文字列はコンマ
で区切って入力してください。

メモ: デバイス上で SNMP タスクを実行するに

は、Set コミュニティ 名のほかに計装パスワード

も必要です。

タイムアウト（秒） OpenManage Essentials が get または set 呼び出しを
発行した後、呼び出しに失敗したと見なされるまで
待機する時間を指定または編集します。有効範囲は 
1～15 秒です。デフォルト値は 4 秒です。

再試行回数 OpenManage Essentials が最初の呼び出しのタイムア
ウト後に get または set 呼び出しを再発行する回数
を指定または編集します。有効範囲は 1～10 回です。
デフォルト値は 2 回です。

WMI 設定

Window を実行しているサーバーに関する検出情報、インベントリ情報、および正常性情報の収集には WMI 
プロトコルを使用します。このプロトコルは、デバイスについて提供する情報が SNMP よりも少なくなりま

すが、ネットワークで SNMP が無効になっている場合に便利です。Windows サーバー専用の WMI パラメータ

を設定するには、「WMI 設定オプション」を参照してください。

WMI 設定オプション

フィールド 説明

WMI 検出を有効化 これを選択して、WMI 検出を有効化します。

ドメイン \ ユーザー名 ドメインおよびユーザー名を提供します。

パスワード パスワードを入力します。

ストレージ設定

Dell PowerVault MD または Dell|EMC アレイの検出を有効にすると、OpenManage Essentials でこれらのアレイに

関するインベントリ情報および正常性情報を収集することができます。PowerVault MD アレイまたは Dell|
EMC デバイスを検出するには、「ストレージ設定オプション」を参照してください。
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ストーレジ設定オプション

フィールド 説明

PowerVault MD アレイの検出を有効にする これを選択して、PowerVault MD アレイを検出しま
す。この検出設定には資格情報は必要ありません。

Dell/EMC アレイの検出を有効にする これを選択して、Dell/EMC アレイを検出します。

Dell/EMC ユーザー名 ユーザー名を入力します。

Dell/EMC パスワード パスワードを入力します。

Dell/EMC ポート ポート番号を増分または減分します。1～65535 範囲
の TCP/IP ポート番号を入力します。デフォルト値は 
443 です。

WS-Man 設定

WS-Man プロトコルを使用して、iDRAC、ESXi ベースのサーバー、および Dell PowerEdge VRTX デバイスのイ

ンベントリと正常性ステータスを検出、収集します。詳細に関しては、「WS-Man 設定オプション」を参照し

てください。

メモ: 検出およびインベントリの実行は、iDRAC6 バージョン 1.3 以降がインストールされたサーバーに対

してのみ可能です。バージョンが 1.25 より古い iDRAC6 ではサーバーの検出およびインベントリはサポ

ートされていません。

WS-Man 設定オプション

フィールド 説明

WS-Man 検出を有効にする Dell PowerEdge VRTX、iDRAC6、iDRAC7、および ESXi 
がインストールされたデバイスを検出するために選
択します。

ユーザー ID 認証済みユーザー ID を入力します。

パスワード パスワードを提供します。

タイムアウト 検出の試行を停止する必要のある経過時間を入力し
ます。

再試行 デバイス検出の試行回数を入力します。

ポート ポート情報を入力します。

セキュアモード これを選択して、デバイスおよびコンポーネントを
セキュアに検出します。

コモンネームチェックの省略 これを選択して、コモンネームチェックを省略しま
す。

信頼済みサイト 検出中のデバイスが信用済みデバイスである場合に
選択します。

証明書ファイル 参照 をクリックしてファイルの場所に移動します。
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SSH 設定

Linux を実行しているサーバーの検出およびインベントリを行うには、SSH プロトコルを使用します 。SSH 設
定パラメータを設定するには、「SSH 設定オプション」を参照してください。

SSH 設定オプション

フィールド 説明

SSH 検出の有効化 検出範囲ごとに SSH プロトコルを有効または無効に
します。

ユーザー名 ユーザー名を入力します。

パスワード パスワードを入力します。

ポート ポート情報を入力します。デフォルトポート番号は 
22 です。

再試行 デバイスを検出する試行回数を提供します。デフォ
ルト値は 3 です。

タイムアウト 検出試行を停止しなければならない時間を提供しま
す。デフォルト値は 3 秒です。

IPMI 設定

RAC、DRAC および iDRAC の帯域外検出には、IPMI プロトコルを使用します。このオプションは、Lifecycle 
Controller が有効化された検出およびインベントリ用です。DRAC および iDRAC の IP アドレスが選択されてい

ることを確認してください。IPMI バージョン 2.0 パラメータを設定するには、「IPMI 設定オプション」を参照

してください。この設定は検出に必要です。

IPMI 設定オプション

フィールド 説明

IPMI 検出を有効にする 検出範囲ごとに IPMI プロトコルを有効または無効
にします。

ユーザー名 Baseboard Management Controller（BMC）または DRAC 
ユーザー名 を入力します。

メモ: デフォルトのユーザー名は root です。こ

のユーザー名は、安全のため変更することが推
奨されます。

パスワード BMC または DRAC パスワードを入力します。

メモ: デフォルトのパスワードは calvin です。こ

のパスワードは、安全のため変更することが推
奨されます。

KG キー KG キー値を入力します。DRAC は IPMI KG キーもサ
ポートしています。個々の BMC または DRAC は、ユ
ーザーの資格情報のほかにアクセスキーも要求する
ように設定されています。
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フィールド 説明

メモ: KG キーは、ファームウェアとアプリケーシ

ョン間で使用される暗号化キーを生成するため
に使用する公開キーです。KG キーの値は、16 進
数文字の偶数です。

タイムアウト OpenManage Essentials が get または set 呼び出しを
発行した後、呼び出しに失敗したと見なされるまで
待機する時間を指定または編集します。有効範囲は 
1～60 秒です。デフォルト値は 5 秒です。

再試行 OpenManage Essentials が最初の呼び出しのタイムア
ウト後に get または set 呼び出しを再発行する回数
を指定または編集します。有効範囲は 0～10 回です。
デフォルト値は 1 回です。

メモ: 再試行とタイムアウトのパラメータは、リモート管理制御プロトコル（RMCP）の ping と IPMI 接
続の両方で使用されます。

検出範囲処置

これらのオプションを選択して、デバイス、コンポーネント、およびサーバーの検出とインベントリを行い
ます。

フィールド 説明

検出またはインベントリは実行しない このオプションを選択し、検出およびインベントリ
を（後で）実行するスケジュールを設定します。

検出のみを実行する このオプションを選択して、検出を実行します。

検出とインベントリの両方を実行する このオプションを選択して、検出とインベントリを
両方実行します。

概要

選択した設定を表示します。設定を変更するには、戻る をクリックします。

除外範囲の追加

OpenManage Essentials から、 管理 → 検出とインベントリ → 一般タスク → 除外範囲の追加 を選択します。

検出から除外する新しい範囲を登録、または以前に設定された除外範囲を削除します。

また、除外範囲 を右クリックして 除外範囲の追加 を選択することもできます。

除外範囲の追加オプション

フィールド 説明

IP アドレス / 範囲 デバイスの IP アドレスまたは IP アドレス範囲を指
定して、新しいデバイスを検出処理から除外するよ
うに登録します。

次は、有効な検出範囲の種類のアドレス指定の例で
す（* はワイルドカード文字で、指定範囲内で可能な
すべてのアドレスを含みます）。
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フィールド 説明

• 除外範囲 — 193.109.112.*
• 193.104.20-40.*
• 192.168.*.*
• 192.168.2-51.3-91
• 除外範囲 — 193.109.112.45-99
• システム IP アドレス — 193.109.112.99

除外範囲名 IP アドレス / 範囲のための除外範囲名を追加します。

ホスト名 デバイスのホスト名（例：mynode.mycompany.com）
を指定して、検出処理から除外するように登録しま
す。

メモ: OpenManage Essentials はホスト名の無効な

文字をチェックしません。指定したホスト名に
無効な文字が含まれていても、その名前は受け
入れられますが、その名前のデバイスは検出サ
イクル中に検索されません。

構成

設定ページには、次の情報が説明されています。

• 検出のスケジュール

• インベントリスケジュール

• 状態スケジュール

検出のスケジュール

OpenManage Essentials を設定してデバイスを検出し、デバイス ツリーにそれらを表示することができます。

• デバイス検出を有効にします。

• デバイス検出を開始します。

• 検出速度を設定します。

• デバイスの検出方法を指定します。

• 検出試行の失敗には、トラブルシューティングツールを使用してください。

関連リンク

検出スケジュール設定

検出設定の表示

検出設定を表示するには、管理 → 検出とインベントリ → 検出のスケジュール の順にクリックします。

検出スケジュール設定

OpenManage Essentials を設定してネットワーク上の新規デバイスを検出します。この設定はすべての検出範

囲に適用されます。OpenManage Essentials は、すべてのエージェント、IP アドレス、およびデバイスの正常

性を記録します。

67



フィールド 説明

検出の有効化 これを選択してデバイスの検出をスケジュールしま
す。

グローバルデバイス検出間隔の設定 検出頻度を毎週または毎日に設定します。

• 毎週 — 検出をスケジュールする曜日（1 日ま
たは複数日）、および検出を開始する時間を
指定します。

• <n> 日 <n> 時間ごと — 検出サイクル間の間
隔を指定します。最大検出間隔は 365 日 / 23 
時間です。

検出速度 検出速度を速めるために使用できるリソース（シス
テムとネットワーク）量を指定します。速度を速く
するほど、検出の実行に必要なリソース量は増えま
すが、時間は短縮されます。

検出 デバイスの検出方法を指定します。

• すべてのデバイス — インターネットコント
ロールメッセージプロトコル（ICMP）の ping 
に応答するすべてのデバイスを検出するよう
に選択します。

• 計装化されたデバイス — シンプルネットワ
ーク管理プロトコル（SNMP）、Windows 
Management Instrumentation（WMI）、Intelligent 
Platform Management Interface（IPMI）管理ま
たは WS-Management（WS-Man）用の計装を
備えたデバイス（Dell OpenManage Server 
Administrator、Dell OpenManage Array Manager、
Dell PowerConnect など）のみを検出するよう
選択します。システム管理計装エージェント
の詳細については、サポートされるエージェ
ントを参照してください。

名前解決 デバイス名の解決方法を指定します。クラスタを管
理している場合は、NetBIOS 名前解決を使用してそれ
ぞれ独立したシステムを識別します。クラスタを管
理していない場合は、DNS 名前解決が推奨されます。

• DNS — これを選択して、ドメイン命名サービ
スを使用して名前を解決します。

• NetBIOS — これを選択して、システム名を使
用して名前を解決します。

関連リンク

検出のスケジュール

インベントリスケジュール

インベントリポーリング を使用して、OpenManage Essentials のデフォルトイベントリ設定を指定します。

OpenManageEssentials は、ソフトウェアとファームウェアのバージョンや、デバイスのメモリ、プロセッサ、

電源、周辺機器連相互接続（PCI）カード、組み込みデバイス、ストレージなどに関するインベントリ情報を

収集します。

関連リンク

インベントリスケジュール設定
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インベントリスケジュール設定

フィールド 説明

インベントリを有効にする これを選択して、インベントリをスケジュールしま
す。

グローバルインベントリポーリング間隔の設定 インベントリの頻度を毎週または毎日に設定しま
す。

メモ: OpenManage Essentials は、すでに検出済み

のデバイスに対してはインベントリのみを実行
します。

• 毎週の曜日 — インベントリ をスケジュール
する曜日（1 日または複数日）と、 インベン
トリ を開始する時刻を設定します。

• <n> 日 <n> 時間ごと — 検出サイクル間の間
隔を指定します。最大検出間隔は 365 日 / 23 
時間です。

インベントリポーリングの速度 インベントリポーリングの速度を速めるために使用
できるリソース量を指定します。インベントリポー
リングの速度を早くするほど、必要なリソース量が
増えますが、インベントリの実行時間は短縮されま
す。

速度の変更後、OpenManage Essentials が新しい速度
に適応するまで数分かかる場合があります。

関連リンク

インベントリスケジュール

状態スケジュール

このウィンドウを使用して、OpenManage Essentials 用の状態ポーリングのデフォルト設定を指定します。状

態ポーリングは、すべての検出したデバイスに対して正常性および電源チェックを実行します。たとえば、
このポーリングによって、検出したデバイスが正常であるか電源が切れているかを判断します。

関連リンク

状態の設定

状態の設定

フィールド 説明

OnDemand ポーリングの有効化 デバイスからアラートを受信した時、デバイスのグ
ローバル状態をクエリするために選択します。

メモ: 多数のアラートを受信した場合は、複数の
オンデマンドポーリングがキューされるので、
システムパフォーマンスに影響する可能性があ
ります。このシナリオでは、オンデマンドポー
リングをオフにし、通常の状態ポーリング間隔
を有効にして、管理下デバイスの正常性状態を
取得することが推奨されます。

オンデマンドポーリングが無効にされている場合、
デバイス状態は、通常の状態ポーリングでのみアッ
プデートされます。

状態ポーリングを有効にする これを選択して、デバイス状態ポーリングをスケジ
ュールします。

69



フィールド 説明

デバイス状態ポーリング間隔 デバイス状態ポーリングの頻度を、日、時間、分の
間隔で設定します。状態ポーリングは前のポーリン
グが完了するまで開始されません。

日 — デバイス状態ボーリングサイクル間の日数を
指定します。

時間 —デバイス状態ポーリングサイクル間の時間数
を指定します。

分 — デバイス状態ボーリングサイクル間の分数を
指定します。

最大検出間隔は 365 日/23 時間/59 分です。

状態ポーリングの速度 デバイス状態ポーリング速度を早くするために使用
できるリソース量を指定します。状態ポーリングの
速度を速くするほど必要なリソース量は増えます
が、状態ポーリングの実行時間は短くなります。

関連リンク

状態スケジュール
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7
デバイスの管理
OpenManage Essentials では、種類別にデバイスがリストされます。例えば、Dell PowerEdge サーバーは、サー

バー というデバイスの種類にリストされています。OpenManage Essentials にはデバイスの種類の定義済み

リストが含まれています。検出およびインベントリを行うデバイスは、これらのデバイスの種類に分類され
ます。未分類のデバイスは、不明 というデバイスの種類にリストされます。定義されたデバイスの種類を組

み合わせることによってデバイスグループを作成することはできますが、デバイスの種類を新しく作成する
ことはできません。

デバイス ページでは、次が可能です。

• ネットワーク上で検出されたデバイスの種類の表示。

• デバイスに関するインベントリ情報の表示。

• デバイスのために生成された全アラートの表示。

• デバイスのハードウェアログの表示。

• グループ分けのプリファレンスに基づいたデバイスグループの作成とそのグループへのデバイスの
包含。例えば、グループを作成して、このグループにひとつの地理的場所に存在するすべてのデバイ
スを含めることができます。

• マップビュー を使用して、Dell PowerEdge VRTX デバイスを表示して管理します。

関連リンク

デバイスの表示

デバイスインベントリの表示

アラート概要の表示

システムイベントログの表示

デバイスの検索

新規グループの作成

新しいグループへのデバイスの追加

既存グループにデバイスを追加する

グループの非表示

グループの削除

カスタム URL の作成

マップビューの使用

デバイスの表示

検出されたデバイスを表示することができます。デバイスの検出およびインベントリの詳細については、「デ

バイスの検出とインベントリ」を参照してください。

デバイスを表示するには、管理 → デバイス の順にクリックします。

関連リンク

デバイスの管理

デバイスサマリページ

デバイス概要ページで、デバイスの種類を展開してデバイスを表示します。次のデバイスの種類が表示され
ます。
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• Citrix XenServers

• クライアント

• 高可用性（HA）クラスタ

• KVM

• Microsoft 仮想化

– 仮想マシン

• モジュラシステム

– PowerEdge M1000e

– PowerEdge VRTX

• ネットワークデバイス 

– スイッチ

• OOB 分類されていないデバイス

– IPMI 分類されていないデバイス

• 電源デバイス

– PDU

– UPS

• PowerEdge C サーバー

• プリンタ

• RAC

メモ: DRAC または iDRAC が検出されると、サーバー グループではなく、RAC グループの下に表示
されます。DRAC/iDRAC の両方と対応するサーバーが検出されると、1 つのデバイスに関連付けら
れます。デバイスは RAC および サーバー グループに表示されます。

メモ: IPMI を使用して、Dell PowerEdge C サーバー上で RAC が検出されると、OOB 分類されていな
いデバイス に表示されます。

• サーバー

• ストレージデバイス

– Dell|EMC アレイ

– EqualLogic アレイ

– PowerVault MD アレイ

– テープデバイス

• 不明

• VMware ESX サーバー

– 仮想マシン

現在のデータでデバイスツリーをアップデートするには、更新ボタンを使用します。デバイスツリーをアッ
プデートするには、すべてのデバイス を右クリックし、更新 を選択します。

メモ: デバイスツリーは、変更が行われると自動的にアップデートされます。情報は SQL データベース

からユーザーインタフェースに伝達されるため、一部の変更は、管理下サーバーのパフォーマンスに応
じてわずかに遅れて表示される場合があります。
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ノードおよび記号の説明

表 1. ノードおよび記号の説明

ノード記号 説明

デバイスが重要状態であり、注意が必要なことを示
します。この情報は親デバイスの種類にロールアッ
プされています。例えば、サーバーが重要状況にあ
り注意が必要な場合、同じ記号が親デバイスの種類
に割り当てられます。サーバー状態の中では重要な
状況が最優先されます。つまり、1 つのグループ内で
異なるデバイスが異なる状態にある場合、1 つのデバ
イスが重要な状況であれば、親デバイスの種類の状
況は重要に設定されます。

この種類のデバイスがネットワーク上で検出されて
いない、またはデバイスツリー内で分類されていな
いことを示します。

デバイスに期待される動作からの逸脱があるが、引
き続き管理可能であることを示します。

デバイスが期待どおりに動作していることを示しま
す。

デバイスの種類が不明であり、不明デバイスとして
分類されているか、正常性状態を判断できないかを
示します。これは、デバイスに適切な計装がないか、
デバイスの検出に適切なプロトコルが使用されなか
ったためです。

デバイス詳細

デバイス詳細には、デバイスに応じて次の情報が含まれています。

• デバイス概要

• OS 情報

• ソフトウェアエージェント情報

• NIC 情報

• 仮想マシンのホスト製品情報

• RAC デバイス情報

• プロセッサ情報

• メモリデバイス情報

• ファームウェア情報

• 電源装置情報

• 組み込みデバイス情報

• デバイスカード情報

• コントローラ情報

• コントローラバッテリ情報

• エンクロージャ情報

• 物理ディスク情報

• 仮想ディスク情報
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• 連絡先情報

• ソフトウェアインベントリ情報

• 信頼できるプラットフォームモジュール情報

• スロット情報

• 仮想フラッシュ情報

• FRU 情報

• 取得情報

• 減価償却情報

• 延長保証情報

• 所有者情報

• アウトソース情報

• マスター情報

メモ: ハードウェアインベントリは、OpenManage Server Administrator VIB がインストールされていれば、

WS-Man プロトコルを使用して iDRAC6/7 および ESXi から取得できます。

デバイスインベントリの表示

インベントリを表示するには、管理 → デバイス の順にクリックし、デバイスの種類を展開して、デバイス

をクリックします。

関連リンク

デバイスの管理

アラート概要の表示

デバイスに対して生成されたすべてのアラートを表示できます。アラート概要を表示するには、次の手順を
行います。

1. 管理 → デバイス をクリックします。

2. デバイスの種類を展開して、デバイスをクリックします。

3. 詳細ページで、アラート をクリックします。

関連リンク

デバイスの管理

システムイベントログの表示

1. 管理 → デバイス をクリックします。

2. デバイスの種類を展開して、ハードウェアログ を選択します。

関連リンク

デバイスの管理

デバイスの検索

デバイスツリーの最上部にある すべてのデバイス を右クリックし、デバイスの検索 をクリックします。論

理引数を使用してデバイスを検索し、将来のためにクエリを保存することもできます。
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例えば、重要状態で、10.35 という値が IP アドレスに含まれており、電源状態が電源投入になっているサーバ

ーを検索するためのクエリを作成するには次の操作を行います。

1. 管理 → デバイスの検索 の順にクリックしてから、新しいクエリの作成 を選択し、隣にあるテキストフ
ィールドにクエリ名を入力します。

2. 場所 から始まる最初の行で デバイスの種類、である、サーバー の順に選択します。

3. 次の行でチェックボックスを選択して、および、デバイスの正常性、である と選択して、重要 を選択し
ます。

4. 次の行でチェックボックスを選択して、および、IP アドレス、を含む を選択して、隣のフィールドに 
10.35 を入力します。

5. 次の行でチェックボックスを選択して、および、電源状態、である を選択し、電源投入 を選択します。

6. クエリの保存 をクリックします。

メモ: クエリの実行 をクリックすると、ただちにクエリを実行できます。

既存のクエリを実行するには、ドロップダウンリストからクエリを選択し、クエリの実行 をクリックしま

す。結果をフィルタし、HTML ファイル、TXT ファイル、または CSV ファイルにエクスポートできます。

関連リンク

デバイスの管理

新規グループの作成

1. 管理 → デバイス をクリックします。

2. すべてのデバイスを右クリックして新しいグループを選択します。

3. グループの名前と説明を入力してから次へをクリックします。

4. デバイスの選択 で、次のいずれかを選択します。

– クエリを選択して動的グループを作成します。新規をクリックして新しいクエリを作成するか、
またはドロップダウンリストから既存クエリを選択します。

– 下のツリーからデバイス / グループを選択して、静的グループを作成します。

5. 次へ をクリックします。

6. 概要を確認して、終了をクリックします。

詳細 タブのデバイスを右クリックして、新しいグループまたは既存グループに追加します。ホームまたはレ

ポートポータルから新しいグループを作成することもできます。フィルタ基準 をクリックし、新規グループ

の追加 をクリックして、新規グループ ウィザードを起動します。グループが静的か動的かを知るには、カー

ソルをグループの上に置きます。例えば、カーソルを サーバー の上に置くと、グループタイプが、サーバー

（ダイナミック | システム）として表示されます。

関連リンク

デバイスの管理

新しいグループへのデバイスの追加

1. 管理 → デバイス をクリックします。

2. デバイスを右クリックして、新規グループに追加 を選択します。

3. グループ設定 で、名前と説明を入力します。次へ をクリックします。

4. デバイス選択に、選択したデバイスが表示されます。必要に応じて、さらにデバイスを追加または削除
します。次へ をクリックします。

5. 概要を確認して、終了 をクリックします。

関連リンク
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デバイスの管理

既存グループにデバイスを追加する

1. 管理 → デバイス をクリックします。

2. デバイスを右クリックして、既存グループへ追加を選択します。

メモ: デバイスを手動で動的グループに追加している場合、メッセージが画面に表示されます。動的

グループへのデバイスの手動追加は、グループを動的から静的に変更することから、オリジナルの
ダイナミッククエリが削除されます。グループを動的のままにしたい場合は、グループを定義する
クエリを変更します。Ok をクリックして続行するか、キャンセル をクリックして手順を中止しま

す。

3. OK をクリックします。

関連リンク

デバイスの管理

グループの非表示

グループを非表示にするには、グループを右クリックしてから 非表示 を選択します。

グループを非表示にすると、コンソールのデバイスグループコントロールには表示されなくなります。非表
示グループのデバイスはホームおよびレポートポータルのレポートおよびチャートに表示されません。非表
示グループのデバイスに対するアラートはアラートポータルに表示されません。

親グループ（子グループを包含）が非表示の場合、子グループもデバイスツリーで非表示になります。ただ

し、子グループは、データベースに引き続き存在しており、コンソールのその他のインスタンスでは表示さ
れます。

関連リンク

デバイスの管理

グループの削除

1. グループを右クリックして 削除 を選択します。

2. 削除 画面で、はい をクリックします。

メモ: 親グループを削除すると、そのグループはデバイスツリーから削除されます。親グループ下に

リストされていた子グループとデバイスもデバイスツリーから削除されます。ただし、子グループ
とデバイスはデータベースに残り、コンソールの他のインスタンスに表示されます。

関連リンク

デバイスの管理

シングルサインオン

iDRAC または CMC デバイスにシングルサインオンが設定され、OpenManage Essentials にドメインユーザーと

してログオンしている場合、アプリケーションの起動 オプションまたはエージェントリンクによって iDRAC 
または CMC コンソールを開くことができます。iDRAC または CMC でのシングルサインオン設定の詳細につ

いては、以下を参照してください。

• dell.com/support/manuals にある『Dell Chassis Management Controller ユーザーズガイド』の「CMC のシ
ングルサインオンまたはスマートカードログイン設定」の項

• dell.com/support/manuals にある『Integrated Dell Remote Access Controller 7 ユーザーズガイド』の「iDRAC7 
のシングルサインオンまたはスマートカードログイン設定」の項
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• DellTechCenter.com にある『iDRAC7 と Microsoft Active Directory の統合』ホワイトペーパー

• DellTechCenter.com にある『IDRAC6 Integrated Dell Remote Access Controller 6 のセキュリティ』ホワイト
ペーパー

カスタム URL の作成

メモ: 検出時に、デバイスツリーに子サブグループを作成する親デバイスグループに、カスタム URL を
割り当てることはできません。親デバイスグループの例には、HA クラスタ、Microsoft 仮想化サーバー、

PowerEdge M1000e、PowerEdge VRTX、VMware ESX サーバー があります。これらの親デバイスグループ

のデバイスにカスタム URL を割り当てるには、デバイスをカスタムデバイスグループに追加し、カスタ

ム URL を割り当てます。

1. プリファランス → カスタム URL 設定 をクリックします。

2.

アイコンをクリックします。

カスタム URL の起動 画面が表示されます。

3. 名前、URL、説明を入力して、ドロップダウンリストからデバイスグループを選択します。

メモ: URL のテスト をクリックして、指定した URL がアクティブであることを確認します。

4. OK をクリックします。

カスタム URL が作成されます。

関連リンク

デバイスの管理

カスタム URL 設定

カスタム URL の起動

1. 管理 → デバイス の順にクリックして、ツリーからデバイスを選択します。

2. デバイスを右クリックして、アプリケーションの起動 を選択します。

3. URL 名をクリックして、サイトにアクセスします。

関連リンク

カスタム URL 設定

保証電子メール通知の設定

お使いのデバイスの保証情報を定期的な間隔で電子メールで送信されるように OpenManage Essentials を設

定することができます。設定可能なオプションの情報は、「保証通知設定」を参照してください。

保証電子メール通知 を設定するには、次の手順を実行します。

1. プリファランス → 保証通知設定 とクリックします。

保証通知設定 ページが表示されます。

2. 保証電子メール通知 で 保証電子メール通知の有効化 を選択します。

3. 宛先 フィールドに、受信者の電子メールアドレスを入力します。

メモ: 電子メールアドレスを複数入力する場合には、アドレス間をセミコロンで区切ります。

4. 差出人 フィールドに、保証通知電子メールの送信者の電子メールアドレスを入力します。
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メモ: 差出人 フィールドには、電子メールアドレスを 1 つだけ入力する必要があります。

5. 保証通知電子メールに含めるデバイスの基準を設定するには、保証が x 日以下のすべてのデバイス フィ
ールドで、日数を選択します。

6. 保証通知電子メールを受け取る頻度を設定するには、x 日ごとに電子メールを送信 フィールドで、日数
を選択します。

7. 保証通知電子メールに保証期限切れまたは保証情報のないデバイスを含めるには、保証期限切れのデバ
イスを含む を選択します。

8. 次回の電子メール送信日 フィールドで、次回の保証通知電子メールを受信する日時を選択します。

9. 電子メール の SMTP サーバーを設定する場合は、電子メール設定 をクリックします。

電子メール設定 ページが表示されます。電子メール設定 の詳細は、「電子メール設定」を参照してくだ

さい。

10. 適用 をクリックします。

OpenManage Essentials はお使いの設定に応じて保証通知電子メールを送信します。保証通知電子メールは、

デバイスのリストと、クリックしてデバイスの保証を更新することができる適切なリンクを提供します。
関連リンク

保証通知の設定

保証スコアボード通知の設定

OpenManage Essentials を設定して ヘッダーバナーにアイコンを表示することができます。設定可能なオプ

ションの詳細については、「保証通知設定」を参照してください。

保証スコアボード通知 を設定するには、次の手順を実行します。

1. プリファランス → 保証通知設定 とクリックします。

保証通知設定 ページが表示されます。

2. 保証スコアボード通知 で 保証スコアボード通知の有効化 を選択します。

3. 保証スコアボード通知に含むデバイスの基準を設定するには、保証残存期間が x 日またはそれ以下のす
べてのデバイス フィールドで、日数を選択します。

4. 保証スコアボード通知に保証期限切れまたは保証情報のないデバイスを含めるには、保証期限が切れた
デバイスを含む を選択します。

5. 適用 をクリックします。

デバイスが設定された条件を満たすと、OpenManage Essentials のヘッダバナーに、デバイスの数などを含む

保証スコアボード通知アイコンが表示されます。
関連リンク

保証スコアボード通知アイコンの使用

デバイス保証レポート

保証通知の設定

マップビューの使用

メモ: マップビュー 機能は、Enterprise ライセンスのある Dell PowerEdge VRTX デバイスを WS-Man プロト

コルを使用して検出した場合にのみ利用可能です。Enterprise ライセンスのある PowerEdge VRTX デバイ

スが SNMP プロトコルを使用して検出された場合、マップビュー 機能は利用できません。この場合、

WS-Man プロトコルを使用して PowerEdge VRTX デバイスを再検出する必要があります。

メモ: マップビュー に表示されるマップは、マップのサービスプロバイダから 現状のまま 提供されたと

見なす必要があります。OpenManage Essentials は、マップまたは住所の情報の正確さを制御することが

できません。
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メモ: ズーム、住所検索、およびその他のマップ機能を実行するには、インターネットの接続が必要なも

のがあります。インターネットに接続されていない場合、マップに次のメッセージが表示されます：警

告 — インターネットに接続できません!。
マップビュー 機能は、インタラクティブな地理的マップ上でライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスを表

示して管理することを可能にします。 ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスは、マップ上にピンで示さ

れます。すべてのライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスの正常性および接続性の状態が、一目でわかりま

す。

マップビュー へは ホームポータル または 管理 → デバイス ポータルページからアクセスできます。

マップの右上にある オーバーレイ メニューは、デバイスの正常性および接続性の状態をピンに重ねることを

可能にします。 マップの右上にある処置 メニューは、様々な機能をマップで実行することを可能にします。

以下は、実行可能な処置のリストです：

処置 説明

すべてのマップの位置の表示 すべてのマップの位置を表示する

ホームビューに移動 事前に保存されている場合は、ホームビューを表示
します。

現在のビューをホームビューとして保存 現在のビューをホームビューとして保存します。

ライセンス済みデバイスの追加 ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスを追加で

きます。

ライセンス済みデバイスのインポート ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスをインポ

ートできます。

すべてのマップの位置の削除 すべてのマップの位置を削除できます。

エクスポート すべてのマップの位置を .csv ファイルにエクスポー

トできます。

設定 マップ設定 ダイアログボックスが開きます。

位置詳細の編集 デバイス名、アドレス、連絡先情報が表示された 位
置詳細の編集 ダイアログボックスが開きます。

位置の削除 選択したデバイスをマップから削除できます。

ストリートレベルに拡大

メモ: このオプションはデバイスがマップ上で選

択されている場合にのみ表示されます。

現在選択しているデバイス位置をストリートレベル
まで拡大できます。

メモ: アクション メニューの 位置詳細の編集、位置の削除、および ストリートレベルに拡大 オプション

はデバイス固有のオプションです。これらのオプションはマップ上でデバイスを選択してから使用す
る必要があります。

マップ左上の アドレスの検索 ボックスではアドレスを検索できます。

マップ下部に表示されるナビゲーションツールバーでは以下を実行できます。

• マップのズームインとズームアウト

• マップの上下左右への移動

• マップのプロバイダタイプの選択
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図 3. ナビゲーションツールバー

マップのズームレベルは、マップの右下に表示される縮尺で識別できます。

関連リンク

デバイス - 参照

マップビュー（ホーム）ポータル

マップビュー（ホーム）ポータルのインタフェース

一般的なナビゲーションとズーミング

ホームビュー

ツールチップ

検索ピン

マップのプロバイダ

マップビュー（デバイス）タブインタフェース

マップの設定

マップビューでのデバイスの選択

正常性および接続性のステータス

同位置にある複数のデバイス

ホームビューの設定

すべてのマップの位置の表示

マップへのデバイスの追加

位置詳細の編集オプションを使用したデバイス位置の移動

ライセンス済みデバイスのインポート

マップビュー検索バーの使用

検索ピンを使用したデバイスの追加

検索ピンを使用したデバイス位置の移動

すべてのマップの位置の削除

マップの位置の編集

マップの位置の削除

すべてのデバイスの位置のエクスポート

デバイスの管理

マップのプロバイダ

マップのプロバイダとして MapQuest と Bing のいずれかを選択するには、ナビゲーションツールバーの 

 アイコンを使用します。デフォルトでは、マップは MapQuest プロバイダを使用して表示されます。

下表に、サポートされるマップのプロバイダの情報を示します。

MapQuest Bing

無料 有効な Bing マップキーの購入が必要です。有効な 

Bing マップキーを入手するには、microsoft.com/
maps/ に移動してください。

メモ: Bing マップキーの入手方法については、

microsoft.com から「Bing マップキーの入手」を

参照してください。
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MapQuest Bing

有効な Bing マップキーを入手した後は、そのキーを 

マップ設定 ダイアログボックスに入力する必要があ

ります。

マップ上の最初のいくつかのズームレベルへのアク
セスにはインターネット接続は不要です。追加のズ
ームレベルや検索機能ではインターネット接続が必
要です。

すべてのズームレベルへのアクセスおよび検索機能
の使用にはインターネット接続が必須です。

システムがプロキシサーバー経由でインターネット
に接続している場合は、OpenManage Essentials で設

定した プリファランス → コンソール設定 ページで

設定した プロキシ設定 が使用されます。

システムがプロキシサーバー経由でインターネット
に接続している場合は、ウェブサーバーで設定した
プロキシ設定が使用されます。

マップには、次の 2 つのタイプがあります。

• ロードマップ — 最小限の詳細のシンプルな
高速ロードマップです。

• 衛星マップ — 世界の詳細な衛星画像を提供
します。

メモ: Bing マップのプロバイダは、マップを表示するためインターネットへの常時接続を必要とします。
プロキシサーバーを経由してインターネットに接続している場合、ウェブブラウザで設定したプロキシ
設定が Bing プロバイダによって使用されます。

関連リンク

マップビューの使用

マップの設定

メモ: OpenManage Essentials 管理者およびパワーユーザーのみに、マップの設定が許可されています。

マップの設定 ダイアログボックスでは、インターネット接続状態通知の有効化 / 無効化と、Bing マップのプ

ロバイダが要求する有効な Bing キーを提供することができます。

マップの設定を行うには、次の手順を実行します。

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップビュー 上で：

– マップ上で右クリックし、設定 をクリックします。

– マウスポイントを 処置 メニューの上に移動し、設定 をクリックします。

マップの設定 ダイアログボックスが表示されます。

3. デバイスツリーで選択したデバイスまたはデバイスグループに対応するピンのみをマップに表示する場
合は、デバイスまたはデバイスグループの選択でマップビューをアップデート を選択します。

4. インターネット接続が利用できない場合にマップ上に警告を表示するには、インターネットに接続でき
ない時はインターネット接続警告を表示する を選択します。

5. Bing キー フィールドに有効な Bing キーを入力します。

6. 適用 をクリックします。

関連リンク
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マップビューの使用

一般的なナビゲーションとズーミング

マップを移動するには、マップをクリックして希望の方向にドラッグするか、ナビゲーションツールバーの
ナビゲーション矢印を使用します。

マップのズームインまたはズームアウトには、次のいずれかを使用できます：

• ピンをダブルクリックして、ピン周辺の地上レベルまでズームインします。また、次の方法で地上レ
ベルまでズームインすることもできます：

– ピンを右クリックし、地上レベルまでズーム をクリック

– マウスポインタを 処置 メニューの上に移動し、地上レベルまでズーム をクリック

• ピンが地上レベルで表示されている場合、ピンをダブルクリックすると世界レベルのビューにズーム
アウトします。

• マップの位置をダブルクリックすると、その位置で 1 段階ズームインされます

• マウスのホイールを上下に動かすと、マップ上をすばやくズームアウトまたはズームインできます

• ナビゲーションツールバーにある虫眼鏡アイコン をクリックすると表示されるスライドを使
用して、マップのズームインまたはズームアウトができます。

メモ: マップビュー（ホーム）ポータルのズームレベルおよび可視領域は、デバイス ポータルからアク

セスできる マップビュー タブとは同期化されません。

関連リンク

マップビューの使用

ホームビュー

マップの特定の地域をホームビューとして保存した場合、マップは マップビュー が開いたときにデフォルト

でそのホームビューを表示します。マップ上の地域をホームビューとして設定する手順は、「ホームビューの

設定」を参照してください。

関連リンク

マップビューの使用

ツールチップ

マウスポインタをピンの上に移動すると、以下の情報を含むツールチップが表示されます：

• デバイス名

• 説明

• Address（住所）

• Contact（連絡先）

• モデル

• サービスタグ

• アセットタグ

• グローバルステータス

• 接続ステータス

関連リンク
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マップビューの使用

マップビューでのデバイスの選択

マップ上でデバイスを選択するには、該当するピンをクリックします。デバイスツリーで対応するデバイス
が強調表示され、その他すべてのピンは非表示となります。デバイスツリーでデバイスが選択されると、マ
ップにもそれが反映されます。モジュラーシステム または PowerEdge VRTX グループがデバイスツリーで選

択されていると、これらのグループに対して置かれているピンはすべてマップに表示されます。

メモ: デバイスツリーでデバイスグループを非表示にしても、マップ上の対応するピンは非表示になりま

せん。例えば、デバイスツリーで モジュラーシステム グループを非表示にしても、モジュラーシステ

ム グループのデバイスを表すマップ上のピンは非表示になりません。

メモ: マップビュー（ホーム）ポータル上でピンをクリックすると、そのデバイスの詳細を表示した デ
バイス ポータルが表示されます。

関連リンク

マップビューの使用

正常性および接続性のステータス

デバイスの正常性および接続性のステータスもまた、マップに表示されます。デバイスの正常性および接続
性のステータスをピンに重ねて表示するには、マップ右上の オーバーレイ メニューにマウスのポインタを移

動し、正常性 または 接続性 をクリックします。 正常性および接続性のステータスは、表示されるピンの色

とアイコンで示されます。次の表は、正常性のステータスとピンのオーバーレイに関する情報を表していま
す。

ピンの色 アイコン 正常性状態

赤色 重要

黄色 警告

緑色 正常

灰色 不明

次の表は、接続性のステータスとピンのオーバーレイに関する情報を表しています。

ピンの色 アイコン 接続状態

青色 オン

灰色 オフ

関連リンク

マップビューの使用

同位置にある複数のデバイス

ライセンスされたデバイスが 2 台以上同じ場所に位置する場合があります。これらのデバイスは、マップ上

でマルチピングループとして表示されます。デバイスがマップ上で非常に近接しており、マップがズームア
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ウトされている場合、それらのピンはまとめてマルチピングループとして表示されます。マルチピングルー
プ内のデバイスの数と名前を表示するには、マウスポインタをマルチピングループの上に移動させます。マ
ルチピングループをダブルクリックまたは右クリックし、詳細 を選択してその場所にあるデバイスをリスト

する この場所のデバイス ウィンドウを開きます。この場所のデバイス ウィンドウでは、次の操作が可能で

す。

• デバイスをダブルクリックして、マップにそのデバイスのみを表示します。

• デバイスを右クリックして、インベントリの更新、 アプリケーションの起動 等の標準的なオプショ
ンおよび、場所の詳細を編集 等の、その他のマップ特有のオプション を表示します。

メモ: ライセンス済みデバイスのみマップ上に配置することができます。デバイスグループはマップ上
に配置できません。

関連リンク

マップビューの使用

ホームビューの設定

概してデバイスを特定の地理的地域で管理する場合、その地域をホームビューとして設定することができま
す。各 OpenManage Essentials ユーザーが、マップの別々のビューをそれぞれのホームビューとして保存でき

ます。デフォルトで、マップビュー を開いたときまたは ホームビューに移動 オプションを選択すると、ホ

ームビューが表示されます。

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップビュー で、希望のビューになるまで移動してズームします。

3. 次のいずれかの手順を実行してください。

– マップを右クリックし、現在のビューをホームビューとして保存する をクリックします。

– マウスポインタを 処置 メニューの上に移動し、現在のビューをホームビューとして保存する を
クリックします。

関連リンク

マップビューの使用

すべてのマップの位置の表示

単一のデバイスが選択されている場合、マップにはそのデバイスのみが表示されます。マップに置かれたす
べての マップビュー の位置を表示するには：

• マップを右クリックして、すべてのマップの位置を表示する をクリックします。

• マウスポインタを 処置 メニューの上に移動し、すべてのマップの位置を表示する をクリックします。

関連リンク

マップビューの使用

マップへのデバイスの追加

メモ: マップには、まだマップに置かれていないライセンス済みの Dell PowerEdge VRTX デバイスのみを

追加できます。
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メモ: OpenManage Essentials 管理者およびパワーユーザーのみに、マップにデバイスを追加する権利が与

えられています。

マップにデバイスを追加するには：

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップビュー 上で：

– マップを右クリックし、ライセンス済みデバイスの追加 をクリックします。

– マウスポインタを 処置 メニューの上に移動し、ライセンス済みデバイスを追加する をクリック
します。

デバイスの位置の詳細 ダイアログボックスが表示されます。

3. デバイス リストから、追加するデバイスを選択します。

4. 必要であれば、説明 フィールドにそのデバイスの適切な説明を入力します。

5. マップ上で右クリックした位置とは異なる位置にデバイスを追加するには、住所 フィールドに位置のア
ドレス（例：シカゴ）を入力します。

メモ: 住所 フィールドを使用してマップにデバイスを追加するには、マップのプロバイダ経由でイ

ンターネットを検索して、入力したアドレスを解決する必要があります。デバイスはインターネッ
ト検索で検出された最適な位置に追加されます。マップのプロバイダがアドレスを解決できない
場合は、メッセージが表示されます。

6. 必要であれば、連絡先 フィールドに連絡先情報を入力します。

7. 保存 をクリックします。

関連リンク

マップビューの使用

検索ピンを使用したデバイスの追加

位置詳細の編集オプションを使用したデバイス位置の移動

メモ: マップの位置を編集できるのは、OpenManage Essentials 管理者とパワーユーザーのみです。

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップ上のピンを右クリックし、位置詳細の編集 を選択します。

デバイスの位置の詳細 ダイアログボックスが表示されます。

3. アドレス フィールドに、位置名または空港コードを入力します。例：ニューヨーク。

メモ: アドレス フィールドを使用してデバイスの位置を移動するには、マップのプロバイダ経由で

インターネットを検索して、入力したアドレスを解決する必要があります。デバイスはインターネ
ット検索で検出された最適な位置に移動されます。マップのプロバイダが住所を解決できない場
合は、メッセージが表示され、デバイスは現在の位置のままになります。

4. 保存 をクリックします。

マップのプロバイダが住所または空港コードを解決できた場合は、ピンがマップ上の指定された位置に
移動します。

関連リンク

マップビューの使用
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検索ピンを使用したデバイス位置の移動

ライセンス済みデバイスのインポート

メモ: マップにまだ置かれていないライセンス済み Dell PowerEdge VRTX デバイスのみをインポートでき

ます。

メモ: OpenManage Essentials 管理者およびパワーユーザーのみに、ライセンス済みデバイスのインポート

が許可されています。

メモ: 一度にインポートできるのは、最高 500 台までのデバイスです。

.csv ファイルによって、マップにライセンス済みデバイスを大量にインポートできます。現在検出されてい

る、ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスの名前がすでに入力された .csv ファイルを作成する、テンプレ

ートのエクスポート 機能が使用可能です。

ライセンス済みデバイスをインポートするには：

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップビュー 上で：

– マップを右クリックし、ライセンス済みデバイスをインポートする をクリックします。

– マウスポイントを 処置 メニューの上に移動し、ライセンス済みデバイスをインポートする をク
リックします。

ライセンス済みデバイスをインポートする ダイアログボックスが表示されます。

3. テンプレートのエクスポート をクリックして、ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスのインポート
に使用できる .csv テンプレートをダウンロードします。

メモ: テンプレートの詳細は、「デバイスのインポート用テンプレート」を参照してください。

名前を指定して保存 ダイアログボックスが表示されます。

4. .csv ファイルを保存する場所を参照して、保存 をクリックします。

5. .csv ファイルを開き、次のいずれかを実行します：

– 緯度 および 経度 の列に、各デバイスの緯度と経度を入力します。

– 住所 の列に、各デバイスの住所を入力します。例えば、1 dell way, round rock, TX となります。

メモ: 住所を使用してデバイスをインポートする前に、システムがインターネットに接続さ
れていることを確認します。システムがプロキシサーバーを介してインターネットに接続
されている場合、プロキシ設定が プリファランス → コンソール設定 ページで設定されてい
ることを確認します。また、1 度にインポートするデバイスが多すぎると、インターネット
検索プロバイダが住所検索の要求を拒否する場合があります。その場合、少し待ってから再
度インポートします。

6. インポート をクリックします。

開く ダイアログボックスが表示されます。

7. アップデートされた .csv ファイルのある場所を選択して、開く をクリックします。

インポート概要 ダイアログボックスが表示されます。

8. OK をクリックします。

メモ: インポート処理の間に発生するすべてのエラーは、 ログ → UI ログ に表示されます。

関連リンク

マップビューの使用
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デバイスのインポート用テンプレート

デバイスのインポート用テンプレート

ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスのインポート用テンプレートは、マップにインポートするデバイス

の詳細を提供するために使用できる .csv ファイルです。以下はテンプレート内で使用できるフィールドで

す：

フィールド 説明

名前 ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスの名前で

す。このフィールドは、マップにまだ置かれていな
い、現在検出されているライセンス済み PowerEdge 
VRTX デバイスですでに入力されています。

緯度 デバイスの位置を示す緯度の座標です。

経度 デバイスの位置を示す経度の座標です。

Address（住所） デバイスがある場所の住所です。緯度と経度の両方
が指定された場合は、住所を指定する必要はありま
せん。

説明（オプション） デバイスに関する情報を入れます。

連絡先（オプション） デバイスに追加する連絡先情報を入れます。

マップにライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスをインポートするには、.csv ファイルを次のいずれかでア

ップデートする必要があります：

• 緯度および経度

• Address（住所）

関連リンク

ライセンス済みデバイスのインポート

マップビュー検索バーの使用

メモ: マップのプロバイダがアドレスまたは空港コードを正しく解決できない場合もあります。

マップビュー の検索バーを使用すると、アドレスや空港コードを使用してマップ上の位置を検索することが

できます。位置を検索するには、位置の名前または空港コード（例えば、New York または JFK）を検索バー

に入力し、<Enter> を押すか、矢印アイコンをクリックします。マップのプロバイダが住所または空港コード

を解決できる場合、検索ピンがマップ上の該当する位置に表示されます。
関連リンク

マップビューの使用

検索ピン

検索ピンはマップ上に検索結果を示す大きいピンです。検索ピンには以下の特徴があります。

• いかなる場合にも、マップ上には検索ピンが 1 つだけ表示されます。地図上に表示された検索ピンは、
削除するか新しい検索を実行するまでその位置のままです。検索ピンを削除するには、検索ピンを右
クリックして 削除 をクリックします。

• デバイスピンと異なり、検索ピンは状態の上に重ねて表示されません。

• 検索ピンをダブルクリックすると、位置のズームインとズームアウトができます。

• マウスポインタを検索ピンの上に移動すると、位置のアドレスを含むツールチップが表示されます。
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• ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスを検索ピン位置で追加または移動できます。

関連リンク

マップビューの使用

検索ピンを使用したデバイスの追加

メモ: マップには、まだマップに置かれていないライセンス済みの Dell PowerEdge VRTX デバイスのみを

追加できます。

メモ: OpenManage Essentials 管理者およびパワーユーザーのみに、マップにデバイスを追加する権利が与

えられています。

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. 検索バーに住所または空港コード（例：ニューヨークまたは JFK）を入力し、エンター・キーを押すか
矢印アイコンをクリックします。

マップのプロバイダが住所または空港コードを解決できた場合は、検索ピンがマップ上の位置に表示さ
れます。

3. 検索ピンを右クリックして ライセンス済みデバイスをここに追加 をクリックします。

デバイスの位置の詳細 ダイアログボックスが表示されます。

4. デバイス リストから、追加するデバイスを選択します。

5. 保存 をクリックします。

関連リンク

マップビューの使用

マップへのデバイスの追加

検索ピンを使用したデバイス位置の移動

メモ: OpenManage Essentials 管理者およびパワーユーザーのみに、マップにデバイスを追加する権利が与

えられています。

デバイス位置を移動するには、以下の手順を実行します。

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップ上で、ライセンス済み PowerEdge VRTX デバイスのピンを選択します。

3. 検索バーに住所または空港コード（例：ニューヨークまたは JFK）を入力し、エンター・キーを押すか
矢印アイコンをクリックします。

マップのプロバイダが住所または空港コードを解決できた場合は、検索ピンがマップ上の位置に表示さ
れます。

4. 検索ピンを右クリックして 選択したデバイスをここに移動 をクリックします。

5. デバイスの移動 確認ダイアログボックスで、はい をクリックします。

選択したデバイスが検索ピンの位置に移動します。

関連リンク

マップビューの使用

位置詳細の編集オプションを使用したデバイス位置の移動
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すべてのマップの位置の削除

メモ: すべてのマップの位置を削除できるのは、OpenManage Essentials 管理者とパワーユーザーのみで

す。

すべてのマップの位置を削除するには：

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップビュー 上で、次を行います。

– マップを右クリックし、すべてのマップの位置の削除 をクリックします。

– マウスポインタを 処置 メニューの上に移動し、すべてのマップの位置の削除 をクリックします。

すべてのマップアイテムの削除 ダイアログボックスが表示されて確認が求められます。

3. はい をクリックします。

関連リンク

マップビューの使用

マップの位置の編集

メモ: マップの位置を編集できるのは、OpenManage Essentials 管理者とパワーユーザーのみです。

マップの位置を編集するには：

1. マップ上のピンを右クリックし、位置詳細の編集 を選択します。

デバイスの位置の詳細 ダイアログボックスが表示されます。

2. 説明 フィールドで、必要な編集を行います。

3. デバイスを新しい位置に移動するには、住所 フィールドに位置名を入力します。

4. 連絡先 フィールドで、連絡先情報を必要に応じて編集します。

5. 保存 をクリックします。

関連リンク

マップビューの使用

マップの位置の削除

メモ: マップの位置を削除できるのは、OpenManage Essentials 管理者とパワーユーザーのみです。

マップ上の位置を削除するには：

1. 次のいずれかの手順を実行してください。

– ホーム → マップビュー の順にクリックします

– 管理 → デバイス → マップビュー の順にクリックします。

2. マップビュー 上で、削除する位置を右クリックし 位置を削除する を選択します。

位置の削除 ダイアログボックスが表示されて確認が求められます。

3. Yes（はい）をクリックします。
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関連リンク

マップビューの使用

すべてのデバイスの位置のエクスポート

すべてのデバイスの位置をエクスポートすると、デバイスに関する情報とそれらの緯度と経度の座標を .csv 
ファイルにして保存することができます。ピンの住所がわかっている場合、.csv ファイルの 説明 フィール

ドに含まれます。このファイルを使用して、いつでもデバイスの位置をインポートできます。

メモ: デフォルトで、以前は緯度と経度の座標が提供されなかった場合でも、各デバイスの緯度と経度の

座標が .csv ファイルに保存されます。

マップに現在置かれているすべてのデバイスの位置をエクスポートするには：

1. マップビュー 上で、マウスポインタを 処置 メニューの上に移動し、エクスポート をクリックします。

名前を指定して保存 ダイアログボックスが表示されます。

2. .csv ファイルを保存する場所を参照して、適切なファイル名を入力し、保存 をクリックします。

関連リンク

マップビューの使用
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8
デバイス - 参照
このページは次の情報を提供します。

• デバイスの種類、例えば HA クラスタやサーバーなどに基づいたデバイスのリスト。

• デバイスおよびアラートの概要。

• 特定のデバイスに対して生成されたアラート。

• 正常、重要、不明、警告タイプに基づいたデバイスの正常性。

メモ: WMI および SNMP プロトコルを使用して検出された、Dell の第 12 世代 PowerEdge サーバ
ー [yx2x と記述され、y は例えば、M（モジュラ）、R（ラック）、または T（タワー）というよ
うにアルファベットを示し、x は数字を表します] では、サーバーに OpenManage Server 
Administrator がインストールされていなくても、DRAC の正常性ステータスが（サーバーの下に）
表示されます。

メモ: 検出されたデバイスのエージェントの重大度に基づいて、全体的な正常性は重大度の最も
重大なものになります。例えば、警告 と 重要 という 2 種類のステータスの 2 台のサーバーがサ
ーバータイプのデバイスツリーに存在する場合、親サーバーのステータスは 重要 に設定されま
す。

• デバイスの接続状態 — サーバー（帯域内）および DRAC / iDRAC（帯域外）の両方が検出されて相互に
関連付けられると、デバイス概要 の下の 接続状態 にサーバーの接続状態が表示されます。RAC デバ
イス情報 の下の RAC 接続状態 には、DRAC / iDRAC の接続状態が表示されます。DRAC / iDRAC（帯域
外）のみが検出されると（サーバーは検出されない）、接続状態 および RAC 接続状態 には同じ情報
が表示されます。サーバーのみ（帯域内）が検出されると（DRAC / iDRAC は検出されない）、接続状
態 にはサーバーの接続状態が表示されます。RAC 接続状態 は オフ に設定されます。

• デバイスに関するインベントリ情報。

• サーバーに関するハードウェアログの表示。

• グリッドのフィルタ機能：

– グループ化バー

– フィルタアイコンオプション

– 列をクリックすることによる並べ替え

– 列の順序変え

メモ: コンソールが閉じられ、再起動された場合、これらのいずれも保存されません。

関連リンク

デバイスの表示

デバイスインベントリの表示

新規グループの作成

既存グループにデバイスを追加する

グループの非表示

マップビューの使用

インベントリの表示

インベントリを表示するには、すべてのデバイス から該当するデバイスに移動して、そのデバイスをクリッ

クします。
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デバイスの詳細と、アラートのリンクが表示されます。

アラートの表示

アラートを表示するには、インベントリの詳細ページから、アラート をクリックします。

アラート詳細

フィールド 説明

重大度 正常、重要、警告、不明に基づいたアラートの重大
度です。

確認済み アラートのためにフラグされた状態です。

時間 日時フォーマットでのアラート生成時刻です。

デバイス デバイスの IP アドレスです。

詳細 アラート情報をリストします。例えば、システムが
ダウンしています：<デバイスの IP アドレス> などが
あります。

カテゴリ アラートカテゴリの種類、例えばシステムイベント
をリストします。

ソース アラートソース名をリストします。

ハードウェアログの表示

サーバーに関するハードウェアログを表示することができます。ハードウェアログを表示するには、インベ
ントリの詳細ページから、ハードウェアログ をクリックします。

ハードウェアログの詳細

フィールド 説明

重要度 正常、重要、警告、不明に基づいたアラートの重大
度です。

時間 管理下ノードで日時フォーマットでのアラートが生
成されたシステム時間です。

詳細 ハードウェアログの詳細をリストします。

例えば、電源の冗長性喪失などです。

アラートフィルタ

アラートにこれらのフィルタを適用できます。連続的アップデート を選択して、新たなアラートが受信され

るたびにユーザーインタフェースが自動的に更新されるようにします。

フィールド 説明

重大度 すべて、正常、重要、警告、および不明 といったア
ラートから選択します。

確認済み アラートのためにフラグされた状態です。

時間 日時フォーマットでのアラート生成時刻です。
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フィールド 説明

デバイス このデバイスの IP アドレスまたはホスト名です。

詳細 アラート情報です。例えば、システムがダウンして
います：<デバイスの IP アドレス> などがあります。

カテゴリ アラートカテゴリの種類、例えばシステムイベント
です。

ソース アラートソースです。

非対応システムの表示 

非対応システムを表示するには、非対応システム タブをクリックします。

メモ: 非対応システムは、サーバー、RAC、およびカスタムグループなどのデバイスグループでのみ使用

可能です。個々のデバイスでは使用できません。

非準拠システム

非準拠システムタブでは、次の情報が提供されます。

フィールド 説明

システム名 システムのドメイン名です。

モデルタイプ システムのモデル名です。例えば、Dell PowerEdge が
あります。

オペレーティングシステム システムにインストールされているオペレーティン
グシステムです。

サービスタグ サービスライフサイクル情報を提供する固有の識別
子です。

アップデート方法 OpenManage Server Administrator および iDRAC などの
アップデート方法を表示します。

検出された時間 検出された日付と時間です。

インベントリ日時 インベントリされた日付と時間です。

非準拠システムを選択して適用するアップデートを選択し、選択したアップデートを適用 をクリックしま

す。

フィールド 説明

システム名 システムのドメイン名です。

重要 システム用のソフトウェアアップデートの要件で
す。

アップデート方法 OpenManage Server Administrator および iDRAC などの
アップデート方法を表示します。

コンポーネント ソフトウェア情報です。

タイプ ソフトウェアアップデートの種類です。

インストールされたバージョン インストールされたバージョン番号です。

アップグレード / ダウングレード 緑の矢印は、およびアップグレードを示します。

使用可能なバージョン 使用可能なバージョン番号です。
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フィールド 説明

パッケージ名 ソフトウェアアップデートの名前です。

関連リンク

システムアップデート

デバイスの検索

次の検索オプションがあります。

• 既存クエリの実行

• 新規クエリの作成

• クエリの削除

フィールド 説明

既存のクエリを実行する このオプションを選択してからドロップダウンリス
トでクエリを選択します。

クエリの削除 これを選択して、次の処置を完了した後でクエリを
削除します。

既存のクエリを実行する オプションを選択し、削除
したいクエリをドロップダウンリストから選択しま
す。

新しいクエリの作成 このオプションを選択してクエリを作成し、隣のフ
ィールドにクエリの名前を入力します。

クエリロジック クエリロジックオプションから選択して、複数のク
エリオプションを作成します。チェックボックスを
選択して有効にし、引数を含めます。

クエリの実行 選択したクエリを実行します。

クエリの保存 選択したクエリを保存します。

関連リンク

クエリ結果

クエリ結果

デバイス検索にはこれらのオプションがリストされます。

フィールド 説明

正常性状態 デバイスの正常性状態を表示します。状態オプショ
ンは、正常、警告、重要、および 不明 です。

接続状態 デバイスの接続状態を表示します。接続状態は オン 
または オフ です。

名前 デバイスの名前を表示します。

OS 名 デバイスにインストールされているオペレーティン
グシステムを表示します。

OS リビジョン デバイスにインストールされているオペレーティン
グシステムのバージョンを表示します。

サービスタグ サービスライフサイクル情報を提供する固有の識別
子を表示します。
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フィールド 説明

アセットタグ デバイスに定義されているアセットタグを表示しま
す。

デバイスモデル システムのモデル名が表示されます。例えば、
PowerEdge R710 があります。

デバイスタイプ デバイスの種類を表示します。例えば、デバイスモ
デル PowerEdge R710 では、デバイスの種類の値がサ
ーバーになります。

システムリビジョン番号 デバイスのリビジョン履歴を表示します。

デバイスグループの作成

デバイスグループ設定

フィールド 説明

名前 新規グループの名前を提供します。

親 このグループは、このデバイスから作成されます。

説明 デバイスグループを説明します。

デバイスの選択

事前に定義したグループ（デバイスの種類）、カスタムグループ、特定のグループ、またはデバイスクエリ

を選択できます。

デバイスクエリを使用するには、リストからクエリを選択します。

新規 をクリックして、デバイスを検索し、アラート処置に割り当てるための新規デバイスクエリを作成しま

す。

クエリロジックを変更するには、編集 をクリックします。

ツリーからグループまたはデバイスを選択すると、クエリオプションを使用して、選択内容に対する特有の
基準を作成できます。

デバイス選択オプション

フィールド 説明

すべてのデバイス これを選択して、OpenManage Essentials で管理され
ているデバイスすべてを含めます。

クライアント これを選択して、デスクトップ、ポータブル、ワー
クステーションなどのクライアントデバイスを含め
ます。

HA クラスタ これを選択して、高可用性サーバークラスタを含め
ます。

KVM これを選択して、KVM（キーボード、ビデオ、マウ
ス）デバイスを含めます。

Microsoft 仮想化サーバー このオプションを選択して、Microsoft 仮想化サーバ
ーを含めます。

モジュラーシステム これを選択して、モジュラーシステムを含めます。
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フィールド 説明

ネットワークデバイス これを選択して、ネットワークデバイスを含めます。

OOB 分類されていないデバイス これを選択して、Lifecycle コントローラ対応デバイ
スなど、帯域外の分類されていないデバイスを含め
ます。

電源デバイス これを選択して、PDU および UPS サーバーを含めま
す。

プリンタ これを選択して、プリンタを含めます。

RAC これを選択して、Remote Access controller を備えたデ
バイスを含めます。

サーバー これを選択して、Dell サーバーを含めます。

ストレージデバイス これを選択して、ストレージデバイスを含めます。

不明 これを選択して、不明デバイスを含めます。

VMware ESX サーバー これを選択して、VMware ESX サーバーを含めます。

サマリ — グループ設定

選択内容を表示して、編集します。

マップビュー（デバイス）タブインタフェース

以下は、マップビュー に表示されるアイテムとそれらの説明を示します。

項目 説明

検索バー マップ上の位置を検索できます。

インターネット接続警告

メモ: インターネット接続警告は、マップ設定 で 

インターネットに接続できない場合にインター
ネット接続警告を表示 オプションが選択されて

いる場合にのみ、表示されます

システムがインターネットに接続されていないこと
を示します。

オーバーレイ メニュー ピンに、デバイスに関する正常性および接続性の状
態を重ねることができます。使用可能なオプション
には以下があります：

• 正常性

• 接続性

選択されているオプションの横にチェックマークが
つきます。

処置 メニュー 実行できる処置のリストを選択できます。使用可能
な処置には以下があります：

• すべてのマップの位置の表示

• ホームビューに移動

• 現在のビューをホームビューとして保存

• ライセンス済みデバイスの追加
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項目 説明

• ライセンス済みデバイスのインポート

• すべてのマップの位置の削除

• エクスポート

• 設定

• 位置詳細の編集

• 位置の削除

• ストリートレベルに拡大

メモ: ストリートレベルに拡大 オプションはデ

バイスがマップ上で選択されている場合にのみ
表示されます。

メモ: アクション メニューの 位置詳細の編集、位

置の削除、および ストリートレベルに拡大 オプ

ションはデバイス固有のオプションです。これ
らのオプションはマップ上でデバイスを選択し
てから使用する必要があります。

ナビゲーションツールバー マップの移動、ズームインまたはズームアウト、マ
ップサービスプロバイダの選択が可能です。利用可
能なマッププロバイダのオプションは以下のとおり
です。

• MapQuest プロバイダ（無料）

• Bing ロードプロバイダ（ライセンス）

• Bing 衛星プロバイダ（ライセンス）

縮尺 マップの現在のズームレベルを、メートルまたはキ
ロメートルで表示します。

この位置のデバイス

マルチピングループをダブルクリックまたは右クリックして 詳細 を選択すると、この位置のデバイス ウィ

ンドウが表示されます。以下は、この位置のデバイス ウィンドウに表示されるフィールドです。

フィールド 説明

正常性状態 デバイスの正常性状態を表示します。状態オプショ
ンは、正常、警告、重要、および 不明 です。

接続状態 デバイスの接続状態を表示します。接続状態は オン 

または オフ です。

デバイス名 デバイスの名前を表示します。

サービスタグ サービスライフサイクル情報を提供する固有の識別
子を表示します。

アセットタグ デバイスに定義されているアセットタグを表示しま
す。

モデル システムのモデル名を表示します。例えば、
PowerEdge R710 となります。
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フィールド 説明

説明 デバイスの説明を表示します。

Address（住所） デバイスの位置情報を表示します。

Contact（連絡先） デバイスの連絡先情報を表示します。

マップ設定

下表に マップ設定 ダイアログボックスに表示されるフィールドの情報を示します。

フィールド 説明

任意のデバイスまたはデバイスグループ選択でのマ
ップビューのアップデート

選択すると、デバイスツリーで選択したデバイスま
たはデバイスグループに対応するピンのみを表示す
るように、マップを設定できます。

インターネットに接続できない場合にインターネッ
ト接続警告を表示

選択すると、インターネット接続が利用できない場
合にマップ上にメッセージが表示されます。

Bing キー Bing マップのプロバイダによって要求される有効な 
Bing キーを入力することができます。

キャンセル クリックすると マップ設定 ダイアログボックスが
閉じます。

適用 クリックするとアップデートが マップ設定 ダイア
ログボックスに保存されます。

関連リンク

マップビューの使用
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9
インベントリリポートの表示
OpenManage Essentials は、検出およびインベントリされたすべてのデバイスに事前定義されたレポートを提

供します。これらのレポートを使用して、次のことができます。

• 環境内にあるデバイスについての情報を統合する

• 次によってフィルタ： ドロップダウンリストをクリックすることにより、デバイスに基づいてレポー
トデータのフィルタします。また、次によってフィルタ： ドロップダウンリストから 新規グループ
の追加 をクリックすることにより、ダッシュボードからデバイスの新グループを追加することもでき
ます。

• 別のアプリケーションで使用するデータは XML ファイルフォーマットでエクスポートします。

メモ: 新しいレポートは作成できません。

事前定義されたレポートの選択

事前定義されたレポートを表示するには、レポート をクリックします。

管理下システムレポートには事前定義されたレポートが表示されます。表示されたレポートのいずれかを選
択して、お使いの環境でのデバイスについての情報を表示します。フィルタ基準:ドロップダウンリストをク

リックすることにより、デバイスに基づいてレポートをフィルタできます。フィルタ基準:ドロップダウンリ

ストから新規グループの追加をクリックすることにより、新しいデバイスのグループを追加することもでき
ます。

事前定義されたレポート

レポート 説明

エージェントおよびアラート概要 環境内のデバイスにインストールされている 
OpenManage Server Administrator バージョンを識別
し、最も多くのアラートを生成しているデバイスを
識別できます。Server Administrator がサーバーにイ
ンストールされていない場合は、なし が表示されま
す。

• 左上のウェブパーツで環境内にある 
OpenManage Server Administrator のバージョ
ンが識別されます。

• 右上のウェブパーツで OpenManage Server 
Administrator の円グラフ内の OpenManage 
Server Administrator バージョンをクリックす
ると、そのバージョンがインストールされた
サーバーのリストが表示されます。

• 左下のウェブパーツには、初回の検出とイン
ベントリ以降のアラート生成数が多い順にデ
バイスが表示されます。

• イベント生成数上位 5 に入るデバイスは、右
下のウェブパーツに表示されます。特定のデ
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レポート 説明

バイスをクリックして、そのデバイスに関連
するイベントを表示します。

サーバーの概要 システム名、サーバーにインストールされたオペレ
ーティングシステム、プロセッサ、およびメモリな
どのサーバーに関する情報を提供します。

サーバーコンポーネントとバージョン 検出およびインベントリが行われたすべてのサーバ
ー上の BIOS、ドライバ、およびファームウェアバー
ジョンを識別します。

アセット取得情報 デバイスの取得情報を表示します。

アセットメンテナンス情報 デバイスのメンテナンス情報を表示します。

アセットサポート情報 デバイスのサポート情報を表示します。

ハードドライブ情報 ハードディスクドライブのシリアル番号、リビジョ
ン、製造元および、バスタイプを特定します。

ESX 情報 ESX および ESXi 仮想マシンのホストと、それに関連
する仮想マシンを識別します。

HyperV 情報 HyperV 仮想マシンのホストと、それに関連する仮想
マシンを識別します。

FRU 情報 交換可能サーバーコンポーネントの詳細を示しま
す。

ライセンス情報 デバイスに関するライセンス情報を表示します。

メモリ情報 DIMM に関する詳細を提供し、サーバー内で特定の 
DIMM が専有するスロットを特定します。

モジュラーエンクロージャ情報 エンクロージャの種類、ファームウェアバージョン、
エンクロージャのサービスタグなどに関する情報を
提供します。

NIC 情報 NIC モデルの IP アドレス、MAC アドレス、製造元と
パーツ、NIC のシリアル番号を特定します。

PCI デバイス情報 各サーバー内の PCI および PCIe コントローラのモデ
ル、製造元および、スロットを特定します。

ストレージコントローラ情報 サーバー上のストレージコントローラを特定し、コ
ントローラ名、ベンダー、コントローラタイプおよ
びコントローラの状態を特定します。

• 準備完了：ストレージコントローラの使用準
備ができています。

• 劣化：コントローラに潜在的な問題がありま
す。調査が必要です。

保証情報 保証レポートの実行と、そのレポートが提供する情
報の詳細については、「保証レポートの表示」を参照
してください。

レポートデータのフィルタリング

行のヘッダーをレポート上にドラッグ＆ドロップして、結果をフィルタできます。表示を必要に応じて変更

する場合、1 つ、または複数の属性を選択できます。
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例えば、NIC 情報レポートでは、システムの種類 および システム名 をレポートの最上部にドラッグします。

表示は、このプリファランスに基づいた表示内容に瞬時に変化します。この例では、NIC IP アドレス、MAC 
アドレス、および NIC の説明といった NIC の入れ子データを表示できます。

図 4. NIC 情報レポート

レポートのエクスポート

レポートのエクスポートでは、データの変更や再フォーマットが可能になります。レポートをエクスポート
するには、次の手順を行います。

1. レポートリストで、任意のレポートを右クリックし、エクスポート オプションを表示します。

2. エクスポート オプションをスクロールして、対応フォーマットを表示します。

3. フォーマット（CSV、HTML、または XML）を選択して、エクスポートするレポートのファイル名を入力
します。
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10
レポート — リファレンス
レポートでは、次の内容を表示できます。

• エージェントおよびアラート概要

• サーバーの概要

• サーバーコンポーネントとバージョン

• 資産取得情報

• 資産メンテナンス情報

• 資産サポート情報

• ハードドライブ情報

• ESX 情報

• HyperV 情報

• FRU 情報

• ライセンス情報

• メモリ情報

• モジュラーエンクロージャ情報

• NIC 情報

• PCI デバイス情報

• ストレージコントローラ情報

• 保証情報

フィルタ基準 をクリックしてデバイスまたはグループを選択することにより、デバイスまたはグループに基

づいて情報をフィルタリングすることもできます。

関連リンク

エージェントおよびアラート概要

サーバーの概要

サーバーコンポーネントとバージョン

資産取得情報

資産メンテナンス情報

資産サポート情報

ハードドライブ情報

ESX 情報

HyperV 情報

フィールド交換可能ユニット（FRU）の情報

ライセンス情報

メモリ情報

モジュラーエンクロージャ情報

NIC 情報

PCI デバイス情報

ストレージコントローラ情報

保証情報
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エージェントおよびアラート概要

エージェントとアラート概要 には、次の内容が表示されます。

• エージェント概要

• 1 デバイス当たりの警告

• 最多警告生成

エージェント概要

フィールド 説明

特定のサーバー管理エージェントを使用しているシステムの数

エージェント詳細 エージェントの名前とバージョンを表示します。

このエージェントを利用するシステム数 特定バージョンのエージェントを利用するシステム
の数を表示します。

エージェント概要 ペインにはエージェント概要がグラフとして表示されます。

1 デバイス当たりの警告

フィールド 説明

アラート発生に基づいた最もアクティブな検出済みシステム

デバイス名 デバイスの名前を表示します。

関連イベント数 デバイスからの警告数を表示します。

最終検出場所 IP アドレス範囲またはホスト名を表示します。

インベントリ日時 最後に実行されたインベントリの時間および日付情
報を表示します。

最多警告生成

最多警告生成 ペインには最大警告数の上位 5 システムが表示されます。

サーバーの概要

フィールド 説明

システム名 ネットワークでシステムを識別する、固有のシステ
ムの名前です。

システムの種類 システムのモデル情報です。

オペレーティングシステム システムにインストールされているオペレーティン
グシステムです。

プロセッサ数 システムにインストールされたプロセッサの数で
す。
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フィールド 説明

プロセッサシリーズ システムにインストールされたプロセッサの種類で
す。

Processor Cores プロセッサコアの数です。

Processor Speed プロセッサの速度です。

コア合計 システム内にあるコアの合計数です。

メモリ合計 システムにインストールされたメモリの合計です。

サーバーコンポーネントとバージョン

フィールド 説明

システム名 システムのホスト名です。

サービスタグ システムに割り当てられた固有の識別番号です。

モデルタイプ システムのモデル名です。例えば、PowerEdge R710 
があります。

説明 ソフトウェア情報です。

ソフトウェアの種類 システムで使用可能なソフトウェアの種類です。例
えば、ファームウェアなどです。

ソフトウェアバージョン システムで使用可能なソフトウェアのバージョン番
号です。

資産取得情報

フィールド 説明

システム名 ネットワーク上でシステムを識別するシステムの固
有の名前を表示します。

システムの種類 システムのモデル情報を表示します。

サービスタグ システムに割り当てられた固有の識別番号を表示し
ます。

購入コスト 所有者が支払ったシステム代金を表示します。

購入日 所有者がシステムを購入した日付を表示します。

納品書番号 受け取った商品の貨物受領書を表示します。

注文書番号 システム代金支払いを承認した文書の番号を表示し
ます。

インストール日 システムの稼働開始日を表示します。

経費清算済み システム代金が特定目的、または研究開発部門や販
売部門などの部署に請求されるかどうかを表示しま
す。

コストセンター システムを取得したビジネス組織の名前またはコー
ドを表示します。
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フィールド 説明

署名責任者名 システムの購入またはサービスコールを承認した人
物の名前を表示します。

ベンダー システムのサービスを提供する企業体を表示しま
す。

減価償却期間 システムが減価償却される年数または月数を表示し
ます。

減価償却期間の単位 単位を、月または年で表示します。

減価償却率 資産の価値切り下げまたは減価償却率（百分率）を

表示します。

減価償却方法 システム減価償却の計算に使用する手順と仮定を表
示します。

所有者コード このシステムの所有者コードを定義します。

所有企業名 システムを所有する企業体を表示します。

保険会社 システムの保証契約を行った保険会社名を表示しま
す。

資産メンテナンス情報

フィールド 説明

システム名 ネットワーク上でシステムを識別するシステムの固
有の名前を表示します。

システムの種類 システムのモデル情報を表示します。

サービスタグ システムに割り当てられた固有の識別番号を表示し
ます。

複数スケジュール リースに複数のスケジュールがあるかどうかを表示
します。

買取額 システムの買取残額を表示します。

リースのレート係数 システムリース用のレート係数を表示します。

リース終了日 システムリースの終了日を表示します。

適正市場価格 システムの市場適性価格を表示します。

賃貸者 システムの賃貸者の名称を表示します。

メンテナンスプロバイダ メンテナンスプロバイダの名前を表示します。

メンテナンス制限 メンテナンス契約の制限事項を表示します。

メンテナンス開始日 システムのメンテナンス開始日を表示します。

メンテナンス終了日 システムのメンテナンス終了日を表示します。

アウトソーシング問題の説明 アウトソーシングサービスプロバイダで生じた問題
を表示します。
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フィールド 説明

アウトソーシングサービス料金 アウトソーシングベンダーがサービスに対して請求
する金額を表示します。

アウトソーシングプロバイダ料金 サービスに関する追加のアウトソーシング料金を表
示します。

アウトソーシングプロバイダのサービスレベル システムのサービスレベル契約を表示します。

アウトソーシング署名責任者 サービスの承認に署名することができる人物の名前
を表示します。

資産サポート情報

フィールド 説明

システム名 ネットワーク上でシステムを識別するシステムの固
有の名前を表示します。

システムの種類 システムのモデル情報を表示します。

サービスタグ システムに割り当てられた固有の識別番号を表示し
ます。

保証コスト システムの延長保証コストの日付を表示します。

保証期間 保証の期間を表示します。

保証期間タイプ システムの保証期間のタイプを表示します。

保証終了日 システムの保証終了日を表示します。

延長保証コスト システムの保証コストを表示します。

延長保証開始日 システムの延長保証開始日を表示します。

延長保証終了日 システムの延長保証終了日を表示します。

延長保証プロバイダ名 システムの延長保証プロバイダの名称を表示しま
す。

更新された契約 システムのサービス契約が更新されたかどうかを表
示します。

契約タイプ システムのサービス契約タイプの名前を表示しま
す。

契約ベンダー システムのサービス契約プロバイダの名前を表示し
ます。

アウトソース システムのサポートがアウトソーシングされている
かどうかを表示します。

サポートタイプ 発生したコンポーネント、システム、またはネット
ワーク問題のタイプを表示します。

ヘルプデスク 提供されるヘルプデスクの情報を表示します。

自動修復 問題を修正するために使用される方法を表示しま
す。
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ハードドライブ情報

フィールド 説明

システム名 ネットワークでシステムを識別する、固有のシステ
ムの名前です。

システムの種類 システムのモデル情報です。

サービスタグ システムに関する、デル固有の一意のバーコードラ
ベル識別子です。

エンクロージャ ID エンクロージャ ID は、Storage Management によって
エンクロージャに割り当てられます。Storage 
Management はシステムに付属しているエンクロー
ジャを 0 から順に番号付けます。

チャネル チャネル数です。

ターゲット ID バックプレーン（サーバーに対して内部）の SCSI ID 
またはコントローラコネクタが接続されているエン
クロージャ。値は通常 6 です。

LUN ID コンピュータストレージでは、SCSI プロトコルまた
はファイバチャネルや iSCSI など同様のプロトコル
によってアドレス指定されるデバイスである論理ユ
ニットの識別に使用される、論理ユニット番号（LUN 
番号）です。

サイズ（GB） ハードディスクドライブのサイズ（ギガバイト単
位）です。

バスのタイプ 使用中のバス接続のタイプです。バスは、システム
コンポーネント間の情報経路です。

シリアル番号 メーカーによってデバイスに割り当てられたロール
番号です。

リビジョン ハードディスクのリビジョン履歴です。

メディアの種類 メディアの種類で、例えば HDD です。

ベンダー ハードディスクドライブを供給する組織です。

ESX 情報

フィールド 説明

ホスト名 ネットワークおよび組み込みのベアメタル製品がイ
ンストールされたシステムでこのシステムを識別す
る固有のシステムの名前です。

システムの種類 システムのモデル情報です。

VM の種類 システムにインストールされた組み込みのベアメタ
ル製品の種類です。例えば、VMware ESX です。

バージョン システムにインストールされている組み込みのベア
メタルのバージョンです。

ゲスト名 ゲスト仮想マシンの名前です。

ゲスト OS の種類 仮想マシンにインストールされているオペレーティ
ングシステムです。
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フィールド 説明

ゲストメモリサイズ（MB） 仮想マシンの RAM のサイズです。

ゲスト状況 仮想マシンの状況です（マシンの電源がオンか、オ
フか）。

HyperV 情報

フィールド 説明

ホスト名 ネットワークでシステムを識別する、固有のシステ
ムの名前です。 また、 HyperV がインストールされた
システムです。

システムの種類 システムのモデル情報です。

ゲスト名 ゲスト仮想マシンの名前です。

ゲストメモリサイズ（MB） 仮想マシンの RAM のサイズです。

ゲスト状況 仮想マシンの状況です（マシンの電源がオンか、オ
フか）。

フィールド交換可能ユニット（FRU）の情報

フィールド 説明

システム名 ユーザーが指定したシステムの名前です。

モデルタイプ システムのモデル名です。例えば、PowerEdge R710 
があります。

サービスタグ システムに割り当てられた固有の識別番号です。

FRU デバイス名 デバイスに割り当てられた標準 FRU 名です。

FRU メーカー FRU メーカーの名前です。

FRU シリアル番号 メーカーが指定した FRU の識別番号です。

FRU パーツ番号 FRU のタイプを識別する、業界固有の番号です。

ライセンス情報

フィールド 説明

システム名 ネットワーク上でシステムを識別するシステムの固
有の名前を表示します。

モデルタイプ システムのモデル名を表示します。例えば、
PowerEdge R710 となります。

ライセンスの説明 このライセンスで有効にされている機能のレベルを
表示します。

ライセンス期間 ライセンスの期間を表示します。

資格 ID ライセンス固有の ID を表示します。
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フィールド 説明

残り時間 ライセンスが期限切れになるまでの残りの日数を表
示します。

メモリ情報

フィールド 説明

システム名 このサーバーの電源オプションに名前を指定しま
す。

サービスタグ システムに割り当てられた固有の識別番号です。

システムの種類 システムのモデル名です。例えば、PowerEdge R710 
があります。

メモリデバイス名 メーカーによって割り当てられたデバイスの名前で
す。例えば、DIMMI_A などです。

メモリデバイスのサイズ（MB） メモリデバイスのサイズです（GB 単位）。

メモリデバイスメーカー デバイスメーカーの名前です。

メモリデバイスのパーツ番号 デバイスに割り当てられた業界固有の番号です。

メモリデバイスのシリアル番号 メーカーによってデバイスに割り当てられたロール
番号です。

モジュラーエンクロージャ情報

フィールド 説明

エンクロージャモデルタイプ エンクロージャのモデル名です。例えば、PowerEdge 
M1000e があります。

スロット番号 エンクロージャ上のスロット番号です。

スロット名 エンクロージャのスロット名です。

スロット可用性 モジュラエンクロージャでスロットが使用可能か使
用中かを表示します。

ファームウェアバージョン エンクロージャにインストールされたファームウェ
アバージョンです。

エンクロージャのサービスタグ デル固有の一意のエンクロージャのバーコードラベ
ル識別子です。

エンクロージャ名 ネットワークでエンクロージャを識別する、固有の
エンクロージャの名前です。

ブレードのモデルタイプ ブレードのモデル情報です。

ブレードのサービスタグ デル固有の一意のブレードのバーコードラベル識別
子です。

ブレードのホスト名 エンクロージャのモデル名です。例えば、PowerEdge 
M710 があります。

ブレードの OS ブレードにインストールされたオペレーティングシ
ステムです。
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NIC 情報

フィールド 説明

システム名 システムの名前です。

システムの種類 システムのモデル名です。例えば、PowerEdge R710 
があります。

IPv4 アドレス NIC デバイスに割り当てられた固有の IPv4 アドレス
です。

IPv6 アドレス NIC デバイスに割り当てられた固有の IPv6 アドレス
です。

MAC アドレス 物理ネットワークセグメントでの通信用にネットワ
ークインタフェースに割り当てられた固有のメディ
アアクセス制御アドレス（MAC アドレス）です。

NIC の説明 NIC デバイスに関する情報です。

PCI デバイス情報

フィールド 説明

システム名 ネットワークでシステムを識別する、固有のシステ
ムの名前です。

システムの種類 システムのモデル情報です。

サービスタグ デル固有の一意のシステムのバーコードラベル識別
子です。

デバイスカードの説明 使用される PCI の種類です。例えば、82546GB Gigabit 
Ethernet Controller など。

デバイスカードのメーカー メーカーの情報です。

デバイスカードのスロットタイプ カードが挿入されるマザーボードのスロットタイプ
です。

ストレージコントローラ情報

フィールド 説明

システム名 ネットワークでシステムを識別する、固有のシステ
ムの名前です。このシステムには、ストレージコン
トローラが存在します。

システムの種類 システムのモデル情報です。

コントローラ名 ストレージコントローラの名前です。例えば、オン
ボード SAS 6/iR です。

ベンダー 供給業者の情報です。例えば、オンボード SAS 6/iR 
はデルによって供給されます。

コントローラタイプ コントローラの種類です。例えば、オンボード SAS 
6/iR は SAS タイプです。

コントローラ状況 コントローラの状態。例えば、使用可能です。

111



保証情報

フィールド 説明

保証の表示と更新 クリックするとデルのウェブサイトが開き、デバイ
ス保証を表示して更新することができます。

System Name（システム名） ネットワークでシステムを識別する、固有のシステ
ムの名前です。support.dell.com からの保証データ
に、保証用プロキシ設定を有効化します。

デバイスモデルの種類 システムのモデル情報です。

Device Type（デバイスタイプ） デバイスの種類です。例えば、Remote Access 
Controller です。

出荷日 デバイスが工場から発送された日付です。

サービスタグ デル固有の一意のシステムのバーコードラベル識別
子です。

サービスレベルコード 特定のシステムに対するパーツのみの保証（POW）、
翌営業日オンサイト（NBD）、その他のサービスレ
ベルコードを表示します。

サービスプロバイダ デバイスに保証サービスサポートを提供する組織の
名前です。

開始日 保証が開始される日付です。

終了日 保証が失効する日付です。

残りの日数 デバイスの保証を使用可能な日数です。

保証の説明 デバイスに適用される保証の詳細です。
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11
保証レポートの表示
保証情報は、有効なサービスタグのあるデバイス（クライアント、サーバー、スイッチ、ストレージなどを

含む）で利用することができます。保証情報はデバイス検出時に自動的に取得されます。

保証情報レポートは、保証情報を Dell 保証データベースから取得するためにインターネットアクセスが必要

であることから、OpenManage Essentials のレポートの中では特殊なものです。インターネットアクセスがな

い場合は、保証情報は投入されません。保証情報は、次回インターネットに接続し、保証レポートを開く時
にダウンロードされます。

延長保証

デバイスのサポートを延長するには、デバイスを右クリックし、保証事項の表示と更新 をクリックします。

このオプションを選択すると、選択したデバイスで support.dell.com が開きます。または、保証事項の表示と

更新 ボタンをクリックして保証サイトを開きます。会社のアカウントで保証サイトにログインした場合、そ

の会社のすべてのデバイスとその保証情報が表示されます。
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12
アラートの管理
OpenManage Essentials について

• アラートおよびアラートカテゴリの表示

• アラート管理処置

• アラートログ設定

アラートおよびアラートカテゴリの表示

アラートページを表示するには、OpenManage Essentials で、管理 → アラート をクリックします。

メモ: 削除したデバイスのアラートはコンソールに表示されません。しかし、これらのアラートはパージ

制限に達するまでデータベースから削除されません。

アラートログの表示

アラートログを表示するには、管理 → アラート → アラートログ の順にクリックします。

アラートタイプについて

次のアラートログの種類が表示されます。

表 2. アラートの種類

アイコン アラート 説明

正常アラート 電源装置がオン、またはセンサーの
測定値が正常に戻ったなど、ユニッ
トの正しい動作を示すサーバーま
たはデバイスからのイベントです。

警告アラート イベントは必ずしも重要ではあり
ませんが、警告しきい値を超えたな
ど、発生する可能性のある問題があ
ることを示します。

重要アラート 障害しきい値を超えた、またはハー
ドウェアの障害など、データまたは
機能が実際に失われるあるいは喪
失が差し迫っていることを示す重
要なイベントです。

不明アラート イベントが発生しましたが、分類す
るための十分な情報がありません。

情報アラート 情報のみを提供します。
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内部アラートの表示

内部アラートを表示する前に、プリファランス タブの アラート設定 で内部正常性アラートが有効になって

いることを確認してください。「アラート設定」を参照してください。

内部アラートを表示するには、管理 → アラート → アラートログ → すべての内部アラート の順にクリック

します。

すべての内部アラート は、正常性状態、システムの稼働または停止などの、OpenManage Essentials が生成す

る内部アラートへの参照です。

アラートカテゴリの表示

アラートカテゴリを表示するには、管理 → アラート → アラートカテゴリ の順にクリックします。

事前定義されたアラートカテゴリはアルファベット順にリストされています。

アラートソースの詳細の表示

アラートカテゴリを表示するには、アラートカテゴリリストでアラートカテゴリを展開し、アラートソース
を選択します。

メモ: イベントソースを新しく作成することはできません。

例えば、環境 アラートカテゴリを展開して alertCoolingDeviceFailure アラートソースを選択します。

alertCoolingDeviceFailure アラートソースの値と説明

フィールド名 値 説明

名前 alertCoolingDeviceFailure

タイプ snmp SNMP アラートベースのソースで
す。

カタログ MIB - 10892

重大度 重要 このアラートを受信したら、システ
ムは重要な状態にあり、迅速な処置
が必要です。

文字列のフォーマット $3

SNMP Enterprise OID .1.3.6.1.4.1.674.10892.1

SNMP 一般トラップ OID 6

SNMP 指定トラップ OID 1104

以前に設定されたアラート処理の表示

アプリケーションの起動アラート処置の表示

アプリケーションの起動アラート処置を表示するには、次の手順を実行します。

1. 管理 → アラート → アラート処置 の順に選択します。

2. アラート処置で アプリケーションの起動 を選択します。
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電子メールアラート処置の表示

電子メールアラート処置を表示するには、次の手順を実行します。

1. 管理 → アラート → アラート処置 の順に選択します。

2. アラート処理 で 電子メール を選択します。

アラート無視処置の表示

アラートの無視処置を表示するには、次の手順を実行します。

1. 管理 → アラート → アラート処置 の順に選択します。

2. アラート処置 で 無視 を選択します。

トラップ転送処置の表示

トラップ転送処置を表示するには、次の手順を実行します。

1. 管理 → アラート → アラート処置 の順に選択します。

2. アラート処置 で トラップ転送 を選択します。

アラートへの対処

アラートのフラグ付け

アラートで処置が完了した後、確認済みとしてアラートをフラグ付けします。アラートの承認は、自分のた
めのリマインダーとして、解決済みであるかさらに処置が必要であるかを示します。アラートを確認済みに
するには、次の手順を行います。

1. 管理 → アラート → アラートログ の順に選択します。

2. 確認したいアラートをクリックします。

メモ: 複数のアラートを同時に承認できます。<Ctrl> または <Shift> を使用して、複数のアラートを選

択します。

3. 右クリックして、確認 → 設定 → 選択されたアラートまたはフィルタされたアラート をクリックしま
す。

選択されたアラート を選択すると、ハイライト表示されたアラートが確認されます。

フィルタされたアラート を選択すると、現在フィルタ / 表示されているアラートが確認されます。

新規ビューの作成と編集

アラートの表示方法を好みに合わせて変更するには、新規ビューを作成するか、既存のビューを変更します。
新規ビューを作成するには、次の手順を行います。

1. 管理 → アラート → 一般タスク → 新規アラート表示フィルタを選択します。

2. 名前と重大度の関連 で、新規フィルタの名前を入力し、1 つまたは複数の重大度にチェックを付けます。
次へ をクリックします。

3. カテゴリとソースの関連 で、この新規フィルタに関連付けたいアラートカテゴリまたはソースを割り当
て、次へ をクリックします。
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4. デバイスの関連 で、このビューフィルタに関連付けたいデバイスの検索クエリを作成するか、デバイス
またはデバイスグループを割り当て、次へ をクリックします。

5. （オプション）デフォルトでは、アラート表示フィルタは常にアクティブです。アクティビティを制限
するには、日付 / 時刻の関連 で、日付範囲、時間範囲、または日数を入力して、次へ をクリックしま
す。

6. （オプション）承認済み関連性 で、このアラート処置がアクティブである期間を設定し、次へ をクリッ
クします。デフォルトは常にアクティブです。

7. 概要 で入力を確認して 終了 をクリックします。

アラート処置の設定

アラート処置は、OpenManage Essentials コンソールが受信したすべてのアラートで実行されます。

OpenManage Essentials がデバイスの SNMP トラップ転送宛先リストにリストされている限り、OpenManage 
Essentials がデバイスを検出しているかどうかにかかわらず、アラートは OpenManage Essentials コンソールに

よって受信および処理されます。これを回避するには、デバイスの SNMP トラップ転送宛先リストから 

OpenManage Essentials を削除してください。

電子メール通知の設定

アラートを受信したときの電子メール通知を作成できます。例えば、サーバーから重要な温度アラートを受
信すると電子メールが送信されます。

アラートを受信したときの電子メール通知を設定するには、次の手順を実行します。

1. 管理 → アラート → 一般タスク → 新しいアラート電子メール処置を選択します。

2. 名前と説明 で電子メールアラート処理名と説明を入力し、次へ をクリックします。

3. 電子メール設定 で次を実行し 次へ をクリックします。

a) 宛先： と 発信元： の受信者の電子メール情報を入力して、代替情報を入力します。それぞれの受信
者と配布リストはセミコロンで区切ってください。

b) 次の代替パラメータで電子メールメッセージをカスタマイズします。

* $n = デバイス

* $ip = デバイス IP
* $m = メッセージ

* $d = 日付

* $t = 時刻

* $sev = 重大度

* $st = サービスタグ

* $e = エンタープライズ OID
* $sp = 指定のトラップ OID
* $g = 一般トラップ OID
* $cn = アラートカテゴリ名

* $sn = アラートソース名

* $pkn = パッケージ名

* $at = 管理タグ

c) 電子メール設定 をクリックして SMTP サーバー名または IP アドレスを提供し、電子メール設定をテ
ストして OK をクリックします。

d) テスト処置 をクリックしてテストの電子メールを送信します。

4. 重要度の関連 で、この電子メールアラートに関連付けたいアラートの重大度を割り当て、次へ をクリッ
クします。
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5. カテゴリおよびソースの関連 で、この電子メールアラートに関連付けたいアラートカテゴリまたはアラ
ートソースを割り当て、次へ をクリックします。

6. デバイスの関連 で、この電子メールアラートに関連付けたいデバイスまたはデバイスグループを割り当
て、次へ をクリックします。

7. デフォルトでは、電子メールの通知は常にアクティブです。アクティビティを制限するには、日付 / 時
刻の関連 で、日時範囲、時間範囲、または日数を入力して、次へ をクリックします。

8. 概要 で入力を確認して 終了 をクリックします。

関連リンク

アラートログ

アラートログフィールド

アラートログ設定

重大度

アラートの無視

無視したいアラートを受信することがあります。例えば、管理ノード上の SNMP サービス内で 認証トラップ

の送信 が選択されているときおに生成される複数のアラートを無視したいときがあります。アラートを無

視するには、次の手順を行います。

1. OpenManage Essentials で、管理 → アラート → 一般タスク → 新しいアラート無視処置 を選択します。

2. 名前と重大度の関連 で名前を入力し、このアラート無視処理に関連付けたいアラートの重大度を割り当
て、次へ をクリックします。

3. カテゴリとソースの関連 で、このアラート無視処理に関連付けたいアラートカテゴリソースを割り当
て、次へ をクリックします。

4. デバイスの関連 で、このアラート無視処理に関連付けたいデバイスまたはデバイスグループを割り当
て、次へ をクリックします。

5. デフォルトでは、アラートの無視は常にアクティブです。アクティビティを制限するには、日付け / 時
刻の関連 で、日時範囲、時間範囲、または日数を入力して、次へ をクリックします。

6. 重複アラートの相関性 で、設定された時間制限内での重複アラートの受信を除外するために はい を選
択し、次に 次へ をクリックします。

7. 概要で入力を確認して 終了 をクリックします。

カスタムスクリプトの実行

特定のアラートを受信したときに、カスタムスクリプトを実行するか、特定のアプリケーションを起動する
ことができます。このファイルは、クライアントブラウザシステム上ではなく、OpenManage Essentials サー

ビス層システム（OpenManage Essentials がインストールされているシステム）上に存在する必要があります。

例えば、

• 温度警告を受信した場合、カスタムスクリプトを使用して社内ヘルプデスク用のインシデントチケッ
トを作成できます。

• MD アレイストレージアラートを受信した場合、Modular Disk Storage Manager（MDSM）アプリケーシ
ョンを開始してアレイのステータスを表示できます。

カスタムスクリプトの作成

1. 管理 → アラート → アラート処置 の順に選択します。

2. アラート処置 で、アプリケーションの起動 を右クリックし、新規アラートアプリケーションの起動処
置 を選択します。

3. 名前および説明 でアプリケーションの起動名と説明を入力し、次へ をクリックします。
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4. アプリケーション起動の設定 で、実行可能ファイル名を指定し（ファイルへの絶対パス、例えば、C:
\ProgramFiles\Dell\Application.exe）、代替情報を入力して 次へ をクリックします。

5. 重大度の関連付け で、このアラートアプリケーションの起動に関連付けたいアラートの重大度を割り当
て、次へ をクリックします。

6. カテゴリとソースの関連付け で、このアラートアプリケーションの起動に関連付けたいアラートカテゴ
リまたはアラートソースを割り当て、次へ をクリックします。

7. デバイスの関連付け で、このアラートアプリケーションの起動に関連付けたいデバイスまたはデバイス
グループを割り当て、次へ をクリックします。

8. デフォルトでは、アプリケーションの起動処置は常にアクティブです。アクティビティを制限するには、
日時の関連付け で、日付範囲、時間範囲、または日数を入力して、次へ をクリックします。

9. サマリ で入力を確認して 終了 をクリックします。

関連リンク

アラートログ

アラートログフィールド

アラートログ設定

重大度

アラートの転送

複数の管理ステーションからのアラートを 1 つの管理ステーションにまとめることができます。例えば、複

数の場所に管理ステーションがあり、1 つの中央の場所から状態を表示してアクションを実行できます。転

送アラートの動作の詳細に関しては、「アラート転送使用事例」を参照してください。アラート転送を作成す

るには、次の手順を実行します。

1. 管理 → アラート → 一般タスク → 新しいトラップ転送のアラート処置を選択します。

2. 名前と説明 でトラップ転送名と説明を入力し、次へ をクリックします。

3. トラップ転送の設定 で、テストトラップを送信先の管理ステーションに送信するため、送信先のホスト
名または IP アドレス、コミュニティ情報を入力し、処置のテスト をクリックします。設定された送信先
に同じフォーマットでトラップを転送するには、オリジナルフォーマットでのトラップの転送 をクリッ
クし、次へ をクリックします。

4. 重要度の関連 で、このトラップ転送アラートに関連付けたいアラートの重大度を割り当て、次へ をクリ
ックします。

5. カテゴリおよびソースの関連 で、このトラップ転送アラートに関連付けたいアラートカテゴリソースを
割り当て、次へ をクリックします。

6. デバイスの関連 で、このトラップ転送アラートに関連付けたいデバイスまたはデバイスグループを割り
当て、次へ をクリックします。

7. デフォルトでは、トラップ転送処置は常にアクティブです。アクティビティを制限するには、日時の関
連付け で、日付範囲、時間範囲、または日数を入力して、次へ をクリックします。

8. 概要 で入力を確認して 終了 をクリックします。

すべてのトラップの状態重大度は正常に設定されており、アラート処理を成功させるためには、重大度、
カテゴリ、およびデバイスの組み合わせには、先行の手順で選択したものを参照する必要があります。

アラートの転送使用事例シナリオ

本項は、SNMP v1 および SNMP v2 プロトコルを使用してアラートを転送するシナリオについて説明します。

シナリオは次のコンポーネントで構成されます。

• MNv1 と呼ばれる、SNMP v1 エージェントがインストールされた管理下ノード

• MNv2 と呼ばれる、SNMP v2/v2c エージェントがインストールされた管理下ノード
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• MS1 と呼ばれる、OpenManage Essentials がインストールされた管理下ステーション 1

• MS2 と呼ばれる、OpenManage Essentials がインストールされた管理下ステーション 2

• MS3 と呼ばれる、サードパーティソフトウェアがインストールされた管理下ステーション 3

シナリオ 1 — SNMP v1 プロトコルを使用したオリジナルフォーマットでのアラート転送
このシナリオでは、SNMP v1 アラートは MNv1 から MS1 に送信され、次に MS1 から MS2 に転送されます。転

送アラートのリモートホストを取得しようとすると、アラートが MNv1 から発生していることから、MNv1 の
名前が表示されます。SNMP v1 アラート標準では、SNMP v1 アラートでエージェント名を設定することがで

きるので、MNv1 が表示されます。

シナリオ 2 — SNMP v2/v2c プロトコルを使用したオリジナルフォーマットでのアラート転送
このシナリオでは、SNMP v2 アラートは MNv2 から MS1 に送信され、次に MS1 から MS3 に転送されます。

MS3 から転送アラートのリモートホストを取得しようとすると、MS1 として表示されます。

SNMP v2 アラートには、エージェント名を指定するフィールドがないので、アラートを送信するホストがエ

ージェントと想定されます。SNMP v2 アラートが MS1 から MS3 に転送されると、MS1 は問題の発生源とみな

されます。この問題を解決するには、SNMP v2 または v2c アラートを転送するときに、OID を .1.3.6.1.6.3.18.1.3.0 
として varbind（変数は エージェントアドレス）が追加されます。これは、RFC2576-MIB で指定された標準 OID 
に基づいて設定されています。MS3 から エージェントアドレス を取得しようとすると、MNv2 と表示されま

す。

メモ: SNMP v2 アラートが MS1 から MS2 に転送される場合、MS1 は転送されたトラップと一緒に追加

の OID も解析するため、リモートホストは MNv2 と表示されます。

シナリオ 3 — SNMP v1/v2 プロトコルを使用した OMEssentials フォーマットでのアラート転送
このシナリオでは、SNMP v1 アラートは MNv1 から MS1 に送信され、その後 MS2 に転送されます。転送され

たアラートのリモートホストを取得すると、MS1 と表示されます。アラートの重要度とメッセージも MS1 に
定義され、MNv1 によって定義されたオリジナルの重要度とメッセージは表示されません。

メモ: SNMPv2 トラップでも同様の動作になります。

サンプルアラート処置の使用事例での作業

サンプルアラート処置は、アプリケーションの起動、電子メール、無視、および トラップ転送 のアラート処

置で使用できます。サンプルアラート処置の使用事例はデフォルトで無効になっています。サンプルアラー
ト処置をクリックして、サンプルアラート処置を有効にします。

サンプル使用事例を有効にするには、使用事例を右クリックして 有効 を選択します。

アラート処置の使用例

アプリケーションの起動

例 - サーバーの重要アラートでのスクリプトの実行 — 重要アラートを受信した場合にこの使用例を有効に

して、カスタムスクリプトを実行します。

電子メール

• 例 - サービスデスクへの電子メールアラート — アラートの基準がマッチした場合にこの使用例を有
効にして、OpenManage Essentials サーバーから、サービスデスクアカウントに電子メールを送信しま
す。 

• 例 - 管理者への電子メール重要サーバーアラート — アラートの基準がマッチした場合にこの使用例
を有効にして、OpenManage Essentials サーバーから、管理者に電子メールを送信します。

無視
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• 例 - メンテナンス時間帯の間アラートを無視 — 指定した時間の間アラートを無視する場合にこの使
用例を有効にします。

• 例 - 15 秒間の重複アラートを無視 — 同一システムからの重複アラートを無視する場合にこの使用例
を有効にします。

• 例 - プリンタからの非重要アラートを無視 — プリンタに関連した非重要アラートを無視する場合に
この使用例を有効にします。

トラップ転送

例 - 重要なサーバーアラートを他の監視コンソールに転送 — SNMP アラートを他の監視コンソールに転送す

る場合にこの使用例を有効にします。

アラートログ設定

アラートログが設定されたしきい値に達した場合、およびアラートログをパージする場合に、警告アラート
が生成されるようにアラートログ設定でアラートログの最大サイズを設定できます。デフォルト設定を変更
するには、次の手順を行います。

1. 管理 → アラート → 一般タスク → アラートログ設定を選択します。

2. 値を入力するか、増 / 減の矢印ボタンを使用して値を増大または減少させます。

メモ: アラートログのデフォルトの最大サイズは 20,000 アラートです。この値に達すると、古いアラ

ートはパージされます。

アラートカテゴリおよびアラートソースの名前の変更

1. 管理 → アラート → アラートカテゴリ の順にクリックします。

2. アラートカテゴリ で、ラートカテゴリのいずれか（左ペインのアラートカテゴリ見出し下）を右クリッ
クして、名前の変更 を選択します。

3. アラートカテゴリの名前を入力して OK をクリックします。
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13
アラート - 参照
このページは次の情報を提供します。

• 一般タスク

– アラートログ設定

– 新しいアラート表示フィルタ

– 新しいアラートアプリケーションの起動処置

– 新しいアラート電子メール処置

– 新しいアラート無視処置

– 新しいアラートのトラップ転送処置

• アラートログ

– アラート表示フィルタ

* すべてのアラート

* すべての内蔵アラート

* 重要アラート

* 正常アラート

* 不明アラート

* 警告アラート

• アラート処置

– アプリケーション起動

– 電子メール

– 無視

– トラップ転送

• アラートカテゴリ

アラートログ

アラートログ からアラートを表示できます。アラートログでは、アクティブな表示フィルタでフィルタリン

グしたすべてのアラートを表示できます。

表示フィルタにおけるアラートの一致基準には、次の基準が挙げられます。

• アラートの重大度。「重大度」を参照してください。

• アラートカテゴリまたはソース。「カテゴリおよびソースの関連性」を参照してください。

• アラートデバイスまたはデバイスグループソース。「デバイスの関連性」を参照してください。

• アラート日時、曜日。「日時範囲」を参照してください。

• アラート確認済みフラグ。「確認」を参照してください。

関連リンク

アラートログ設定

アラート処置の設定
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電子メール通知の設定

カスタムスクリプトの作成

アラートログフィールド

アラートログ設定

重大度

事前定義されたアラート表示フィルタ

次の表に、事前定義されたアラート表示フィルタを示します。

フィールド 説明

すべてのアラート これを選択して、すべてのアラートを表示します。

重要アラート これを選択して、重要なシステムすべてを表示しま
す。

正常アラート これを選択して、正常アラートを表示します。

不明アラート これを選択して、OpenManage Essentials が分類でき
ないアラートを表示します。

警告アラート これを選択して、すべての警告を表示します。

連続的アップデート を選択して、新たなアラートが受信されるたびにユーザーインタフェースが自動的に更

新されるようにします。

アラートログフィールド

フィールド 説明

重大度 アラートの重大度

確認済み アラートがユーザーによって承認されたかどうかで
す。

時間 アラートの生成日時です。

デバイス アラートを生成したデバイスです。

詳細 アラートに含まれるメッセージです。

カテゴリ アラートのカテゴリ化です。

ソース アラートソース定義の名前です。

列によるグループ分け

すべてのアラート でグループ分けを行うには、グループ分けの基準にするすべてのアラートの列をドラッグ

し、列のヘッダをドラッグしてここにドロップし、その列でグループ化する にドロップします。

例えば、すべてのアラート で、重大度ごとにグループ分けする場合は、重大度 を選択し、それをドラッグし

て 列のヘッダーをドラッグしてここにドロップし、その列でグループ化する バーにドロップします。

アラートが重大度ごとに表示されます。
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アラート詳細

フィールド 説明

重大度 アラートの重大度です。

確認済み アラートがユーザーによって承認されたかどうかで
す。

デバイス アラートを生成したデバイスです。

時間 アラートの生成日時です。

カテゴリ アラートのカテゴリ化です。

ソース アラートソース定義の名前です。

説明 アラートに含まれるメッセージです。

SNMP Enterprise OID モニタするイベントソースを定義する管理情報ベー
ス（MIB）ファイルのエンタープライズ OID（SNMP 
OID のプレフィックス）を提供します。

SNMP 一般トラップ OID 目的のイベントソースからモニタする SNMP トラッ
プの一般トラップ ID を提供します。SNMP トラップ
の詳細については、support.dell.com/manuals で『Dell 
OpenManage Server Administrator SNMP Reference 
Guide』（Dell OpenManage Server Administrator SNMP 
リファレンスガイド）を参照してください。

SNMP 指定トラップ OID 目的のイベントソースからモニタする SNMP トラッ
プの特定のトラップ ID を提供します。SNMP トラッ
プの詳細については、support.dell.com/manuals で『Dell 
OpenManage Server Administrator SNMP Reference 
Guide』（Dell OpenManage Server Administrator SNMP 
リファレンスガイド）を参照してください。

アラートログ設定

アラートログのサイズ、メッセージ、およびパージに関する設定の制御を設定します。

フィールド 説明

アラートログの最大サイズ パージが発生する前にアラートログで許容されるア
ラートの最大数を決定します。

警告が発行されるアラートログの最大サイズ このサイズに達すると、警告アラートがアプリケー
ションログに送信されます。

アラートログが最大容量に達した時にパージする 最大サイズに達すると、指定数のアラートをパージ
します。

アラート表示フィルタ

アラートフィルタ名

OpenManage Essentials では、アラート処置に関連付けられたアラートフィルタを使用してアラート機能を実

装します。例えば、

• アラートの条件を満たした時に電子メールを送信する等の処置をトリガするよう、アラート処置の関
連付けを作成することができます。
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• 無視、除外、または両方の関連付けを作成して、SNMP トラップおよび CIM 表示を受け取った時にこ
れらを無視することができます。らの関連付けは、アラートの氾濫を抑制するために使用します。

• アラート表示フィルタを作成すると、アラートログ ビューをカスタマイズできます。

アラート処置の関連付けの作成の詳細については、「アラートの管理」を参照してください。

このウィンドウでは次のタスクを実行できます。

• 新しいアラート処置の関連付け、無視 / 除外フィルタ、およびアラート表示の関連付けの作成。

• アラート処置の関連付け、無視 / 除外フィルタの関連付け、およびアラート表示フィルタの概要情報
の表示。

• アラート処置の関連付け、無視 / 除外の関連付け、およびアラート表示フィルタの編集、削除、名前
の変更、コピー。

重大度

このページはアラートの重大性のリストを提供します。

フィールド 説明

名前 アイテムの名前（無視処置および表示フィルタの場
合のみ適用可能）。

有効 選択してアラート処置を有効にします（無視処置の
みに適用）。

重大度 使用可能なアラートタイプです。

All（すべて） これを選択して、すべてのアラートタイプを含めま
す。

不明 これを選択して、不明アラートを含めます。

正常 これを選択して、正常アラートを含めます。

警告 これを選択して、警告アラートを含めます。

重要 これを選択して、重要アラートを含めます。

確認

フィールド 説明

確認フラグに基づいてアラートを制限してくださ
い。

確認の有無による関連付けのアラートです。このオ
プションは、デフォルトで無効になっています。

確認済みアラートのみを一致させる これを選択して、確認アラートのみを追跡します。

未確認アラートのみを一致させる これを選択して、未確認アラートのみを追跡します。

概要 - アラート表示フィルタ

表示フィルタの概要画面は、アラート表示フィルタウィザードの最終ページに表示されるか、ツリーで概要
の表示右クリックオプションをクリックすると表示されます。

フィールド 説明

名前 アラート処置の名前です。

タイプ アラート処置の種類（アプリケーションの起動、電
子メール、無視、トラップ、および転送）です。
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フィールド 説明

説明 アラート処置の説明です。

関連する重大度 アラートを一致させる際に使用されるアラートの重
大度基準です。

関連するアラートカテゴリ アラートを一致させる際に使用されるアラートのカ
テゴリ基準です。

関連するアラートソース アラートを一致させる際に使用されるアラートのソ
ース基準です。

関連するデバイスグループ アラートを一致させる際に使用されるアラートのソ
ースデバイスグループ基準です。

関連するデバイス アラートを一致させる際に使用されるアラートのソ
ースデバイス基準です。

関連付けられた日付範囲 アラートを一致させる際に使用されるアラートの日
付範囲基準です。

関連付けられた時間範囲 アラートを一致させる際に使用されるアラートの時
間範囲基準です。

関連付けられた日数 アラートを一致させる際に使用されるアラートの日
数基準です。

関連性確認 有効の場合には、アラートに一致した際にアラート
確認フラグを使用します。

アラート処置

アラート処置は、着信アラートがアラート処置で定義された特定の基準に一致するとトリガされます。アラ
ートの一致基準には、次の基準が挙げられます。

• アラートの重大度。「重要度の関連付け」を参照してください。

• アラートカテゴリまたはソース。「カテゴリおよびソースの関連付け」を参照してください。

• アラートデバイスまたはデバイスグループソース。「デバイスの関連付け」を参照してください。

• アラート日時、曜日。「日時範囲」を参照してください。

4 つのタイプのアラート処置があります。

• アラートアプリケーションの起動処置 — アラート処置基準に一致すると、スクリプトまたはバッチ
ファイルを起動します。

• アラート電子メール処置 — アラート処置基準に一致すると、電子メールを送信します。

• アラート無視処置 — アラート処置基準に一致しても、アラートを無視します。

• アラートトラップ転送処置 — アラート処置基準に一致すると、SNMP トラップを別の管理コンソール
に転送します。

新しい処置がデフォルトで有効化されます。アラート処置を削除せずにオフにする場合は、右クリックメニ
ューまたはそのアラート処置の編集ウィザードを使用して無効にできます。

一般的な使用例を説明するために、複数の一般的なアラート処置の使用例が無効状態で事前にインストール
されています。これらの事前にインストールされた処置を使用する場合には、この例のクローンを作成して、
ニーズに合った新しい処置を作成することを推奨します。この処理中に、新しい処置を有効にして、テスト
するようにしてください。
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名前と説明

フィールド 説明

名前 アラート処置の名前です。

説明 電子メール処置の説明です。

有効 これを選択して、アラート処置を有効にします。

重要度の関連

フィールド 説明

重大度 使用可能なアラートタイプです。

All（すべて） これを選択して、すべてのアラートタイプを含めま
す。

不明 これを選択して、不明アラートを含めます。

正常 これを選択して、正常アラートを含めます。

警告 これを選択して、警告アラートを含めます。

重要 これを選択して、重要アラートを含めます。

アプリケーションの起動設定

このウィンドウでは、起動するアプリケーションや、起動をテストするアプリケーションを設定します。

メモ: アラート処置は、一致アラートが受信されたときに実行されます。したがってアラートアプリケー

ションの起動処置は、ユーザー操作を必要としないスクリプトまたはバッチファイルです。

フィールド 説明

実行ファイル名 アプリケーションプログラムを起動する実行ファイ
ルの完全修飾パス名とファイル名を指定します。

引数 アプリケーションプログラムを起動するために必
要、または使用したいコマンドラインパラメータを
指定または編集します。次の変数置換を使用して引
数フィールドに情報を指定できます。

• $n = システム名

• $ip = IP アドレス

• $m = メッセージ

• $d = 日付

• $t = 時刻

• $sev = 重大度

• $st = サービスタグ

• $e = エンタープライズ OID
• $sp = 指定のトラップ ID
• $g = 一般トラップ ID
• $cn = アラートカテゴリ名

• $sn = アラートソース名

• $pkn = パッケージ名
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フィールド 説明

• $at = 管理タグ

実行可能ファイル：実行可能ファイル（例えば、
createTroubleTicket.exe）がある場合は、トラブルチケ
ットをパラメーター –arg1、-arg2 などを付けて作成
するには、アラートアプリケーションの起動を次の
ように設定します。

• 実行可能ファイル（フルパス）：C:\temp
\createTroubleTicket.exe

• 引数：-arg1 –arg2

アラート処置がトリガされると、コマンド C:\temp
\createTroubleTicket.exe –arg1 -arg2 が実行され、関連
付けられたアプリケーション起動アラート処置が実
行されます。

バッチファイル：バッチファイル（例えば、
createTroubleTicket.bat）がある場合は、トラブルチケ
ットをパラメーター –arg1、-arg2 などを付けて作成
するには、アラートアプリケーションの起動を次の
ように設定します。

• 実行可能ファイル（フルパス）：C:\temp
\createTroubleTicket.bat

• 引数：-arg1 –arg2

アラート処置がトリガされると、コマンド C:\temp
\createTroubleTicket.bat –arg1 -arg2 が実行され、関連
付けられたアプリケーション起動アラート処置が実
行されます。

VB スクリプト：VB スクリプトファイルをアラート処
置として設定するときは、実行可能ファイルと引数
を次のように指定します。例えば、スクリプト
（createTroubleTicket.vbs）がある場合、トラブルチケ
ットをパラメーター arg1 を付けて作成するには、ア
プリケーション起動を次のように設定します。

• 実行可能ファイル名：cscript.exe または C:
\Windows\System32\cscript.exe（フルパス）

• 引数：C:\temp\createTroubleTicket.vbs arg1

アラート処置がトリガされると、コマンド cscript.exe 
C:\temp\ createTroubleTicket.vbs arg1 が実行され、関連
付けられたアプリケーション起動アラート処置が実
行されます。

メモ: アラート処置が機能していない場合は、コ

マンドプロンプトで完全なコマンドを入力した
ことを確認してください。

詳細については、アプリケーションの起動 アラート
処置のサンプルアラート処置を参照してください。

テスト処置 アプリケーションの起動をテストできます。
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フィールド 説明

メモ: アラート処置は、一致アラートが受信され

たときに実行されます。したがってアラートア
プリケーションの起動処置は、ユーザー操作を
必要としないスクリプトまたはバッチファイル
です。

電子メール設定

お使いのデバイスのアラート関連性が特定のアラート条件を満たすたびに電子メールを受け取るように 
Essentials を設定できます。たとえば、警告アラートと重要アラートすべてについて電子メールメッセージを

受け取りたい場合があります。

このウィンドウでは、電子メールのアラート処置を設定するパラメータを指定します。

フィールド 説明

宛先 会社の SMTP サーバーがサービス提供している電子
メール受取人の有効な電子メールアドレスを指定し
ます。

開始 電子メールの発信元アドレスを指定します。

件名 テキストまたは使用可能なアラートトークンリンク
を使用して電子メールの件名を指定します。

メッセージ テキストまたは使用可能なアラートトークンリンク
を使用して電子メールのメッセージを指定します。

電子メール設定 これを選択して、SMTP サーバー名前（または IP ア
ドレス）を指定します。

テスト処置 電子メールの処置をテストできます。

メモ: テストメールを送信したら、その電子メー

ルが正常に受信され、予期された内容であるこ
とを確認します。

メモ: アラートトークンは、アラート処置の発生時に置換されます。テスト処置については、置換されま

せん。

メモ: 一部のポケットベルベンダーは、電子メールを使用した英数字の呼び出しをサポートしています。

OpenManage Essentials も電子メールによる呼び出しオプションをサポートしています。

トラップ転送

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップは、管理下デバイスでのセンサーや他の監視対象パラメ

ーターのステータスに変化が生じたときに生成されます。これらのトラップを正しく転送するために、IP ア
ドレスまたはホスト名で定義された SNMP トラップ宛先を設定する必要があります。オリジナルフォーマッ

トと OMEssentials フォーマットの両方で SNMPv1 と SNMP v2 トラップを転送する方法の詳細に関しては、「ア

ラートの転送使用事例シナリオ」を参照してください。

例えば、OpenManage Essentials を使用してアソシエーションを作成したり、トラップを Enterprise Manager に
転送しているマルチティアの企業環境には、トラップ転送が適切な場合があります。

トラップをローカルで処理してから宛先に転送したり、単に宛先に転送したりします。

このウィンドウで、トラップ転送の設定でのパラメータを指定します。
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フィールド 説明

送信先 エンタープライズ管理アプリケーションをホストし
ているシステムの IP アドレスまたはホスト名を指定
します。

コミュニティ 宛先 IP アドレスまたはホスト名が属する SNMP コ
ミュニティを指定します。

オリジナルフォーマットでのトラップの転送 このチェックボックスをクリックして、OpenManage 
Essentials が受信したものと同じフォーマットでトラ

ップを転送します。

テスト処置 指定のコミュニティ文字列を使用して、指定の送信
先にテストトラップを転送します。

カテゴリおよびソースの関連性

OpenManage Essentials には、Dell 管理エージェント用に事前定義されて実装済みのアラートカテゴリおよび

ソースが多数あります。任意の事前定義されたアラートカテゴリまたはソースを選択して、アラート処置や
フィルタに関連付けます。 カテゴリとアラートソースの詳細および完全なリストについては、「アラートカ

テゴリ」を参照してください。

デバイスの関連性

事前定義されたグループ（デバイスの種類）、カスタムグループ、特定のデバイス、またはデバイスクエリ

を選択できます。デバイスの関連は、現在、事前定義されたグループのみを対象にしています。

カスタムグループの場合、カスタムグループの新規作成ウィザード を使用してカスタムグループを作成しま

す。作成したカスタムグループはツリーに表示されます。

デバイスクエリを使用するには、リストからクエリを選択します。

新規 をクリックして、デバイスを検索し、アラート処置に割り当てるための新規デバイスクエリを作成しま

す。

クエリロジックを変更するには、編集 をクリックします。

ツリーからグループまたはデバイスを選択すると、クエリオプションを使用して、選択内容に対する特有の
基準を作成できます。

デバイスクエリオプション

フィールド 説明

クエリの選択 ドロップダウンリストからクエリを選択します。

新規 新しいクエリを追加します。

編集 既存のクエリを編集します。

すべてのデバイス これを選択して、OpenManage Essentials で管理され
ているデバイスすべてを含めます。

クライアント これを選択して、デスクトップ、ポータブル、ワー
クステーションなどのクライアントデバイスを含め
ます。

HA クラスタ これを選択して、高可用性サーバークラスタを含め
ます。

KVM これを選択して、KVM（キーボード、ビデオ、マウ
ス）デバイスを含めます。
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フィールド 説明

Microsoft 仮想化サーバー これを選択して、Microsoft 仮想化サーバーを含めま
す。

モジュラーシステム これを選択して、モジュラーシステムを含めます。

ネットワークデバイス これを選択して、ネットワークデバイスを含めます。

OOB 分類されていないデバイス これを選択して、Lifecycle コントローラ対応デバイ
スなど、帯域外の分類されていないデバイスを含め
ます。

電源デバイス これを選択して、PDU および UPS サーバーを含めま
す。

プリンタ このオプションを選択して、プリンタを含めます。

RAC これを選択して、Remote Access controller を備えたデ
バイスを含めます。

サーバー これを選択して、Dell サーバーを含めます。

ストレージデバイス これを選択して、ストレージデバイスを含めます。

不明 これを選択して、不明デバイスを含めます。

VMware ESX サーバー これを選択して、VMware ESX サーバーを含めます。

日時範囲

フィールド 説明

日付範囲を制限する アラートに一致させる特定の日付範囲を指定しま
す。

時間範囲を制限する アラートに一致させる特定の時間範囲を指定しま
す。

日付を制限する これを選択して、アラートの関連付けを有効にする
日付を指定します。このオプションを有効にしなか
った場合、指定された期間中、関連付けが継続的に
適用されます。

これらのフィールドはそれぞれ、相互に排他的です。
したがって、8/1/11～10/1/11 の日付、午前 1 時～午前 
4 時、金曜日を選択すると、この日付範囲の金曜日の
午前 1 時～午前 4 時だけにアラートを一致させます。

メモ: 結果をもたらさない日付範囲および日付を

入力することも可能です。例えば、9/1/11 と月曜

日など（9/1/11 は木曜日なので、決して一致しま

せん）。

これらのいずれもが選択されない場合、アラート選
択には日付 / 時刻フィルタが設定されていないこと
を意味します。

アラート処置 - 重複アラートの相関性

フィールド 説明

このフィルタに一致する重複アラートのみが実行さ
れます。

このオプションを有効にすると、指定された時間間
隔内で受信された重複アラート（ID が同じで、送信
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フィールド 説明

元デバイスも同じ）は削除されます。このオプショ
ンを使用して、デバイスからコンソールにアラート
が過剰に送信されるのを防ぎます。

期間中（1～600 秒）に受信した重複アラートの無視 これを選択して、時間を設定します。

なし 延長した期間内で重複アラートが実行されることを
防ぐには、このオプションを選択します。

サマリ - アラート処置の詳細

選択内容を表示して、編集します。

アラート処置の詳細画面は、アラート処置ウィザードの最終ページに表示されるか、ツリーで任意のアラー
ト処置をクリックすると表示されます。

アラート処置には、アラート処置の種類および選択したフィルタ基準に応じて、次のプロパティの一部が含
まれます（多くの場合は表です）。

フィールド 説明

名前 アラート処置の名前です。

処置有効 アラート処置が有効か、無効かを指定します。

種類 アラート処置の種類（アプリケーションの起動、電
子メール、無視、およびトラップ転送）です。

説明 アラート処置の説明です。

宛先 電子メールを送信する宛先の電子メールアドレスで
す。

差出人 電子メール発信元の電子メールアドレスです。

件名 電子メールの件名（アラートトークンを含む場合が
あります）です。

メッセージ 電子メールのメッセージです（アラートトークンを
含む場合があります）。

送信先 トラップ転送に使用される送信先名または IP アドレ
スです。

コミュニティ トラップ転送に使用されるコミュニティ文字列で
す。

実行ファイル名 アラート処置で使用される、実行可能ファイル、ス
クリプト、またはバッチファイルの名前です。

引数 アラート処置の呼び出しに使用されるコマンドライ
ン引数です。

関連する重大度 アラートを一致させる際に使用されるアラートの重
大度基準です。

関連するアラートカテゴリ アラートを一致させる際に使用されるアラートのカ
テゴリ基準です。

関連するアラートソース アラートを一致させる際に使用されるアラートのソ
ース基準です。

関連するデバイスグループ アラートを一致させる際に使用されるアラートのソ
ースデバイスグループ基準です。

関連するデバイス アラートを一致させる際に使用されるアラートのソ
ースデバイス基準です。
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フィールド 説明

関連付けられた日付範囲 アラートを一致させる際に使用されるアラートの日
付範囲基準です。

関連付けられた時間範囲 アラートを一致させる際に使用されるアラートの時
間範囲基準です。

関連付けられた日数 アラートを一致させる際に使用されるアラートの日
数基準です。

最低限の繰り返し時間 有効の場合、同じデバイスからの 2 つの同じアラー
トの最低限の間隔を秒単位で指定します。

アラートカテゴリ

OpenManage Essentials には、Dell 管理エージェント用に事前定義されて実装済みのアラートカテゴリおよび

ソースが多数あります。

アラートカテゴリは アラートカテゴリ ツリーの組織レベルです。アラートソースは、各アラートの低レベル

の詳細を指定します。アラートカテゴリとソースをモニタするには、アラート処置の関連付けをアラートソ
ースまたはその親カテゴリに適用する必要があります。

このページは、カテゴリと、そのカテゴリ内のアラートソースを一覧表示します。このページを使用して、
カテゴリに基づいたアラートを設定してください。

アラートカテゴリオプション

フィールド 説明

Brocade スイッチ このカテゴリを選択して、Brocade スイッチに関する
アラートを含めます。

Compellent このカテゴリを選択して、Compellent ストレージデバ
イスに関するアラートを含めます。

Dell 高度インフラストラクチャ管理 このカテゴリを選択して、高度インフラストラクチ
ャ管理に関するアラートを含めます。

環境 このカテゴリを選択して、温度、ファンエンクロー
ジャ、ファン速度、サーマル、および冷却に関する
アラートを含めます。

EqualLogic ストレージ このカテゴリを選択して、EqualLogic ストレージに関
するアラートを含めます。

FC スイッチ このカテゴリを選択して、ファイバチャネルスイッ
チに関するアラートを含めます。

Force10-スイッチ このカテゴリを選択して、Dell Force10 スイッチに関
するアラートを含めます。

一般冗長性 このカテゴリを選択して、一般冗長性に関するアラ
ートを含めます。

HyperV サーバー このカテゴリを選択して、HyperV サーバーに関する
アラートを含めます。

iDRAC このカテゴリを選択して、iDRAC に関するアラートを
含めます。

Juniper スイッチ このカテゴリを選択して、Juniper スイッチに関する
アラートを含めます。
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フィールド 説明

キーボード - ビデオ - マウス（KVM） このカテゴリを選択して、KVM に関するアラートを
含めます。

メモリ このカテゴリを選択して、メモリに関するアラート
を含めます。

ネットワーク このカテゴリを選択して、ネットワークに関連した
アラートを含めます。

その他 このカテゴリを選択して、他のデバイスに関するア
ラートを含めます。

PDU このカテゴリを選択して、PDU に関するアラートを
含めます。

物理ディスク このカテゴリを選択して、物理ディスクに関するア
ラートを含めます。

電源 このカテゴリを選択して、電源に関するアラートを
含めます。

Power Center このカテゴリを選択して、パワーセンターに関する
アラートを含めます。

プリンタ このカテゴリを選択して、プリンタに関するアラー
トを含めます。

プロセッサー このカテゴリを選択して、プロセッサに関するアラ
ートを含めます。

リムーバブルフラッシュメディア このカテゴリを選択して、リムーバブルフラッシュ
メディアに関するアラートを含めます。

Security（セキュリティ機能） このカテゴリを選択して、セキュリティに関するア
ラートを含めます。

ストレージエンクロージャ このカテゴリを選択して、ストレージエンクロージ
ャに関するアラートを含めます。

ストレージ周辺機器 このカテゴリを選択して、ストレージ周辺機器に関
するアラートを含めます。

ストレージソフトウェア このカテゴリを選択して、ストレージソフトウェア
に関するアラートを含めます。

システムイベント このカテゴリを選択して、システムイベントに関す
るアラートを含めます。

テープ このカテゴリを選択して、テープドライブに関する
アラートを含めます。

テストイベント このカテゴリを選択して、テストイベントに関する
アラートを含めます。

不明 このカテゴリを選択して、不明アラートに関連した
状態を含めます。

UPS このカテゴリを選択して、UPS に関するアラートを
含めます。

仮想ディスク このカテゴリを選択して、仮想ディスクに関するア
ラートを含めます。

VMware ESX サーバー このカテゴリを選択して、VMware ESX サーバーに関
するアラートを含めます。
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アラートソース

各アラートカテゴリには、アラートソースが含まれています。アラートソースを表示するには、アラートカ
テゴリをクリックしてください。カテゴリを展開してアラートソースのリストを表示し、アラートソースを
選択します。

フィールド 説明

名前 新しいアラートソースの名前です（例：
myFanAlert）。

タイプ プロトコル情報です。

カタログ カタログ情報を提供します。

重大度 アラートソースが指定の SNMP トラップを生成する
場合にトリガされるアラートに割り当てられた重大
度を指定します。

文字列のフォーマット アラートソースがアラートをトリガするのに十分な
重大度があるアラートを生成する場合に、アラート
ログ に表示されるメッセージ文字列を提供します。
フォーマットコマンドを使うと、一部のメッセージ
文字列を指定できます。SNMP で有効なフォーマッ
トコマンドは次のとおりです。

$n = システム名

$d = 日付

$t = 時刻

$s = 重大度

$e = エンタープライズオブジェクト識別子（OID）
$sp = 指定のトラップ OID
$g = 一般トラップ OID
$1 - $# = varbind 値

SNMP Enterprise OID モニタするイベントソースを定義する管理情報ベー
ス（MIB）ファイルのエンタープライズ OID（SNMP 
OID のプレフィックス）を提供します。

SNMP 一般トラップ OID 目的のイベントソースからモニタする SNMP トラッ
プの一般トラップ ID を提供します。SNMP トラップ
の詳細については、support.dell.com/manuals で『Dell 
OpenManage Server Administrator SNMP Reference 
Guide』（Dell OpenManage Server Administrator SNMP 
リファレンスガイド）を参照してください。

SNMP 指定トラップ OID 目的のイベントソースからモニタする SNMP トラッ
プの特定のトラップ ID を提供します。SNMP トラッ
プの詳細については、support.dell.com/manuals で『Dell 
OpenManage Server Administrator SNMP Reference 
Guide』（Dell OpenManage Server Administrator SNMP 
リファレンスガイド）を参照してください。
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14
サーバーの BIOS、ファームウェア、ドライ
バ、およびアプリケーションのアップデート
OpenManage Essentials のシステムアップデート機能によって、次のことが可能です。

• ファームウェアドライバ、BIOS、アプリケーション、および OpenManage Server Administrator のアッ
プグレードおよびダウングレード。

• インベントリされたサーバーおよびモジュラブレードエンクロージャのドライバおよびファームウ
ェアのソースカタログとの比較、および必要に応じたアップデート。

メモ: システムアップデートは、LAN 上でのみサポートされており、WAN 上ではサポートされて
いません。データセンター外のデバイスにシステムアップデートを適用するには、そのエリアで
ローカルとなる別の OpenManage Essentials インスタンスをインストールしてください。ターゲ
ットサーバーにアップデートが適用されるとインベントリが自動的に開始されます

メモ: Lifecycle Controller 搭載の iDRAC を使用した第 11 世代および第 12 世代 PowerEdge サーバー
に対する OpenManage Essentials のシステムアップデートのサポート

• フィルタ基準 オプションをクリックしてデバイスをフィルタリングします。クエリを選択するか、デ
バイスツリーからデバイス / グループを選択することもできます。

システムをアップデートする前に、次の必要条件をチェックしてください。

• オンラインカタログソースを使用する場合は、インターネットがアクセス可能で、dell.com（ポート 
80） および ftp.dell.com（ポート 21） にアクセスできること。

• DNS が解決されていること。

メモ: システム資格情報を入力する際に、ユーザー名にスペースまたはピリオドが含まれる場合は、ユー
ザー名を引用符で囲む必要があります（例："localhost\johnny marr" または "us-domain\tim verlaine"）。スペ
ースとピリオドは、OpenMange System Administrator タスク、一般的なコマンドラインタスク（ローカル
システム）、OpenManage Systems Administrator 導入タスクのユーザー名で使用可能です。システムアッ
プデート（帯域内、OpenManage System Administrator 経由）もスペースとピリオドをサポートしていま
す。帯域外パッチ（RAC デバイス経由）または RACADM などのコマンドではユーザー名のスペースとピ
リオドをサポートしていません。

システムアップデートページの表示

システムアップデートページを表示するには、管理 → システムアップデート をクリックします。

デフォルトでは、システムアップデートページにすべての検出済みサーバーが表示されます。フィルタ基準:
リンクをクリックしてデバイスをフィルタし、デバイスまたはデバイスグループを表示することができます。
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図 5. システムアップデートページ

1. 準拠レポート。「準拠レポート」を参照してください。

2. タブ化されたシステム情報です。「対応システム」、「非対応システム」、「インベントリ未施行システム」、
および「問題と解決策」を参照してください。

3. システムアップデートタスク。「すべてのシステムアップデートタスク」を参照してください。

サーバー BIOS ファームウェアとドライバソースについて

サーバー用のファームウェアおよびドライバを取得するためのソースは複数あります。

• オンラインソース — 最新バージョンのドライバおよびファームウェアを ftp.dell.com から取得するデ
フォルトオプションです。

メモ: OpenManage Essentials は、自動的にアップデートをチェックし、新しいバージョンが使用
可能な場合、メッセージを表示します。

• ファイルシステムのソース — Dell OpenManage Server Update Utility（SUU）メディアのドライバおよび
ファームウェアです。

• Repository Manager ファイル — Dell Repository Manager ツールから生成された、特定のドライバとファ
ームウェアのカスタマイズされた選択です。

アップデートのための正しいソースの選択

• 推奨オプション — オンラインソースを使用して、デルから提供されている最新のドライバおよびフ
ァームウェアバージョンを常時維持するようにするか、ドライバとファームウェアの適合セットに
は、Dell Server Update Utility（SUU）オプションを使用します。

• カスタムカタログの作成 — このオプションを使用すると、SUU メディア、または Dell Repository 
Manager を使用したオンラインソースからドライバとファームウェアを個別に選択することができる
ため、お使いの環境内のドライバとファームウェアのリビジョンに対する最大限の管理が可能になり
ます。独立したツールである Repository Manager は、OpenManage Essentials インストールパッケージ
からインストールすることができます。
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カタログソースのアップデートの選択

1. OpenManage Essentials で、管理 → システムアップデート → カタログソースの選択 の順にクリックしま
す。

2. カタログソースの選択 でオプションを選択し、次に 今すぐインポート をクリックします。

比較結果の表示

対応サーバーの表示

対応サーバーを表示するには、次の手順を行います。

1. 管理 → システムアップデート をクリックします。

2. システムアップデート で、対応システム タブを選択します。

非対応サーバーの表示

非対応サーバーを表示するには、次の手順を行います。

1. 管理 → システムアップデート をクリックします。

2. システムアップデート で、非対応システム タブを選択します。

ドライバとファームウェアのバージョンが、カタログと異なるサーバーが表示されます。

インベントリ未施行サーバーの表示

インベントリ未施行サーバーを表示するには、次の手順を行います。

1. 管理 → システムアップデート をクリックします。

2. システムアップデート で、インベントリ未施行システム タブを選択します。

インベントリ未施行サーバーが表示されます。

メモ: CMC ファームウェアのアップデート（CMC アクティブコントローラのみ）もこれらの結果に

表示されます。

サーバーの問題と解決策の表示

サーバーの問題と解決策を表示するには、次を実行します。

1. 管理 → システムアップデート をクリックします。

2. システムアップデート で、アップデートの問題と解決策 タブを選択します。

サーバーの問題と解決策が表示されます。詳細に関しては、「問題と解決策の使用事例シナリオ」を参照

してください。

システムアップデート使用例シナリオ

下記の表は、異なるプロトコルとアップデートモードに基づいて、システムアップデートが発生するしくみ
に関する使用例シナリオの一覧です。
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サーバー IP 検
出とインベント
リに使用するプ
ロトコル

iDRAC IP 検出と
インベントリに
使用するプロト
コル

詳細設定で選択した優
先システムアップデー
トモード

システムアップ
デートの資格情
報

実際のアップデートモード

snmp snmp OpenManage Server 
Administrator

サーバー すべてのコンポーネントは 
OpenManage Server 
Administrator を使ってアップ
デートされます。

メモ: iDRAC IP の検出に 
SNMP が使用された場
合、iDRAC ソフトウェア
インベントリは取得さ
れず、すべてのコンポー
ネントは選択された優
先システムアップデー
トモードに関係なく 
Server Administrator を使
ってアップデートされ
ます。

snmp snmp iDRAC サーバー

WMI snmp OpenManage Server 
Administrator

サーバー すべてのコンポーネントは 
OpenManage Server 
Administrator を使ってアップ
デートされます。

WMI snmp iDRAC サーバー iDRAC 検出とインベントリ
に使用されたプロトコルが 
SNMP であるため、すべての
コンポーネントの更新には 
Server Administrator が使用さ
れます。

snmp WS-MAN OpenManage Server 
Administrator

サーバー すべてのコンポーネントは 
OpenManage Server 
Administrator を使ってアップ
デートされます。

snmp WS-MAN iDRAC iDRAC BIOS、ファームウェア、およ
びアプリケーションは 
iDRAC を使ってアップデー
トされます。

メモ: iDRAC IP の検出に 
WS-MAN が使用された
場合、iDRAC ソフトウェ
アインベントリが取得
され、コンポーネント
は iDRAC を使ってアッ
プデートされます。

ただし、BIOS、ファームウェ
ア、およびアプリケーション
に加えてドライバも存在す
る場合、すべてのコンポーネ
ントのアップデートには 
iDRAC ではなく Server 
Administrator が使用されま
す。
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サーバー IP 検
出とインベント
リに使用するプ
ロトコル

iDRAC IP 検出と
インベントリに
使用するプロト
コル

詳細設定で選択した優
先システムアップデー
トモード

システムアップ
デートの資格情
報

実際のアップデートモード

WMI WS-MAN OpenManage Server 
Administrator

サーバー すべてのコンポーネントは 
OpenManage Server 
Administrator を使ってアップ
デートされます。

WMI WS-MAN iDRAC iDRAC BIOS、ファームウェア、およ
びアプリケーションは 
iDRAC を使ってアップデー
トされます。

メモ: iDRAC IP の検出に 
WS-MAN が使用された
場合、iDRAC ソフトウェ
アインベントリが取得
され、コンポーネント
は iDRAC を使ってアッ
プデートされます。

ただし、BIOS、ファームウェ
ア、およびアプリケーション
に加えてドライバも存在す
る場合、すべてのコンポーネ
ントのアップデートには 
iDRAC ではなく Server 
Administrator が使用されま
す。

WS-MAN（ESXi 
ベースのサーバ
ー）

WS-MAN（ESXi 
ベースのサーバ
ー）

OpenManage Server 
Administrator

iDRAC すべてのコンポーネントは 
iDRAC を使用してアップデ
ートされます。ESXi ベース
のサーバーについては、選択
された優先システムアップ
デートモードに関係なく 
iDRAC によってアップデー
トされます。

WS-MAN（ESXi 
ベースのサーバ
ー）

WS-MAN（ESXi 
ベースのサーバ
ー）

iDRAC iDRAC

適用できませ
ん。サーバー IP 
が検出されませ
ん。

WS-MAN OpenManage Server 
Administrator

iDRAC すべてのコンポーネントは 
iDRAC を使ってアップデー
トされます。

適用できませ
ん。サーバー IP 
が検出されませ
ん。

WS-MAN iDRAC iDRAC

システムアップデートの適用

メモ: システムの検出に WS-Man プロトコルが使用された場合、iDRAC6 以上でのみアップデートできま

す。

メモ: システムアップデートの帯域外（iDRAC）の適用は、32 ビット Dell アップデートパッケージ（DUP）
に対してのみサポートされています。帯域外システムアップデートの適用に対して 32 ビット DUP のな

いカタログを選択した場合、OpenManage Essentials の 適用するアップデートの選択 にアップデートが表

示されません。
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メモ: システムアップデート（帯域内）を適用するには、選択したターゲット上で Windows Management 
Instrumentation サービスが実行されている必要があります。

メモ: システムアップデートを適用するには、デフォルトの Temp フォルダ （C:\Users\<username>\AppData
\Local\Temp）が使用可能になっている必要があります。Temp が削除されたり移動されたりしていないこ

とを確認してください。

システムアップデートを適用するには、以下の手順を実行します。

1. 管理 → システムアップデート をクリックします。

2. システムアップデート で、非対応システム タブを選択します。

メモ: フィルタ基準:リンクをクリックすることにより、グループまたはデバイスに基づいてシステ

ムをフィルタできます。システムアップデートターゲットデバイスおよびデバイスグループの選
択 ウィンドウを選択してから、適用をクリックします。

3. 非対応システム で、アップデートしたいシステムを選択します。

メモ: 同時に複数のシステムをアップデートできます。

4. 選択したアップデートを適用 をクリックします。

アップデートをスケジュールするためのウィンドウが表示されます。

メモ: シャーシおよびブレードは、アップデートに関連付けられません。これらは、個々のコンポー

ネントとして扱われるので、手動で選択する必要があります。

メモ: シャーシ、ブレードサーバー BIOS、および iDRAC バージョンの相互依存管理機能はありませ

ん。

5. タスク名を入力します。

6. 選択したアップデートを確認します。

7. タスクスケジュールを 今すぐ実行 に設定するか、特定の日時に設定します。

8. 変更をただちに適用しない場合は、アップデート後は、必要に応じてデバイスを再起動します をクリア
します。変更は、次回再起動するまでアクティブ化されません。

9. システムアップグレードパッケージで署名とハッシュのチェックをスキップする場合は、署名とハッシ
ュのチェックをスキップ を選択します。

10. 管理対象サーバーに、オペレーティングシステムのシステム管理者または iDRAC 資格情報を入力します。

例：Windows ドメイン環境では、<ドメイン\システム管理者> およびパスワードを入力します。Windows 
ワークグループ環境では、<ローカルホスト\システム管理者> およびパスワードを入力します。

Linux 環境では、ルートおよびパスワードを入力します。sudo を使用してシステムアップデートを適用す

るには、Sudo を有効にする を選択して SSH ポート番号 をアップデートします。

メモ: sudo を使用してシステムアップデートを適用する前に、新しいユーザーアカウントを作成し、

visudo コマンドを使用して sudoers ファイルを編集し、以下を追加します。

– 32 ビットのオペレーティングシステムを実行しているターゲットシステムの場合：
Cmnd_Alias OMEUPDATE = /bin/tar, /opt/dell/srvadmin/bin/
omexec,/tmp/LinuxPreInstallPackage/runbada,/tmp/
LinuxPreInstallPackage/omexec <sudo_username> ALL=OMEUPDATE, 
NOPASSWD:OMEUPDATE.

– 64 ビットのオペレーティングシステムを実行しているターゲットシステムの場合：
Cmnd_Alias OMEUPDATE = /bin/tar, /opt/dell/srvadmin/bin/
omexec,/tmp/LinuxPreInstallPackage64/runbada,/tmp/
LinuxPreInstallPackage64/omexec <sudo_username> ALL=OMEUPDATE, 
NOPASSWD:OMEUPDATE.

メモ: SUSE Linux Enterprise Server ターゲットでは、sudo を使用したシステムアップデートの適用は

サポートされていません。
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11. 終了 をクリックします。

メモ: Windows と Linux のアップデートを、同じタスクを使用してスケジュールすることはできませ

ん。それぞれに個別のタスクを作成してください。

アップデート状態の表示

アップデートが正常に適用されたことを表示および確認するには、管理 → システムアップデート → サマリ 

をクリックします。タスクの実行履歴 ペインは、アップデートが正常に適用されたかどうかを表示します。

アクティブなカタログの表示

ソフトウェアアップデートを行うために現在使用されているカタログファイルを選択し、表示します。

フィールド 説明

ソース ソースを表示します。ソースは、Server Update Utility、
FTP、または Repository Manager のいずれかです。

ソースタイプ カタログファイルが取得されるソースの種類です。
例えば、Dell ftp サイトなどです。

リリース ID リリースされたカタログファイルに割り当てられた
固有の識別番号です。

リリース日 カタログファイルがリリースされた日です。

新しいバージョンが利用可能 新しいバージョンが利用可能かどうか表示します。

問題と解決の使用事例シナリオ

以下の表は、アップデートの問題と解決策 タブに表示される問題の詳細情報を示しています。

問題 解決策

SNMP または IPMI を使用して PowerEdge VRTX のイ

ンベントリが実行された。

PowerEdge VRTX の検出とインベントリは、WS-Man 
を使用して実行してください。

SNMP または IPMI を使用して iDRAC のインベントリ

が実行された。

WS-Man を使用して iDRAC の検出とインベントリを

実行してください。

iDRAC が最低バージョン要件を満たしていない。 モジュラーサーバーでサポートされている iDRAC の
最低バージョンは 2.20 で、モノリシックサーバーの

場合は 1.4 です。続行するには、必要な iDRAC バージ

ョンを手動でインストールしてください。

iDRAC に必要なライセンスがない。 iDRAC には、Dell License Manager を使用して取得でき

るシステムアップデートを実行するためのライセン
スが必要です。

サーバーに Server Administrator がインストールされ

ていないか、SSH を使用して検出された。この問題

は以下の場合に発生します。

• Server Administrator がインストールされてい
ない Windows ベースのサーバーが WMI を使
用して検出された。

• Server Administrator がインストールされてい
る、またはインストールされていない Linux 

このサーバーに Server Administrator を導入します。

SNMP または WMI プロトコルを使用して検出とイン

ベントリの実行を行ってください。
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問題 解決策

ベースのサーバーが SSH を使用して検出さ
れた。
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15
システムアップデート - 参照
次にアクセスすることが可能です。

• システムアップデートページ

– 概要

* 準拠レポート

* システムのアップデートタスク

* タスク実行の履歴

– 対応システム

– 非対応システム

– インベントリ未施行システム

– すべてのシステムアップデートタスク

– アップデートの問題と解決策

• カタログセクション

– カタログソースの選択

– アクティブなカタログの表示

関連リンク

サーバーの BIOS、ファームウェア、ドライバ、およびアプリケーションのアップデート

システムアップデートページの表示

準拠レポート

非準拠システム

システムアップデートタスク

インベントリ未施行システム

すべてのシステムアップデートタスク

問題と解決策

フィルタオプション

フィルタオプション 説明

と同じ これを選択して、同等ロジックを作成します。

と異なる これを選択して、不一致ロジックを作成します。

で開始 これを選択して、テキスト群の文頭にある英数字に
基づいたフィルタ検索を行います。フィールドに開
始英数文字を入力します。

で終わる これを選択して、テキスト群の文末にある英数字に
基づいたフィルタ検索を行います。フィールドに終
了英数文字を入力します。

を含む これを選択して、テキスト群に現在含まれている英
数文字に基づいたフィルタ検索を行います。フィー
ルドに英数文字を入力します。
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フィルタオプション 説明

を含まない これを選択してテキスト群に存在する英数文字に基
づいた検索に未存在ロジックを含めます。

に含まれる これを選択して、英数文字列に存在ロジックを含め
ます。

に含まれない これを選択して、英数文字列に未存在ロジックを含
めます。

より小記号 (<) 入力した値より小さい値を探して選択します。

より小か等しい記号 (< =) 入力した値以下の値を探して選択します。

より大記号 (>) 入力した値より大きい値を探して選択します。

より大か等しい記号 (< =) 入力した値以上の値を探して選択します。

システムアップデート

このページは次の情報を提供します。

• 概要

• 対応システム

• 非対応システム

• インベントリ未施行システム

• すべてのシステムアップデートタスク

• アップデートの問題と解決策

関連リンク

準拠レポート

非準拠システム

インベントリ未施行システム

すべてのシステムアップデートタスク

準拠レポート

準拠レポートは、ソフトウェアアップデートタスクの円グラフ分布を提供します。円グラフの一部分をクリ
ックして、そのシステムについての詳細情報を表示します。

関連リンク

システムアップデート

準拠レポートオプション

フィールド 説明

ソース レポートソース

最新を取得 このオプションは、カタログバージョンが最新の場
合は無効になります。そうでない場合は、有効にな
ります。このオプションをクリックして最新のカタ
ログバージョンを取得します。

詳細設定 これらのオプションを使用することで、ファームウ
ェア、BIOS、ドライバおよびアプリケーションのバ
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フィールド 説明

ージョンのアップグレードおよびダウングレードに
対するプリファランスを設定することができます。

• ダウングレードの有効化 — このオプション
を選択して、システムにインストールされて
いるファームウェアおよび BIOS、ドライバお
よびアプリケーションのバージョンより前の
バージョンをインストールします。

• ダウングレードの無効化 — このオプション
はデフォルトで設定されており、これを選択
すると、システムにインストールされている
ファームウェアおよび BIOS、ドライバ、およ
びアプリケーションのバージョンより新しい
バージョンをインストールできます。

また、次のアップデートモードのいずれかをデフォ
ルトに設定できます。

• OpenManage Server Administrator—システムの
全コンポーネントをアップデートできます。

• iDRAC—BIOS、ファームウェア、およびアプ
リケーションのみをアップデートできます。

メモ: アップデートモードのいずれかをデフォル
トモードに設定できますが、実際のアップデー
トモードは使用するプロトコルとアップデート
するコンポーネントによって異なります。詳細
に関しては「システムアップデート使用事例シ
ナリオ」を参照してください。

システム情報 - 円グラフフォーマット 円グラフは、既存のカタログファイルと比較したシ
ステムの状態をリストします。次のシステムがリス
トされます。

• 準拠システム

• 非準拠システム

• インベントリ未施行システム

• 問題と解決策

準拠システム ソフトウェアアップデートを示したアクティブなカ
タログで使用可能なバージョンと比較して、ソフト
ウェアが最新のシステムです。対応システムの部分
をクリックし、対応システム タブに詳細情報を表示
します。

非準拠システム ソフトウェアアップデートを示したアクティブなカ
タログで使用可能なバージョンと比較して、アップ
デートが必要なソフトウェアのあるシステムです。
対応システムの部分をクリックし、非準拠システム 
タブに詳細情報を表示します。

インベントリ未施行システム アクティブなカタログで使用可能なバージョンと比
較して、インベントリ保留中が検出されたシステム
です。インベントリ未施行部分をクリックして、イ
ンベントリ未施行システム タブに詳細情報を表示し
ます。

対応システム

システムシステム タブでは、この情報が提供されます。

147



フィールド 説明

システム名 システムのドメイン名です。

モデルタイプ デバイスモデル情報です。

オペレーティングシステム サーバーで実行されているオペレーティングシステ
ムです。

サービスタグ サービスライフサイクルを提供する固有の識別子で
す。

検出された時間 検出された日付と時間です。

インベントリ日時 インベントリされた日付と時間です。

サーバーサブネットの位置 IP アドレスの範囲情報です。

非準拠システム

非準拠システムタブでは、次の情報が提供されます。

フィールド 説明

システム名 システムのドメイン名です。

モデルタイプ システムのモデル名です。例えば、Dell PowerEdge が
あります。

オペレーティングシステム システムにインストールされているオペレーティン
グシステムです。

サービスタグ サービスライフサイクル情報を提供する固有の識別
子です。

アップデート方法 OpenManage Server Administrator および iDRAC などの
アップデート方法を表示します。

検出された時間 検出された日付と時間です。

インベントリ日時 インベントリされた日付と時間です。

非準拠システムを選択して適用するアップデートを選択し、選択したアップデートを適用 をクリックしま

す。

フィールド 説明

システム名 システムのドメイン名です。

重要 システム用のソフトウェアアップデートの要件で
す。

アップデート方法 OpenManage Server Administrator および iDRAC などの
アップデート方法を表示します。

コンポーネント ソフトウェア情報です。

タイプ ソフトウェアアップデートの種類です。

インストールされたバージョン インストールされたバージョン番号です。

アップグレード / ダウングレード 緑の矢印は、およびアップグレードを示します。

使用可能なバージョン 使用可能なバージョン番号です。

パッケージ名 ソフトウェアアップデートの名前です。

関連リンク

システムアップデート
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システムアップデートタスク

フィールド 説明

タスク名 ソフトウェアアップデートタスクに名前を付けま
す。

アップデートするシステムの選択 アップデートするシステムを選択します。

システム名 システムのドメイン名です。

重要 システム用のソフトウェアアップデートの要件で
す。

配信モード OpenManage Server Administrator および iDRAC などの
配信方法を表示します。

コンポーネント ソフトウェア情報です。

種類 ソフトウェアアップデートの種類です。

インストールされたバージョン インストールされたバージョン番号です。

アップグレード / ダウングレード 緑の矢印は、およびアップグレードを示します。

使用可能なバージョン 使用可能なバージョン番号です。

パッケージ名 ソフトウェアアップデートの名前です。

タスクスケジュールの設定

今すぐ実行 終了 をクリックする時にこのタスクを実行する場合
は、このオプションを選択します。

アップデート後は、必要に応じてデバイスを再起動
します。

これを選択し、ソフトウェアアップデートタスクの
完了後に再起動します。

スケジュールの設定 これを選択し、必要な日時にタスクをスケジュール
します。このアイコンをクリックして、日付および
時間を設定します。

署名とハッシュのチェックをスキップ システムアップグレードパッケージで署名とハッシ
ュのチェックをスキップするには、このオプション
を選択します。

タスク実行のための資格情報入力

Sudo を有効にする sudo を使ってシステムをアップデートするには、こ
のオプションを選択します。

SSH ポート番号 SSH ポート番号を設定します。

サーバーユーザー名 選択したターゲットのサーバーユーザー名を設定し
ます。

サーバーパスワード 選択したターゲットのサーバーパスワードを設定し
ます。

iDRAC ユーザー名 選択したターゲットの iDRAC ユーザー名を設定しま
す。

iDRAC パスワード 選択したターゲット iDRAC パスワードを設定しま
す。
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インベントリ未施行システム

インベントリ未施行システム タブは、インベントリが必要なシステムの一覧を提供し、インベントリを行う

システムを選択して インベントリ をクリックします。

フィールド 説明

システム名 システムのドメイン名です。

検出された時間 検出された日付と時間です。

インベントリ日時 インベントリされた日付と時間です。

サーバーサブネットの位置 IP アドレスの範囲情報です。

関連リンク

サーバーの BIOS、ファームウェア、ドライバ、およびアプリケーションのアップデート

システムアップデートページの表示

システムアップデート - 参照

システムアップデート

システムのインベントリ

システムをインベントリするには、インベントリを行うシステム を選択し、インベントリの実行 をクリック

します。

すべてのシステムアップデートタスク

このページは、ソフトウェアアップデートタスクに関する追加情報を提供します。

フィールド 説明

タスク名 タスクの名前です。

タスクラベル タスクが何を行うかについての情報を提供します。

開始時刻 インベントリされた日付と時間です。

関連リンク

システムアップデート

問題と解決策

フィールド 説明

システム名 システムのドメイン名を表示します。

理由 サーバーに関連付けられた問題を表示します。

推奨 問題を解決するための解決策を表示します。

関連リンク

サーバーの BIOS、ファームウェア、ドライバ、およびアプリケーションのアップデート

システムアップデートページの表示

システムアップデート - 参照
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タスクの実行履歴

システムアップデートタスクの詳細を一覧表示します。

フィールド 説明

状態 タスクが有効か無効についての情報です。

タスク名 タスクの名前です。

開始時刻 システムのアップデートタスクが開始される時間と
日付です。

% 完了 タスクの進捗情報です。

タスク状況 これらのタスクの状況を提供します。

• 実行中

• 停止しました

• 完了

• 警告

メモ: システムのアップデートタスクの アップ
デート後は、必要に応じてデバイスを再起動し
ます のオプションが選択されていない場合、タ
スクのステータスに警告が表示されます。

正常 / ターゲット合計 タスクが正常に実行されたターゲットシステムの数
です。

End Time（終了時刻） システムのアップデートタスクが終了する時間と日
付です。

ユーザーにより実行済み ユーザー情報です。

カタログソースの選択

ソフトウェアのアップデートには、これらのオプションを選択して Dell FTP サイトにあるデフォルトのカタ

ログファイルを使用するか、代替となるソフトウェアアップデートパッケージファイルを提供します。

フィールド 説明

ファイルシステムソースを使用（SUU） これを選択し、Server Update Utility を使用してソフト
ウェアをアップデートします。参照 をクリックして
ファイルの場所にトラバースします。catalog.cab フ
ァイルは、リポジトリフォルダ内にあります。

Repository Manager ファイルを使用 これを選択し、Repository Manager ファイルを使用し
てソフトウェアをアップデートします。参照 をクリ
ックしてファイルの場所にトラバースします。
catalog.cab ファイルは、リポジトリフォルダ内にあ
ります。

オンラインソースを使用 これを選択し、Dell FTP サイトにあるソフトウェアア
ップデートパッケージを使用してソフトウェアをア
ップデートします。

メモ: SUU または Repository Manager を使用してカタログをインポートする場合、カタログファイルへの

パスが画面に表示されることがあります。ただし、参照 をクリックしてカタログファイルを手動で選択

することをお勧めします。
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Dell Update Package

Dell Update Package（DUP）は、システム上にある単一のソフトウェア要素をアップデートする、標準パッケ

ージフォーマットでの自己完結型実行ファイルです。DUP は、Dell PowerEdge システム、Dell デスクトップ、

および Dell ノートブック上の特定のソフトウェアコンポーネントをアップデートするために Dell が提供する

ソフトウェアユーティリティです。カスタム化されたバンドルおよびリポジトリは、サポートされるオペレ
ーティングシステム、アップデートの種類、フォームファクタおよび業務に基づいた DUP で構成されます。

Dell OpenManage Server Update Utility

Dell OpenManage Server Update Utility（SUU）は、システム用のアップデートを識別し、それを適用する DVD 
ベースのアプリケーションです。SUU は、バージョンの比較レポートを表示し、コンポーネントをアップデ

ートするための多様なオプションを提供します。

Repository Manager

Repository Manager は、サポートされる Microsoft Windows または Linux オペレーティングシステムを実行する

システムのために、カスタム化されたバンドルおよびアップデートのリポジトリと、関連アップデートのグ
ループを作成することが可能になるアプリケーションです。これにより、比較レポートの生成、およびリポ
ジトリのアップデートベースラインの確立が容易になります。Repository Manager を使用することによって、

お使いの Dell PowerEdge システム、Dell デスクトップ、または Dell ノートブックに最新の BIOS、ドライバ、

ファームウェアおよびソフトウェアアップデートが搭載されていることを確実にすることができます。

アクティブなカタログの表示

ソフトウェアアップデートを行うために現在使用されているカタログファイルを選択し、表示します。

フィールド 説明

ソース ソースを表示します。ソースは、Server Update Utility、
FTP、または Repository Manager のいずれかです。

ソースタイプ カタログファイルが取得されるソースの種類です。
例えば、Dell ftp サイトなどです。

リリース ID リリースされたカタログファイルに割り当てられた
固有の識別番号です。

リリース日 カタログファイルがリリースされた日です。

新しいバージョンが利用可能 新しいバージョンが利用可能かどうか表示します。
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16
リモートタスクの管理
リモートタスクについて

OpenManage Essentials のリモートタスク機能によって、次のことが可能です。

• ローカルおよびリモートシステムでのコマンドの実行、ローカルシステムでのバッチファイルおよび
実行可能ファイルの実行、およびローカルとリモートタスクのスケジュール。

メモ: このファイルは、リモートシステム上ではなく、OpenManage Essentials がインストールさ
れたシステムにある必要があります。

• システムの電源状態の変更。

• システムへの OpenManage Server Administrator の導入 。

• リモートタスクの表示。

• 右クリックによる任意のタスクの変更。

メモ: 実行中のタスクを停止する場合、タスクが正常に停止し、アップデートされたタスクステータスが

コンソールに反映されるまでに 3 ～ 4 分かかることがあります。

メモ: タスクの実行履歴 には、作成または削除したリモートタスクが、わずか数秒以内に反映されます。

メモ: システム資格情報を入力する際に、ユーザー名にスペースまたはピリオドが含まれる場合は、ユー

ザー名を引用符で囲む必要があります（例："localhost\johnny marr" または "us-domain\tim verlaine"）。スペ

ースとピリオドは、OpenMange System Administrator タスク、一般的なコマンドラインタスク（ローカル

システム）、OpenManage Systems Administrator 導入タスクのユーザー名で使用可能です。システムアッ

プデート（帯域内、OpenManage System Administrator 経由）もスペースとピリオドをサポートしていま

す。帯域外パッチ（RAC デバイス経由）または RACADM などのコマンドではユーザー名のスペースとピ

リオドをサポートしていません。

コマンドラインタスクの管理

カスタムコマンドを作成して、ローカルおよびリモートシステムで CLI コマンドを実行し、ローカルシステ

ムでバッチファイルおよび実行可能ファイルを実行できます。

例えば、セキュリティ監査を実行してシステムのセキュリティ状態に関する情報を収集するカスタムコマン
ドラインのタスクを作成できます。

メモ: リモート Server Administrator コマンド タスクには、選択したターゲット上で Windows Management 
Instrumentation サービスが実行されている必要があります。

コマンドラインタスクを作成するには、次の手順を行います。

1. OpenManage Essentials から、管理 → リモートタスク → 一般タスク → コマンドラインタスクの作成をク
リックします。

2. 一般 で、タスク名を入力します。

3. 次のオプションのいずれかを選択します。

– リモート Server Administrator コマンド — これを選択して、リモートサーバーで Server Administrtor 
コマンドを実行します。
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– 一般コマンド — これを選択して、コマンド、実行可能ファイル、またはバッチファイルを実行
します。

– IPMI コマンド — これを選択して、リモートシステムで IPMI コマンドを実行します。

– RACADM コマンドライン — これを選択して、リモートシステムで RACADM コマンドを実行しま
す。

4. 前手順での選択に基づいて、次を入力します。

– リモート Server Administrator コマンド を選択した場合は、コマンド、SSH ポート番号を入力し、
信頼済みキーを生成する場合は Linux 用の信頼済みキーの生成 を選択します。

– 一般コマンド、RACADM コマンドライン、または IPMI コマンド を選択した場合は、コマンドと
追記出力情報を入力します。追記出力情報の入力はオプションです。

5. タスクのターゲット で、次のいずれかを実行します。

– ドロップダウンリストでクエリを選択するか、新規 ボタンをクリックして新規クエリを作成しま
す。

– コマンドを実行するためのサーバーターゲットを選択します。該当するターゲットはデフォル
トで表示されます。詳細に関しては、「デバイス機能マトリクス」を参照してください。

6. スケジュールと資格情報 では、ユーザー資格情報を入力し、利用可能なオプションからタスクのスケジ
ュールを設定して、終了 をクリックします。

コマンドラインタスクの作成 ウィザードのフィールドの詳細については、「コマンドラインタスク」を

参照してください。

関連リンク

リモートタスク

リモートタスク - 参照

リモートタスクのホーム

コマンドラインタスク

すべてのタスク

デバイス機能マトリクス

RACADM コマンドラインタスクの管理

RACADM コマンドラインタスクは、リモート DRAC および iDRAC でコマンドを実行するために使用します。

たとえば、帯域外（OOB）チャネルを介した iDRAC の設定を行うため、RACADM タスクを実行します。RACADM 
コマンドラインタスクを管理するには、次の手順を実行します。

1. OpenManage Essentials から、管理 → リモートタスク → 一般タスク → コマンドラインタスクの作成 を
クリックします。

2. 一般 で、RACADM コマンドライン を選択してタスクの名前を入力します。

3. RACADM サブコマンド（たとえば、getsysinfo）を入力します。RACADM コマンドのリストは、
support.dell.com にアクセスしてください。

4. （オプション）ファイルへ出力 を選択して、複数のターゲットからタスクの出力をキャプチャします。
パスおよびファイル名を入力します。

– 選択したターゲットすべてからの情報をログするには、追加 を選択します。

– 検知されたエラーのすべてをログファイルに書き込むには、エラーを含める を選択します。

5. タスクのターゲット で、次のいずれかを実行します。

– ドロップダウンリストでクエリを選択するか、新規 ボタンをクリックして新規クエリを作成しま
す。

– ターゲットサーバーまたは DRAC / iDRAC を選択します。該当するターゲットはデフォルトで表
示されます。詳細に関しては、「デバイス機能マトリクス」を参照してください。
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6. スケジュールと資格情報 でスケジュールパラメータを設定し、ターゲット資格情報を入力してから 終
了 をクリックします。

関連リンク

リモートタスク

リモートタスク - 参照

リモートタスクのホーム

コマンドラインタスク

すべてのタスク

デバイス機能マトリクス

一般的なコマンドラインタスクの管理

一般的なコマンドラインタスクを使用して、バッチファイルや Powershell または VBS スクリプトなどのスク

リプトファイル、実行可能ファイル、コマンドなど、さまざまなタスクをローカル OpenManage Essentials シ
ステムで実行できます。タスクは常にローカル OpenManage Essentials システムで実行されますが、ローカル

タスクを構成して、多くのリモートデバイスまたはサーバー上で実行したり連携したりすることができます。

コマンドラインタスクにトークン（代替パラメーター）を入力して、スクリプトファイル、実行可能ファイ

ル、コマンド、またはバッチファイルに渡し、OpenManage Essentials で検出されるデバイス上でローカルス

クリプトを実行できます。

一般的なコマンドラインタスクを管理するには、次の手順を実行します。

1. OpenManage Essentials から、管理 → リモートタスク → 一般タスク → コマンドラインタスクの作成 を
クリックします。

2. 一般 タブで、一般コマンド を選択します。

3. 必要に応じて、タスク名を更新します。

4. ローカルシステムで実行するためのパスとコマンド（バッチ、スクリプト、または実行可能ファイル）
を入力します。

5. （オプション）コマンドの引数を入力します。$USERNAME および $PASSWORD を 引数 で使用すると、
スクリプト資格情報 で資格情報を入力することにより、コマンドに資格情報を渡すことができます。$IP 
または $RAC_IP を 引数 で使用すると、各ターゲットの IP アドレスをコマンドに渡すことにより、選択
されたターゲットに対してコマンドを実行できます。

メモ: 引数 フィールドに入力するトークンは、すべて大文字または小文字にする必要があります。

例えば、$HOSTNAME または $hostname にします。

メモ: トークンまたは引数を必要としないコマンドを実行している場合は、スクリプト資格情報 の
項と タスクのターゲット タブは表示されません。

6. （オプション）最初にデバイスに対して ping を実行する場合は、デバイスの ping を選択します。

7. （オプション）ファイルへ出力 を選択して、複数のターゲットからタスクの出力をキャプチャします。
パスおよびファイル名を入力します。

– 選択したターゲットすべてからの情報をログするには、追加 を選択します。

– 検知されたエラーのすべてをログファイルに書き込むには、エラーを含める を選択します。

8. タスクのターゲット で、次のいずれかを実行します。

– ドロップダウンリストでクエリを選択するか、新規 ボタンをクリックして新規クエリを作成しま
す。

– コマンドを実行するターゲットを選択します。

9. スケジュールと資格情報 で、OpenManage Essentials システムでコマンドを実行するための権限を持つロ
ーカル管理者資格情報を入力します。タスクのスケジュールを設定して、終了 をクリックします。

詳細に関しては、「トークンについて」と「一般コマンド」を参照してください。
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トークンについて

バッチ、スクリプト、または実行可能ファイルに値を渡すときに使用できるトークンは以下のとおりです。

• $IP および $RAC_IP — これらの引数を使用すると、コマンドラインタスクの作成 画面に タスクのター
ゲット タブが表示されます。タスクのターゲット タブでは、引数を渡すターゲットを選択できます。
$IP はサーバー IP の代わりに使用され、$RAC_IP は RAC (iDRAC) IP の代わりに使用されます。タスクの
ターゲット タブから、グループまたはデバイスを選択するか、動的クエリを使用できます。

• $USERNAME および $PASSWORD — 一部のインスタンスでは、バッチファイルまたはスクリプトファ
イルでリモートシステムに対する資格情報を指定する必要があります。$USERNAME または 
$PASSWORD が引数で使用されると、これらの値に対する スクリプト資格情報 の項が表示されます。
スクリプト資格情報 の項に入力された資格情報はコマンドラインに渡されます。いずれかの値また
は両方の値を渡すことができます。

メモ: スクリプト資格情報 の項には両方の値を入力する必要があります。1 つの値を使用する必
要がない場合は、フィールドに任意のテキストを入力すると、トークンが使用されない場合に無
視されます。

• $NAME — このトークンは、OpenManage Essentials デバイスツリー で見つかったシステムの名前を渡
します。多くの場合、この名前はシステムのホスト名ですが、一部のインスタンスでは、IP アドレス
か、Dell Rack System – SVCTAG1 などの文字列になることがあります。

スクリプトへのトークンの受け渡し

バッチファイルまたはスクリプトを使用している場合は、%1、%2、%3 の形式を使用して OpenManage 
Essentials から渡される値を受け取ってください。値は 引数 フィールドの左から右に入力された順番に渡さ

れます。

例えば、引数として $USERNAME $PASSWORD $IP $RAC_IP $NAME を使用する場合、バッチファイルとそれに

続く Echo %1 %2 %3 %4 %5 により、以下の結果が表示されます。

C:\Windows\system32>echo scriptuser scriptpw 10.36.1.180 10.35.155.111 M60505-W2K8x64 scriptuser scriptpw 
10.36.1.180 10.35.155.111 M60505-W2K8x64

メモ: 資格情報はプレーンテキストでコマンドラインに渡されます。タスクを後で実行するようにスケ

ジューリングしている場合は、資格情報は暗号化され、データベースに保存されます。資格情報は、タ
スクがスケジューリングされた時間に実行されたときに解読されます。ただし、前に作成されたタスク
で RUN オプションを使用している場合は、システムの管理者資格情報とスクリプト資格情報の両方を入

力してください。

サーバー電源オプションの管理

サーバーの電源を管理するためのタスクを作成することができます。

メモ: 電源タスクには、選択したターゲット上で Windows Management Instrumentation が実行されている

必要があります。

リモートタスクを作成するには、次の手順を実行します。

1. OpenManage Essentials から、管理 → リモートタスク → 一般タスク → 電源タスクの作成 をクリックし
ます。

2. 電源タスクの作成 の 一般 で、次を行います。

– タスク名を入力します。

– 電源オプションを選択します。必要に応じて、OS を最初にシャットダウンする を選択して、電
源タスクを開始する前にオペレーティングシステムをシャットダウンします。

3. タスクのターゲット で、次のいずれかを実行します。

– ドロップダウンリストでクエリを選択するか、新規 ボタンをクリックして新規クエリを作成しま
す。
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– コマンドを実行するサーバーターゲットを選択します。

4. スケジュールと資格情報 でスケジュールパラメータを設定し、ターゲット資格情報を入力してから 終
了 をクリックします。

電源タスクの作成 ウィザードのフィールドの詳細については、「サーバーの電源オプション」を参照してく

ださい。
関連リンク

リモートタスク

リモートタスク - 参照

リモートタスクのホーム

コマンドラインタスク

すべてのタスク

デバイス機能マトリクス

Server Administrator の導入

OpenManage Server Administrator の展開タスクには、選択したターゲットで次が必要となります。

• Windows Management Instrumentation サービスが実行されていること。

• デフォルトの Temp フォルダ（C:\Users\<username>\AppData\Local\Temp）を使用可能なこと。Temp が
削除されたり移動されたりしていないことを確認してください。

タスクを作成して、Windows または Linux オペレーティングシステムがインストールされたサーバーに 

OpenManage Server Administrator を導入できます。OpenManage Server Administrator の導入タスクをスケジュ

ールする日付と時間を計画することもできます。

OpenManage Server Administrator の導入タスクを作成するには、次の手順を実行します。

1. 管理 → リモートタスク → 一般タスク → 導入タスクの作成をクリックします。

2. 一般 で、タスク名を入力します。Windows ベースのサーバーに OpenManage Server Administrator を配置
する場合は、Windows を選択して、インストーラパスを入力し、必要に応じて、引数を指定します。Linux 
ベースのサーバーに OpenManage Server Administrator を配置する場合は、Linux を選択して、インストー
ラーパスを入力し、必要に応じて、引数を指定します。サポートされているパッケージと引数のリスト
（Window ベース用）については、「サポートされる Windows および Linux パッケージ」と「引数」を参
照してください。信頼できるキーの作成 を選択して、再起動の許可 を選択します。

メモ: Linux に Server Administrator を導入する前に、Server Administrator の必要条件をインストールし

ます。

3. タスクのターゲット で、次のいずれかを実行します。

– ドロップダウンリストでクエリを選択するか、新規 ボタンをクリックして新規クエリを作成しま
す。

– このタスクを実行するサーバーを選択し、次へをクリックします。

4. タスクを有効化するには、スケジュールと資格情報 でスケジュールパラメータを設定し、ユーザー資格
情報を入力します。

5. sudo を使用して Server Administrator を導入する場合は、Sudo を有効にする を選択し、SSH ポート 番号を
アップデートします。
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メモ: sudo を使用して OpenManage Server Administrator を導入する前に、新しいユーザーアカウント

を作成し、sudoers ファイルを visudo コマンドを使って編集し、以下を追加します。

– 32 ビットのオペレーティングシステムを実行しているターゲットシステムの場合：
Cmnd_Alias OMEUPDATE = /bin/tar,/bin/cat,/opt/dell/srvadmin/bin/
omexec,/tmp/LinuxPreInstallPackage/runbada,/tmp/
LinuxPreInstallPackage/omexec <sudo_username> ALL=OMEUPDATE, 
NOPASSWD:OMEUPDATE。

– 64 ビットのオペレーティングシステムを実行しているターゲットシステムの場合：
Cmnd_Alias OMEUPDATE = /bin/tar,/bin/cat,/opt/dell/srvadmin/bin/
omexec,/tmp/LinuxPreInstallPackage64/runbada,/tmp/
LinuxPreInstallPackage64/omexec <sudo_username> ALL=OMEUPDATE, 
NOPASSWD:OMEUPDATE。

メモ: SUSE Linux Enterprise Server および ESX ターゲットでは、sudo を使用した OpenManage Server 
Administrator の導入はサポートされていません。

6. 終了 をクリックします。

導入タスクの作成 ウィザードのフィールドの詳細については、「Server Administrator 導入タスク」を参照して

ください。

関連リンク

リモートタスク

リモートタスク - 参照

リモートタスクのホーム

コマンドラインタスク

すべてのタスク

デバイス機能マトリクス

サポートされる Windows および Linux パッケージ

Windows パッケージ

パッケージタイプ クリーンインストール メジャーバージョンアッ
プグレード（5.x → 6.x → 
7.x）

マイナーバージョンアッ
プグレード（6.x → 6.y）

.msi 対応 対応 対応

.msp 非対応 非対応 対応

.exe 非対応 対応 対応

Linux パッケージ

オペレーティングシステ
ム

パッケージ

SUSE Linux Enterprise 
Server 10

OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.SLES10.x86_64_A01.6.tar.gz
OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.SLES10.x86_64_A01.6.tar.gz.sign

SUSE Linux Enterprise 
Server 11

OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.SLES11.i386_A01.14.tar.gz
OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.SLES11.i386_A01.14.tar.gz.sign

VMware ESX 4 OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.ESX41.i386_A01.tar.gz
OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.ESX41.i386_A01.tar.gz.sign

Red Hat Enterprise Linux 5 OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.RHEL5.x86_64_A01.4.tar.gz
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オペレーティングシステ
ム

パッケージ

OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.RHEL5.x86_64_A01.4.tar.gz.sign

Red Hat Enterprise Linux 6 OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.RHEL6.x86_64_A01.5.tar.gz
OM-SrvAdmin-Dell-Web-LX-6.5.0-2247.RHEL6.x86_64_A01.5.tar.gz.sign

引数

クリーンインストール

コンポーネントインストール Linux 属性 Windows 属性

Server Administrator Web Server の
み

-w ADDLOCAL=IWS

Server Administrator Instrumentation 
のみ

-d ADDLOCAL=SA

Server Administrator Web Server お
よび Server Instrumentation

-w –d ADDLOCAL=ALL

アップグレード

• REINSTALL=ALL REINSTALLMODE=VOMUS — .msi パッケージを使用した Server Administrator マイナーバ
ージョンアップグレードに必要な引数です。

• /qn — サイレントインストールおよび無人インストールに使用されるオプションの引数です。

サンプルリモートタスクの使用例での作業

サンプルリモートタスクは、サーバーの電源オプション、Server Administrator の展開、およびコマンドライン

で使用可能です。サンプルリモートタスクの使用例は、デフォルトでは無効になっています。サンプルの使
用例を有効にするには、次の手順を実行します。

1. 使用例を右クリックして、クローン を選択します。

2. クローンされたタスク名 を入力して、OK をクリックします。

3. クローンされたタスクを右クリックして、編集 を選択します。

4. 必要な情報を入力して、タスクにターゲットを割り当てます。オプションの詳細については、「リモート
タスク — 参照」を参照してください。

関連リンク
リモートタスク
リモートタスク - 参照

リモートタスクのホーム
コマンドラインタスク
すべてのタスク
デバイス機能マトリクス

リモートタスクの使用例

サーバーの電源オプション

Sample-Power On Device（サンプル-デバイスの電源投入） — この使用例を有効化して、サーバーの電源をオ

ンにします。システムには、RAC/DRAC を設定する必要があります。
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Server Administrator の展開

Sample-OMSA Upgrade Windows（サンプル-Windows での OMSA アップグレード ）— この使用例を有効化し

て、Windows ベースのシステムで OpenManage Server Administrator をアップグレードします。

コマンドライン

• Windows OMSA アンインストールサンプル — この使用例を有効にして、Windows Server オペレーティ
ングシステムを実行しているシステム上の OMSA をアンインストールします。

• Linux OMSA アンインストールサンプル — この使用例を有効にして、Linux オペレーティングシステム
を実行しているシステム上の OMSA をアンインストールします。

• サーバー XML 設定サンプル — この使用例を有効にして、特定のサーバーの設定を複数の管理下ノー
ドに適用します。詳細に関しては、「サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用」を参
照してください。

• 汎用コマンドリモートサンプル — この使用例を有効にして、インベントリシステムの IP アドレスま
たは名前を受信するためのトークンを使用します。

メモ: このコマンドを使用するには、ローカルシステムの資格情報を入力する必要があります。

• 汎用コマンドローカルサンプル — この使用例を有効にして、OpenManage Essentials を使用するシステ
ムでコマンドまたはスクリプトを実行します。

メモ: このコマンドを使用するには、ローカルシステムの資格情報を入力する必要があります。

• IPMI コマンドサンプル — この使用例を有効にして、サーバーの電源状態の詳細を受信します。

• リモートコマンドサンプル — この使用例を有効にして、Server Administrator でシステム概要を表示し
ます。

• RACADM-SEL ログのクリアサンプル — この使用例を有効にして、RAC の SEL ログをクリアします。

• RACADM-リセットサンプル — この使用例を有効にして、RAC をリセットします。

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

サーバー XML 設定サンプル コマンドラインタスクの使用の必要条件は次の通りです。

• Dell Lifecycle Controller 2 バージョン 1.2 以降

• RACADM バージョン 7.2 以降

• ファームウェアバージョン 1.30.30 以降

• Express または Enterprise ライセンス

• iDRAC7

サーバー XML 設定サンプル コマンドラインタスクでは、特定のサーバー設定を複数の管理下ノードに適用す

ることができます。Dell Lifecycle Controller 2 バージョン 1.2 以降を使用すると、「サーバー設定のエクスポー

ト」操作によって、サーバーの設定概要を iDRAC から XML 形式でエクスポートすることができます。

メモ: Lifecycle Controller 2 を使用したサーバー設定概要のエクスポートの詳細に関しては、

DellTechCenter.com/LC にある、『設定 XML ワークフロー』ホワイトペーパーを参照してください。

サーバー設定概要 XML ファイルは、サーバー XML 設定サンプル コマンドラインタスクを使用して別の iDRAC 
に適用できます。

メモ: サーバー設定概要を 1 つの iDRAC から別の iDRAC に適用するには、これらの iDRAC 両方の世代、ラ

イセンス状態などが同じである必要があります。必須条件の詳細については、DellTechCenter.com/LC に
ある『Lifecycle Controller（LC）XML スキーマガイド』、『サーバー設定 XML ファイル』、および『設定 XML 
ワークフロー』ホワイトペーパーを参照してください。
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サーバー XML 設定サンプル コマンドラインタスクを使用するには、次の手順を実行します。

1. OpenManage Essentials リモートタスク ポータルで、サーバー XML 設定サンプル を右クリックして クロ
ーン をクリックします。

新しくクローンされたタスクの情報を入力 ダイアログボックスが表示されます。

2. クローンされたタスク名 を入力して、OK をクリックします。

3. 作成したクローンされたタスクを右クリックして、編集 をクリックします。

コマンドラインタスクの作成 ダイアログボックスが表示されます。

4. コマンド フィールドを編集し、OpenManage Essentials 管理ステーションのサーバー設定概要 xml ファイ
ルの位置を入力します。例：set –f c:\user1\server1.xml-t xml。ここで c:
\user1\server1.xml はサーバー設定概要 xml ファイルの位置です。

5. ターゲット タブで、サーバー設定を適用するための適切なターゲットを選択します。

6. スケジュールと資格情報 タブで、タスクの実行またはスケジュールを選択して、必要な資格情報を入力
します。

7. 終了 をクリックします。

デバイス機能マトリクス

以下のデバイス機能マトリクスは、タスクのターゲット タブに表示されるデバイスでサポートされるリモー

トタスクのタイプの情報について示しています。

リモートタスク
タイプ

Server 
Administrator 装
備の SNMP/WMI 
で検出されたす
べてのサーバー
（ESXi を除く）

Server 
Administrator 未
装備の WMI で
検出された 
Windows ベース
のサーバー

Server 
Administrator 未
装備の SSH で検
出された Linux 
ベースのサーバ
ー

IPMI で検出され
た DRAC/iDRAC

SNMP/WS-Man 
で検出された 
DRAC/iDRAC

DRAC / iDRAC が検出されなかった サーバーオペレーティングシステ
ムが検出されなかった

再起動 / パワー

サイクル操作

対応 対応 非対応 非対応 非対応

電源オフ操作 対応 対応 非対応 非対応 非対応

電源オン操作 非対応 非対応 非対応 対応 非対応

リモート Server 
Administrator コ
マンドタスク

対応 非対応 非対応 非対応 非対応

IPMI コマンドタ

スク

非対応 非対応 非対応 非対応 非対応

RACADM コマン

ドラインタスク

非対応 非対応 非対応 非対応 対応

サーバーまたは DRAC / iDRAC デバイスのデバイス機能は検出中に入力され、リモートタスクが各タスクタイ

プの使用可能なターゲットを判別するのに利用されます。機能は以下のパラメーターに基づいて入力されま
す。

• サーバーおよび DRAC/iDRAC を検出するために使用するプロトコル。例えば、IPMI、SNMP、など。

• Server Administrator がサーバーにインストールされている場合。

• DRAC / iDRAC で有効にされている設定。
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すべて有効にする チェックボックスを選択すると、デバイス機能をオーバーライドでき、すべての使用可能

なデバイスをタスクのターゲットとして選択できるようになります。

以下のデバイス機能マトリックスは、デバイス機能がオーバーライドされたときにデバイスでサポートされ
るリモートタスクのタイプの情報について示しています。

リモートタスク
タイプ

Server 
Administrator 装
備の SNMP/WMI 
で検出されたす
べてのサーバー
（ESXi を除く）

Server 
Administrator 未
装備の WMI で
検出された 
Windows ベース
のサーバー

Server 
Administrator 未
装備の SSH で検
出された Linux 
ベースのサーバ
ー

IPMI で検出され
た DRAC/iDRAC

SNMP/WS-Man 
で検出された 
DRAC/iDRAC

DRAC / iDRAC が検出されなかった サーバーオペレーティングシステ
ムが検出されなかった

再起動 / パワー

サイクル操作

対応 対応 非対応 非対応 非対応

電源オフ操作 対応 対応 非対応 非対応 非対応

電源オン操作 次の条件下でサ
ポートされま
す。

DRAC / iDRAC 情
報が取得され、
インベントリペ
ージに表示され
る。

IPMI オーバー 
LAN が DRAC / 
iDRAC デバイス
で有効になって
いる。

タスクのターゲ
ット タブで す
べてを有効にす
る を選択してい
る。

非対応 非対応 対応 次の条件下でサ
ポートされま
す。

IPMI オーバー 
LAN が DRAC / 
iDRAC デバイス
で有効になって
いる。

タスクのターゲ
ット タブで す
べてを有効にす
る を選択してい
る。

リモート Server 
Administrator コ
マンドタスク

非対応 非対応 非対応

IPMI コマンドタ

スク

非対応 非対応 非対応 非対応 非対応

RACADM コマン

ドラインタスク

次の条件下でサ
ポートされま
す。

DRAC / iDRAC 情
報が取得され、
インベントリペ
ージに表示され
る。

タスクのターゲ
ット タブで す
べてを有効にす
る を選択してい
る。

非対応 非対応 非対応 対応

関連リンク
コマンドラインタスクの管理

RACADM コマンドラインタスクの管理

サーバー電源オプションの管理

Server Administrator の導入

サンプルリモートタスクの使用例での作業
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サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

リモートタスク

リモートタスク - 参照
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17
リモートタスク - 参照
リモートタスク から、次を実行できます。

• ローカルとリモートのシステムでコマンドを実行、ローカルシステムでバッチファイルおよび実行可
能ファイルを実行、およびローカルとリモートのタスクをスケジュール。

• システムの電源状態の変更。

• システムへの OpenManage Server Administrator の導入 。

• リモートタスクの表示。

リモートタスク：

• 一般タスク

– コマンドラインタスクの作成

– 導入タスクの作成

– 電源タスクの作成

• リモートタスク

– サーバーの電源オプション

– Server Administrator の展開

– コマンドライン

関連リンク

コマンドラインタスクの管理

RACADM コマンドラインタスクの管理

サーバー電源オプションの管理

Server Administrator の導入

サンプルリモートタスクの使用例での作業

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

リモートタスクのホーム

コマンドラインタスク

すべてのタスク

デバイス機能マトリクス

リモートタスクのホーム

リモートタスクページを表示するには、OpenManage Essentials で、管理 → リモートタスク をクリックしま

す。
関連リンク

コマンドラインタスクの管理

RACADM コマンドラインタスクの管理

サーバー電源オプションの管理

Server Administrator の導入

サンプルリモートタスクの使用例での作業

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用
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リモートタスク

リモートタスク - 参照

リモートタスク 

リモートタスク ページには、次の情報がリストされます。

• すべてのタスク

• サーバーの電源オプション

• Server Administrator の展開

• コマンドライン

関連リンク

コマンドラインタスクの管理

RACADM コマンドラインタスクの管理

サーバー電源オプションの管理

Server Administrator の導入

サンプルリモートタスクの使用例での作業

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

リモートタスクのホーム

コマンドラインタスク

すべてのタスク

デバイス機能マトリクス

すべてのタスク

フィールド 説明

スケジュール状況 タスクが有効な場合に表示されます。

タスク名 タスクの名前です。

タスクラベル 実行されるタスクのタイプです。例えば、コマンド
ラインタスクの場合、表示されるオプションは、リ
モート Server Administrator コマンド、一般コマンド、
IPMI コマンド、および RACADM コマンドラインで
す。

最終実行 タスクを実行した最終日時の情報です。

作成日 タスクを作成した日時です。

更新日 タスクを実行した日時の情報です。

更新者 ユーザーの名前です。

関連リンク

コマンドラインタスクの管理

RACADM コマンドラインタスクの管理

サーバー電源オプションの管理

Server Administrator の導入

サンプルリモートタスクの使用例での作業

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

リモートタスク

リモートタスク - 参照
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タスクの実行履歴

システムアップデートタスクの詳細を一覧表示します。

フィールド 説明

状態 タスクが有効か無効についての情報です。

タスク名 タスクの名前です。

開始時刻 システムのアップデートタスクが開始される時間と
日付です。

% 完了 タスクの進捗情報です。

タスク状況 これらのタスクの状況を提供します。

• 実行中

• 停止しました

• 完了

• 警告

メモ: システムのアップデートタスクの アップ
デート後は、必要に応じてデバイスを再起動し
ます のオプションが選択されていない場合、タ
スクのステータスに警告が表示されます。

正常 / ターゲット合計 タスクが正常に実行されたターゲットシステムの数
です。

End Time（終了時刻） システムのアップデートタスクが終了する時間と日
付です。

ユーザーにより実行済み ユーザー情報です。

サーバーの電源オプション

このオプションを選択して、電源状態を変更したり、システムを再起動したりします。

フィールド 説明

General（一般）

タスク名 このサーバーの電源オプションに名前を指定しま
す。

タイプを選択 次のオプションから選択します。

• 再起動 — 電源を切らずにシステムを再起動
します。

• パワーサイクル — 電源を切ってから、システ
ムを再起動します。

メモ: このオプションを使用して正常な
シャットダウンを実行する前に、オペレ
ーティングシステムのシャットダウンオ
プションが設定されていることを確認し
てください。シャットダウンオプション
を設定せずにオペレーティングシステム
でこのオプションを使用すると、シャッ
トダウン操作を実行せずに、管理下シス
テムを再起動します。
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フィールド 説明

をクリックします。

• 電源オフ — システムの電源を切ります。

• 電源オン — システムの電源を入れます。こ
のオプションは、RAC を搭載したターゲット
システム上でのみ機能します。

OS を最初にシャットダウンする これを選択して、オペレーティングシステムをシャ
ットダウンしてから、サーバーの電源オプションタ
スクを実行します。

タスクのターゲット

クエリの選択 ドロップダウンリストからクエリを選択します。新
しいクエリを作成するには、新規 をクリックします。

このタスクのターゲットとなるデバイスの選択 このタスクを割り当てるデバイスを選択します。

すべて有効化 デバイス機能を上書きし、すべての利用可能デバイ
スをタスクのターゲットとして選択可能にします。

スケジュールと資格情報

スケジュールの設定 次のオプションから選択します。

• アクティブなスケジュール — このオプショ
ンを選択して、タスクのスケジュールをアク
ティブにします。

• 今すぐ実行 — このオプションを選択して、た
だちにタスクを実行します。

• スケジュールの設定 — このオプションを選
択して、タスクを実行する日時を設定します。

• 1 度実行 — このオプションを選択して、計画
したスケジュールを 1 度だけ実行します。

• 定期的 — このオプションを選択して、指定間
隔でタスクを頻繁に実行します。

– 毎時 — このオプションを選択して、
タスクを 1 時間に 1 度実行します。

– 毎日 — タスクを 1 日に 1 度実行しま
す。

– 毎週 — タスクを週に 1 度実行しま
す。

– 毎月 — タスクを月に 1 度実行しま
す。

反復の範囲：

• 開始 — タスクの開始日時を指定します。

• 終了日なし — 選択した頻度に基づいてこの
タスクを継続的に実行します。例えば、毎時
を選択した場合、このタスクは、開始時刻か
ら 1 時間ごとに 1 回継続的に実行されます。

• 終了日 — タスクを指定した日時に停止しま
す。

ユーザー名とパスワードを入力 ユーザー名 — ドメイン\ユーザー名またはローカル
ホスト\ユーザー名の形式で入力します。

パスワード — パスワードを入力します。
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フィールド 説明

電源オン は、iDRAC 搭載のターゲットシステムでの
み動作し、電源オン タスクの実行には IPMI 資格情報
を使用します。

電源オン を選択した場合は、KG キーを入力します。

KG キー — KG キーを入力します。DRAC は IPMI KG 
キーもサポートしています。個々の BMC は、ユーザ
ーの資格情報のほかにアクセスキーも要求するよう
に設定されています。KG キーは、電源オンタスクの
場合にのみ要求され、それ以外のタスクは IPMI タス
クではないため要求されません。

メモ: KG キーは、ファームウェアとアプリケーシ
ョン間で使用される暗号化キーを生成するため
に使用する公開キーで、Dell PowerEdge y9xx 以降
のシステムでのみ利用できます。KG キーの値
は、16 進数文字の偶数です。このフォーマット 
yxxx では、y は英数文字を示し、x は数字を示し
ます。

関連リンク
サーバー電源オプションの管理
デバイス機能マトリクス

Server Administrator の導入タスク

このオプションを選択して、選択したサーバーに Server Administrator を導入するタスクを作成します。

フィールド 説明

General（一般）

タスク名 タスクの名前を入力します。

タイプを選択 以下のオプションからターゲットタイプを選択しま
す。

• Windows
• Linux

インストーラパス Server Administrator インストーラを使用できる場所
です。

Windows の場合、.dup、.msi、および .msp のファイル
拡張子の付いたパッケージを使用できます。msi パ
ッケージでは Server Administrator インストールとア
ップグレードが可能であり、dup パッケージと msp 
パッケージでは Server Administrator アップグレード
のみが可能です。

Linux の場合、tar.gz ファイル拡張子の付いたパッケー
ジを使用できます。

Linux の場合、検証用に .sign ファイルが必要で
す。.sign ファイルは、tar.gz ファイルと同じフォルダ
内に存在しなければなりません。

引数のインストール （オプション）引数を指定します。

Windows では次のようなパラメータがあります。

• ADDLOCAL = IWS — Server Administrator Web 
サーバーのみ
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• ADDLOCAL = SSA — サーバー計装のみ

Linux では次のようなパラメータがあります。

• -w - Server Administrator Web サーバーのみ

• -d - サーバー計装のみ

引数の完全なリストについては、support.dell.com/
manuals にある『Dell OpenManage Installation and 
Security User's Guide』（Dell OpenManage インストー
ルとセキュリティ ユーザーズガイド）を参照してく
ださい。

信頼できるキーの生成 Linux を選択した場合にこのオプションを使用でき
ます。このオプションを選択して、信頼できるキー
を生成します。

64 ビットシステム Server Administrator の 64 ビットバージョンを管理対
象ノードに導入する場合は、このオプションを選択
します。

再起動の許可（必要な場合） このオプションを選択して、サーバーに Server 
Administrator を展開したら、このサーバーを再起動し
ます。

タスクのターゲット

クエリの選択 ドロップダウンリストからクエリを選択します。新
しいクエリを作成するには、新規 をクリックします。

このタスクのターゲットとなるサーバーの選択 このタスクを割り当てるサーバーを選択します。

スケジュールと資格情報

スケジュールの設定 次のオプションから選択します。

• アクティブなスケジュール — このオプショ
ンを選択して、タスクのスケジュールをアク
ティブにします。

• 今すぐ実行 — このオプションを選択して、た
だちにタスクを実行します。

• スケジュールの設定 — このオプションを選
択して、タスクを実行する日時を設定します。

リモートターゲットの資格情報を入力

ユーザー名 ドメイン\ユーザー名 または ローカルホスト\ユーザ
ー名 の形式で入力します。

パスワード パスワードを入力します。

Sudo を有効にする Sudo を使用して Server Administrator を導入するには
このオプションを選択します。

SSH ポート SSH ポート番号を設定します。

関連リンク
Server Administrator の導入

デバイス機能マトリクス

コマンドラインタスク

このオプションを選択して、コマンドラインタスクを作成します。
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タスク名 タスクの名前を入力します。

リモート Server Administrator コマンド このオプションを選択して、選択したサーバーでリ
モート Server Administrator コマンドを実行します。

一般コマンド このオプションを選択して、OpenManage Essentials 
が搭載されたシステム上で実行可能ファイルとコマ
ンドを実行します。

IPMI コマンド このオプションを選択して、選択したサーバーで 
IPMI コマンドを実行します。

RACADM コマンドライン このオプションを選択して、選択したサーバーで 
RACADM コマンドを実行します。

関連リンク

コマンドラインタスクの管理

RACADM コマンドラインタスクの管理

サーバー電源オプションの管理

Server Administrator の導入

サンプルリモートタスクの使用例での作業

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

リモートタスク

リモートタスク - 参照

リモート Server Administrator コマンド

一般コマンド

IPMI コマンド

RACADM コマンドライン

リモート Server Administrator コマンド

フィールド 説明

コマンド コマンドを指定します。例えば、omereport 
system summary があります。

デバイスの ping このオプションは、デバイスにタスクを実行する前
に、そのデバイスが到達可能かどうかを検証するた
めの ping テストを実行します。このオプションは、

$IP または $RAC_IP を使用しているときに使用でき、

到達不能なデバイスをスキップするため、実行にか
かる時間を削減できます。

ファイルへ出力 これを選択して、ログファイルに出力できるように
します。このオプションは、標準出力をキャプチャ
して、ログファイルに書き込みます。このオプショ
ンを選択する場合は、ログファイルのパス名とファ
イル名を入力します。このオプションは、デフォル
トで無効になっています。

追加 これを選択して、完了したコマンドからの出力を指
定したファイルに追加します。ファイルが存在しな
い場合は、ファイルが作成されます。

エラーを含める これを選択して、すべての OpenManage Essentials の
検出エラーをログファイルに書き込みます。たとえ
ば、コマンド実行前の ping 要求に対して応答がなけ
れば、ログファイルにエラーが書き込まれます。
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SSH ポート番号 Linux 管理下システムにセキュアシェル（SSH）ポー
ト番号を指定します。ポート番号のデフォルト値は 
22 です。

Linux 用の信頼できるキーの生成 このオプションを選択して、デバイスとの通信用に
信頼できるデバイスキーを生成します。このオプシ
ョンは、デフォルトで無効になっています。

メモ: OpenManage Essentials は、Linux オペレーテ

ィングシステムを搭載したシステムと初めて通
信するときに、両方のデバイスでキーを生成し
て保存します。このキーはデバイスごとに生成
され、管理下デバイスとの信頼関係を可能にし
ます。

タスクのターゲット

クエリの選択 ドロップダウンリストからクエリを選択します。新
しいクエリを作成するには、新規 をクリックします。

このタスクのターゲットとなるサーバーの選択 このタスクを割り当てるサーバーを選択します。

すべて有効化 デバイス機能を上書きし、すべての利用可能デバイ
スをタスクのターゲットとして選択可能にします。

スケジュールと資格情報

スケジュールの設定 次のオプションから選択します。

• アクティブなスケジュール — このオプショ
ンを選択して、タスクのスケジュールをアク
ティブにします。

• 今すぐ実行 — このオプションを選択して、た
だちにタスクを実行します。

• スケジュールの設定 — このオプションを選
択して、タスクを実行する日時を設定します。

• 1 度実行 — このオプションを選択して、計画
したスケジュールを 1 度だけ実行します。

• 定期的 — このオプションを選択して、指定間
隔でタスクを頻繁に実行します。

– 毎時 — このオプションを選択して、
タスクを 1 時間に 1 度実行します。

– 毎日 — タスクを 1 日に 1 度実行しま
す。

– 毎週 — タスクを週に 1 度実行しま
す。

– 毎月 — タスクを月に 1 度実行しま
す。

反復の範囲：

• 開始 — タスクの開始日時を指定します。

• 終了日なし — 選択した頻度に基づいてこの
タスクを継続的に実行します。例えば、毎時
を選択した場合、このタスクは、開始時刻か
ら 1 時間ごとに 1 回継続的に実行されます。

• 終了日 — タスクを指定した日時に停止しま
す。
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リモートターゲットの資格情報を入力 ユーザー名 — ドメイン\ユーザー名またはローカル
ホスト\ユーザー名の形式で入力します。

パスワード — パスワードを入力します。

関連リンク

コマンドラインタスク

コマンドラインタスクの管理

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

一般コマンド

フィールド 説明

タスク名 タスクの名前を入力します。デフォルトでは、タス
ク名が次のフォーマットで入力されています。

<タスク名>-<日時>。
コマンド アプリケーションプログラムを起動する実行可能フ

ァイル、コマンド、またはスクリプトファイルの完
全修飾パス名およびファイル名を入力します。

• Tracert
• C:\scripts\trace.bat
• D:\exe\recite.exe

引数 コマンドまたは実行可能ファイルへのコマンドライ
ンスイッチを入力するか、スクリプトまたはバッチ
ファイルに値を渡します。例えば、-4 $IP です。この
引数が tracert コマンドに渡されると、タスクのター
ゲット タブで選択されたサーバーの IP に対して 
IPV4 のみの Traceroute が実行されます。実行される
コマンドは tracert -4 10.35.0.55 になりま
す。

詳細に関しては、「トークンについて」を参照してく

ださい。

デバイスの ping このオプションは、デバイスにタスクを実行する前
に、そのデバイスが到達可能かどうかを検証するた
めの ping テストを実行します。このオプションは、

$IP または $RAC_IP を使用しているときに使用でき、

到達不能なデバイスをスキップするため、実行にか
かる時間を削減できます。

ファイルへ出力 これを選択して、ログファイルに出力できるように
します。このオプションは、実行中のアプリケーシ
ョンからの出力をキャプチャして、ログファイルに
書き込みます。このオプションを選択する場合は、
ログファイルのパス名とファイル名を入力する必要
があります。このオプションは、デフォルトで無効
になっています。

追加 タスクを複数回実行する場合、このオプションを選
択して、同じファイルへの書き込みを続行します。

エラーを含める これを選択して、すべての OpenManage Essentials の
検出エラーをログファイルに書き込みます。たとえ
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ば、コマンド実行前の ping 要求に対して応答がなけ
れば、ログファイルにエラーが書き込まれます。

スケジュールと資格情報

スケジュールの設定 次のオプションから選択します。

• アクティブなスケジュール — このオプショ
ンを選択して、タスクのスケジュールをアク
ティブにします。

• 今すぐ実行 — このオプションを選択して、た
だちにタスクを実行します。

• スケジュールの設定 — このオプションを選
択して、タスクを実行する日時を設定します。

• 1 度実行 — このオプションを選択して、計画
したスケジュールを 1 度だけ実行します。

• 定期的 — このオプションを選択して、指定間
隔でタスクを頻繁に実行します。

– 毎時 — このオプションを選択して、
タスクを 1 時間に 1 度実行します。

– 毎日 — タスクを 1 日に 1 度実行しま
す。

– 毎週 — タスクを週に 1 度実行しま
す。

– 毎月 — タスクを月に 1 度実行しま
す。

反復の範囲：

• 開始 — タスクの開始日時を指定します。

• 終了日なし — 選択した頻度に基づいてこの
タスクを継続的に実行します。例えば、毎時
を選択した場合、このタスクは、開始時刻か
ら 1 時間ごとに 1 回継続的に実行されます。

• 終了日 — タスクを指定した日時に停止しま
す。

このシステムのこのタスクを実行するために適切な
権限を持つ資格情報を入力

ユーザー名 — OpenManage Essentials ユーザー資格
情報をドメイン\ユーザー名またはローカルホスト
\ユーザー名の形式で入力します。

パスワード — パスワードを入力します。

関連リンク

コマンドラインタスク

コマンドラインタスクの管理

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

IPMI コマンド

フィールド 説明

コマンド 選択したターゲットで実行する IPMI コマンドを入力
します。

デバイスの ping このオプションは、デバイスにタスクを実行する前
に、そのデバイスが到達可能かどうかを検証するため
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の ping テストを実行します。このオプションは、$IP 
または $RAC_IP を使用しているときに使用でき、到達

不能なデバイスをスキップするため、実行にかかる時
間を削減できます。

ファイルへ出力 これを選択して、ログファイルに出力できるようにし
ます。このオプションは、実行中のアプリケーション
からの出力をキャプチャして、ログファイルに書き込
みます。このオプションを選択する場合は、ログファ
イルのパス名とファイル名を入力する必要がありま
す。このオプションは、デフォルトで無効になってい
ます。

追加 これを選択して、完了したコマンドからの出力を指定
したファイルに追加します。ファイルが存在しない
場合は、ファイルが作成されます。

エラーを含める これを選択して、すべての OpenManage Essentials の
検出エラーをログファイルに書き込みます。たとえ
ば、コマンド実行前の ping 要求に対して応答がなけ
れば、ログファイルにエラーが書き込まれます。

タスクのターゲット

クエリの選択 ドロップダウンリストからクエリを選択します。新
しいクエリを作成するには、新規 をクリックします。

このタスクのターゲットとなるサーバーの選択 このタスクを割り当てるサーバーを選択します。

すべて有効化 デバイス機能を上書きし、すべての利用可能デバイス
をタスクのターゲットとして選択可能にします。

スケジュールと資格情報

スケジュールの設定 次のオプションから選択します。

• アクティブなスケジュール — このオプショ
ンを選択して、タスクのスケジュールをアク
ティブにします。

• 今すぐ実行 — このオプションを選択して、た
だちにタスクを実行します。

• スケジュールの設定 — このオプションを選
択して、タスクを実行する日時を設定します。

• 1 度実行 — このオプションを選択して、計画
したスケジュールを 1 度だけ実行します。

• 定期的 — このオプションを選択して、指定間
隔でタスクを頻繁に実行します。

– 毎時 — このオプションを選択して、タ
スクを 1 時間に 1 度実行します。

– 毎日 — タスクを 1 日に 1 度実行しま
す。毎週 — タスクを週に 1 度実行し
ます。

– 毎月 — タスクを月に 1 度実行します。

反復の範囲：

• 開始 — タスクの開始日時を指定します。

• 終了日なし — 選択した頻度に基づいてこの
タスクを継続的に実行します。例えば、毎時
を選択した場合、このタスクは、開始時刻か
ら 1 時間ごとに 1 回継続的に実行されます。

175



フィールド 説明

• 終了日 — タスクを指定した日時に停止しま
す。

ターゲットのリモートアクセスコントローラ資格情報を入力

ユーザー名 RACADM タスクには IPMI 資格情報が必要です。この
タスクを実行するには IPMI 資格情報を入力してくだ
さい。

パスワード パスワードを入力します。

KG キー KG キー値を入力します。DRAC は IPMI KG キーもサ
ポートしています。個々の BMC または DRAC は、ユ
ーザーの資格情報のほかにアクセスキーも要求する
ように設定されています。

メモ: KG キーは、ファームウェアとアプリケーシ

ョン間で使用される暗号化キーを生成するため
に使用する公開キーです。KG キーの値は、16 進
数文字の偶数です。

関連リンク

コマンドラインタスク

コマンドラインタスクの管理

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用

RACADM コマンドライン

フィールド 説明

コマンド サーバーで実行する RACADM コマンドを入力しま
す。

デバイスの ping このオプションは、デバイスにタスクを実行する前
に、そのデバイスが到達可能かどうかを検証するた
めの ping テストを実行します。このオプションは、
$IP または $RAC_IP を使用しているときに使用でき、
到達不能なデバイスをスキップするため、実行にか
かる時間を削減できます。

ファイルへ出力 これを選択して、ログファイルに出力できるように
します。このオプションは、実行中のアプリケーシ
ョンからの出力をキャプチャして、ログファイルに
書き込みます。このオプションを選択する場合は、
ログファイルのパス名とファイル名を入力する必要
があります。このオプションは、デフォルトで無効
になっています。

追加 これを選択して、完了したコマンドからの出力を指
定したファイルに追加します。ファイルが存在しな
い場合は、ファイルが作成されます。

エラーを含める これを選択して、すべての OpenManage Essentials の
検出エラーをログファイルに書き込みます。たとえ
ば、コマンド実行前の ping 要求に対して応答がなけ
れば、ログファイルにエラーが書き込まれます。

タスクのターゲット

クエリの選択 ドロップダウンリストからクエリを選択します。新
しいクエリを作成するには、新規 をクリックします。
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このタスクのターゲットとなるサーバーの選択 このタスクを割り当てるサーバーを選択します。

すべて有効化 デバイス機能を上書きし、すべての利用可能デバイ
スをタスクのターゲットとして選択可能にします。

スケジュールと資格情報

スケジュールの設定 次のオプションから選択します。

• アクティブなスケジュール — このオプショ
ンを選択して、タスクのスケジュールをアク
ティブにします。

• 今すぐ実行 — このオプションを選択して、た
だちにタスクを実行します。

• スケジュールの設定 — このオプションを選
択して、タスクを実行する日時を設定します。

• 1 度実行 — このオプションを選択して、計画
したスケジュールを 1 度だけ実行します。

• 定期的 — このオプションを選択して、指定間
隔でタスクを頻繁に実行します。

– 毎時 — このオプションを選択して、
タスクを 1 時間に 1 度実行します。

– 毎日 — タスクを 1 日に 1 度実行しま
す。

– 毎週 — タスクを週に 1 度実行しま
す。

– 毎月 — タスクを月に 1 度実行しま
す。

反復の範囲：

• 開始 — タスクの開始日時を指定します。

• 終了日なし — 選択した頻度に基づいてこの
タスクを継続的に実行します。例えば、毎時
を選択した場合、このタスクは、開始時刻か
ら 1 時間ごとに 1 回継続的に実行されます。

• 終了日 — タスクを指定した日時に停止しま
す。

ターゲットのリモートアクセスコントローラ資格情
報を入力

ユーザー名 — RACADM タスクには IPMI 資格情報が
必要です。このタスクを実行するには IPMI 資格情
報を入力してください。

パスワード — パスワードを入力します。

関連リンク

コマンドラインタスク

コマンドラインタスクの管理

サーバー XML 設定サンプルコマンドラインタスクの使用
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18
セキュリテイ設定の管理
セキュリティの役割および許可の使用

OpenManage Essentials は、役割ベースアクセス制御（RBAC）、認証、および暗号化を介してセキュリティを

提供します。RBAC は、特定の役割を持つ人によって実行される操作を決定することにより、セキュリティを

管理します。各ユーザーはそれぞれ、1 つ、または複数の役割を割り当てられ、各役割には、その役割でユ

ーザーが許可される 1 つ、または複数のユーザー特権が割り当てられます。RBAC の使用により、セキュリテ

ィ管理は組織の構成に細かく対応します。

OpenManage Essentials の役割、およびそれらに関連付けられた許可は次のとおりです。

• OmeUsers は制限付きのアクセスと特権を持ち、OpenManage Essentials で読み取り限定の操作を実行で
きます。コンソールにログインでき、検出タスクとインベントリタスクの実行、設定の表示、イベン
トの承認を行うことができます。Windows ユーザーグループは、このグループのメンバーです。

• OmeAdministrators は OpenManage Essentials 内のすべての操作に対する完全なアクセス権を保有しま
す。Windows 管理者グループは、このグループのメンバーです。

• OmeSiteAdministrators は、OpenManage Essentials 内のすべての操作に対する完全なアクセス権を持ち
ます。次の特権および制限があります。

– デバイスツリーの すべてのデバイス に限り、カスタムデバイスグループの作成可能。
OmeAdministrators によって割り当てられたカスタムデバイスグループに限り、リモートおよび
システムアップデートタスクの作成可能。

* カスタムデバイスグループの編集不可。

* カスタムデバイスグループの削除可能。

– OmeAdministrators によって OmeSiteAdministrators に割り当てられたデバイスグループ上に限
り、リモートおよびシステムアップデートタスクの作成可能。

– 作成されたリモートおよびシステムアップデートタスクに限り実行および削除可能。

* リモートタスクの編集不可。タスクスケジュールの有効化または無効化を含む。

* リモートまたはシステムアップデートタスクのクローン不可。

* 自身が作成したタスクのみが削除可能。

– デバイスの削除可能。

– デバイスクエリの編集またはターゲット不可。

– デバイスグループ許可 ポータルの編集不可、およびポータルへのアクセス不可。

– デバイスクエリに基づいたリモートおよびシステムアップデートのタスクの作成不可。

メモ: ユーザーの役割またはデバイスグループ権限に対する変更は、ユーザーがログアウトして
から再度ログインしないと有効になりません。

• OmePowerUsers は OmeAdministraors と同じ特権を保有しますが、プリファランスの編集はできません。

Microsoft Windows 認証

対応する Windows オペレーティングシステム用の OpenManage Essentials 認証は、Windows NT LAN Manager
（NTLM）モジュールを使用して認証するオペレーティングシステムのユーザー認証システムに基づいていま
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す。ネットワークでは、この基本認証システムで OpenManage Essentials のセキュリティをネットワークの全

体的なセキュリティスキーム統合することが可能になります。

ユーザー特権の割り当て

OpenManage Essentials をインストールする前にユーザー特権を OpenManage Essentials ユーザーに割り当てる

必要はありません。次の手順は、OpenManage Essentials ユーザーの作成と Windows オペレーティングシステ

ム用のユーザー特権を割り当てるための段階的な手順を説明します。

メモ: これらの手順を実行するには、システム管理者特権でログインしてください。

メモ: ユーザーの作成およびユーザーグループの割り当てに関する質問、またはその他詳細手順について

は、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

1. Windows のデスクトップで、スタート → すべてのプログラム → 管理ツール → コンピュータの管理 を
クリックします。

2. コンソールツリーで、ローカルユーザーとグループ を展開して、グループ をクリックします。

3. OmeAdministrators、OMEPowerUsers、または OmeUsers グループをダブルクリックして、新規ユーザーを
追加します。

4. 追加 をクリックして、追加するユーザー名を入力します。名前をチェックして検証 をクリックしてか
ら、OK をクリックします。

新しいユーザーは、割り当てられたグループのユーザー特権で OpenManage Essentials にログインできま

す。

カスタム SSL 証明書の使用（オプション）

OpenManage Essentials デフォルト設定により、環境内でセキュアな通信が確立できるようになります。ただ

し、暗号化に自分の SSL 証明書を利用したいユーザーがいる場合もあります。

新規ドメインの証明書を作成するには、次の手順を実行します。

1. スタート → すべてのプログラム → 管理ツール → IIS（インターネット情報サービス）マネージャ の順
に選択して、IIS（インターネット情報サービス）マネージャを開きます。

2. <サーバー名> を展開して、サーバー証明書 → サイト をクリックします。

3. ドメイン証明書の作成 をクリックして、必要な情報を入力します。

メモ: ドメイン管理者が証明書をクライアントに発行するまで、すべてのシステムが証明書エラーを

表示します。

IIS サービスの設定

カスタム SSL 証明書を使用するには、OpenManage Essentials がインストールされているシステムに IIS サービ

スを設定する必要があります。

1. スタート → すべてのプログラム → 管理ツール → IIS（インターネット情報サービス）マネージャ の順
に選択して、IIS（インターネット情報サービス）マネージャを開きます。

2. <サーバー名> → サイト と展開します。

3. DellSystemEssentials で右クリックして、バインドの編集 を選択します。

4. サイトバインド で https バインド を選択し、編集 をクリックします。

5. サイトバインドの編集 で、SSL 証明書 ドロップダウンリストからお使いのカスタム SSL 証明書を選択
し、OK をクリックします。
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OpenManage Essentials でサポートされるプロトコルおよびポ
ート

管理ステーションでサポートされるプロトコルおよびポート

ポート番号 プロトコ
ル

ポートタイ
プ

最大暗号化レベル 方向 使用状況

21 FTP TCP なし 入力 / 出力 ftp.dell.com にアクセス。

25 SMTP TCP なし 入力 / 出力 オプションの電子メールアラ
ート処置。

162 snmp UDP なし 入力 SNMP を使用したイベントの
受信。

1278 HTTP TCP なし 入力 / 出力 Web GUI。Dell Lifecycle 
Controller にパッケージをダウ
ンロード。

1279 専有 TCP なし 入力 / 出力 タスクをスケジュール。

1433 専有 TCP なし 入力 / 出力 オプションのリモート SQL 
Server アクセス。

2606 専有 TCP なし 入力 / 出力 ネットワーク監視。

2607 HTTPS TCP 128 ビット SSL 入力 / 出力 Web GUI。

管理下ノードでサポートされるプロトコルおよびポート

ポート
番号

プロトコル ポート
タイプ

最大暗号化レ
ベル

方向 使用状況

22 SSH TCP 128 ビット 入力 / 
出力

コンテキストアプリケーションの起動 — Server 
Administrator に対する SSH クライアントリモート
ソフトウェアアップデート — Linux システムにお
ける Linux オペレーティングシステムの パフォー
マンス監視をサポートするシステム用。

80 HTTP TCP なし 入力 / 
出力

コンテキストアプリケーションの起動 — 
PowerConnect コンソール。

135 RPC TCP なし 入力 / 
出力

CIM を使用した Server Administrator からのイベン
トの受信 — Windows オペレーティングシステム
をサポートするシステム用。

Server Administrator へのリモートソフトウエアア
ップデート転送 — Windows オペレーティングシ
ステムのリモートコマンドラインをサポートする
システム用 — Windows オペレーティングシステ
ムをサポートするシステム用。

161 snmp UDP なし 入力 / 
出力

SNMP クエリ管理。

623 RMCP UDP なし 入力 / 
出力

LAN を使用した IPMI アクセス。
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ポート
番号

プロトコル ポート
タイプ

最大暗号化レ
ベル

方向 使用状況

143 専有 TCP なし 入力 / 
出力

オプションのリモート SQL Server アクセス。

443 専用 /
WSMAN

TCP なし 入力 / 
出力

EMC ストレージ、iDRAC6、および iDRAC7 検出と
インベントリ。

3389 RDP TCP 128 ビット SSL 入力 / 
出力

コンテキストアプリケーションの起動 — 
Windows ターミナルサービスへのリモートデスク
トップ。

6389 専有 TCP なし 受信 / 
送信

ストレージシステムでホストシステム（NaviCLI/
NaviSec CLI または Navisphere ホストエージェン
ト経由）と Navisphere アレイエージェント間の通
信を有効にします。

182



19
トラブルシューティング
OpenManage Essentials トラブルシューティングツール

OpenManage Essentials トラブルシューティングツールは、OpenManage Essentials と共にインストールされる

スタンドアローンツールです。トラブルシューティングツールは、検出およびアラートの問題の原因である
ことが多い、さまざまなプロトコル関連の問題に使用できます。

このツールでは、リモートノードに関する問題を特定するために、次のプロトコルに特有の診断を利用でき
ます。

• データベース — リモートボックスに存在するユーザー定義データベースをすべて取得します。

• Dell|EMC — Dell|EMC ストレージデバイスへの接続を確認します。

• ICMP — ローカルボックスからリモートデバイスを ping できるかどうかを確認します。

• IPMI — BMC/iDRAC に接続するための IPMI プロトコルを確認します。

• 名前解決 — 解決された名前をローカルボックスから取得できるかどうかを確認します。

• OpenManage Server Administrator Remote Enablement — このテストは、Dell OpenManage Server 
Administrator の Remote Enablement 機能が管理下ノード（Remote Enablement コンポーネントがインスト
ールされた Dell OpenManage Server Administrator）上で動作しているかどうかを確認するのに役立ちま
す。このツールは、Administrator Distributed Web Server（DWS）と同じように動作し、WSMAN プロト
コルを使用して Server Administrator 管理ノード計装エージェントに接続します。

接続に成功するには、管理ノードに OpenManage Server Administrator がインストールされていて 

Remote Enablement 機能が動作している必要があります。

• ポート — 指定したポートを管理ノードがリスニング中かどうかを確認します。1～65、535 のポート番
号を指定できます。

• PowerVault モジュラディスクアレイ — PowerVault ストレージデバイスへの接続に PowerVault モジュ
ラーディスクストレージアレイプロトコルが使用されているかどうかを確認します。

• サービス — SNMP プロトコルを使用して、管理ノード上で実行中のサービスを取得します。

• SNMP — 必要な SNMP コミュニティ文字列を使用して、リモートノードへの SNMP 接続を確認し、再
試行してタイムアウトになります。まず MIB-II エージェント、次に他のエージェントへの接続を試行
してデバイスの種類を検出します。トラブルシューティングツール は、デバイスからのその他のエー
ジェント固有情報の収集も行います

• SSH — 管理ノードへの接続に SSH プロトコルが使用されているかどうかを確認します。

• WMI — リモートノードへの WMI/CIM 接続を確認します。デフォルトの再試行回数およびタイムアウ
ト値が内部で使用されます。

• WSMAN — リモートノード上の WSMAN クライアントへの接続を試行します。テストを使用して、
WSMAN 仕様をサポートしている iDRAC、ESX、および他のデバイスの接続性に関する問題を検証でき
ます。このテストはそれらのデバイスに接続し、リモートデバイス上で有効になっている公開され
た WSMAN プロファイルのリストも表示します。

トラブルシューティング手順

インベントリのトラブルシューティング

インベントリ済みの Linux サーバーがインベントリ未施行システムにリストされ、何度再試行してもこの状態

が解決されない。
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Red Hat Enterprise Linux 5.5、SUSE Linux Enterprise Server バージョン 10 およびバージョン 11 がインストールさ

れたサーバーでこの問題を解決するには、次の手順を行います。

1. 『Dell Systems Management Tools and Documentation DVD』（Dell Systems Management ツールおよびマニュア
ル DVD）（バージョン 6.5 以降）を Linux サーバーにマウントします。

2. srvadmin-cm rpm をインストールします。

3. OpenManage Server Administrator 6.5 を再起動します。

4. OpenManage Server Administrator インベントリコレクタが機能していることを、/opt/dell/srvadmin/sbin/
invcol から /invcol -outc=/home/inv.xml を実行して確認します。

5. サーバーのインベントリを実行します。

デバイス検出のトラブルシューティング

デバイス検出に失敗する場合は、次の手順を実行して問題をトラブルシュートし、修正します。

1. 検出対象のデバイスが Dell PowerEdge システムの場合は、Dell OpenManage Server Administrator がそのデ
バイス上にイストールされていることを確認します。

2. Windows デバイスを正常に検出するには、SNMP サービスを適切に設定します。Windows 上で SNMP サ
ービスを設定する方法の詳細については、「Windows 上での SNMP サービスの設定」を参照してくださ
い。

3. Linux デバイスを正常に検出するには、SNMP サービスを適切に設定します。Linux 上で SNMP サービスを
設定する方法の詳細については、「Linux 上での SNMP サービスの設定」を参照してください。

4. SNMP サービスを設定した後、SNMP サービスが正しく応答するかどうかを確認します。

5. 検出対象のデバイスが Microsoft Windows であり、検出に WMI を使用する場合は、WMI 資格情報として
使用されるユーザー名とパスワードに、検出するマシンでのローカルな管理者権限が与えられているこ
とを確認します。Microsoft wbemtest ユーティリティを使用して、Windows Server への WMI 接続が正しい
ことを確認できます。

6. 検出対象のデバイスが非サーバーネットワークデバイス（プリンタ、Dell PowerConnect スイッチなど）
の場合は、そのデバイス上で SNMP が有効になっていることを確認します。この確認は、デバイスのウ
ェブインタフェースにアクセスすることで実行できます。

Windows 上での SNMP サービスの設定

1. コマンド実行プロンプトを開き、services.msc と入力してサービス MMC を開きます。

2. SNMP サービス を右クリックし、プロパティ を選択します。SNMP サービスが見つからない場合は、
Windows コンポーネントの追加と削除 を使用してインストールします。

3. セキュリティ をクリックし、すべてのホストから SNMP パケットを受け付ける が選択されていることを
確認します。

4. 受け付けるコミュニティ名 の下で、public（または自分で選択したコミュニティ文字列）が設定されて
いることを確認します。デフォルトで設定されていない場合は、追加 をクリックし、コミュニティ文字
列を コミュニティ名 に入力します。さらに、コミュニティの権利として 読み取り専用 または 読み取り / 
書き込み を選択します。

5. トラップ をクリックし、コミュニティ文字列フィールドに有効な名前が設定されていることを確認しま
す。

6. トラップの送信先 で 追加 をクリックし、Open Manage Essentials コンソールの IP アドレスを入力します。

7. サービスを起動します。
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Linux 上での SNMP サービスの設定

1. コマンド rpm -qa | grep snmp を実行し、net-snmp パッケージがインストールされていることを確
認します。

2. cd /etc/snmp を実行して、snmp ディレクトリに移動します。

3. snmpd.conf を VI エディタで開きます（vi snmpd.conf）。

4. snmpd.conf 内で # group context sec.model sec.level prefix read write notif を検索し、read、write、および notif 
の各フィールドの値が all に設定されていることを確認します。

5. snmpd.conf ファイルの末尾において、Further Information の直前に、Open Manage Essentials コンソールの 
IP アドレスを次の形式で入力します。 trapsink <OPEN MANAGE ESSENTIALS コンソールの IP> 
<コミュニティ文字列> たとえば、trapsink 10.94.174.190 public と入力します。

6. SNMP サービスを起動します（service snmpd restart）。

SNMP トラップの受信に関するトラブルシューティング 

SNMP トラップの受信に関する問題が発生した場合は、次の手順を実行して問題をトラブルシュートし、修

正します。

1. 問題の発生した 2 つのシステム間のネットワーク接続を確認します。ping <IP アドレス> コマンドを使用
して一方のシステムからもう一方のシステムへ Ping することにより接続を確認できます。

2. 管理ノード上の SNMP 設定を確認します。管理ノードの SNMP サービスに OpenManage Essentials コン
ソールの IP アドレスとコミュニティ文字列名が指定済みであることを確認します。

Windows システム上での SNMP の設定方法の詳細については、「Windows 上での SNMP サービスの設定」

を参照してください。

Linux システム上での SNMP の設定方法の詳細については、『Linux 上での SNMP サービスの設定』を参照

してください。

3. SNMP トラップサービスのサービスが OpenManage Essentials システム内で実行中であることを確認しま
す。

4. ファイアウォール設定をチェックして、UDP 161、162 ポートを許可します。

Windows Server 2008 ベースのサーバーの検出に関するトラブルシューティング

サーバー検出も許可する必要があります。デフォルトでは、このオプションは Windows Server 2008 で無効に

なっています。

1. スタート → コントロール パネル → ネットワークとインターネット → ネットワークと共有センター → 
詳細な共有設定の順にクリックします。

2. 該当するネットワークプロファイル（ホームまたはワーク / パブリック）のドロップダウン矢印を選択
し、ネットワーク検出セクションの下にあるネットワーク探索を有効にするを選択します。

ESX または ESXi バージョン 3.5、4.x、5.0 の SNMP トラップに関するトラブルシュ
ーティング

詳細：ESX または ESXi 3.5 または 4.x ホストから仮想マシンおよび環境トラップを生成するには、組み込み 

SNMP エージェントを設定して有効化する必要があります。これらのトラップの生成に Net-SNMP ベースの

エージェントは使用できませんが、GET トランザクションを受信したり、他の種類のトラップを作成するこ

とは可能です。

これは ESX 3.0.x から変更された動作を表すもので、3.0.x では Net-SNMP ベースのエージェント用設定ファイ

ルが仮想マシントラップの生成を制御していました。
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ソリューション：リモート CLI または vSphere CLI から vicfg-snmp コマンドを使用して、SNMP エージェン

トを有効化し、トラップ宛先を設定します。ターゲットを vicfg-snmp コマンドで指定するたびに、指定した

設定によって以前指定した設定のすべてが上書きされます。複数のターゲットを指定するには、単一のコマ
ンド毎にカンマで区切って指定してください。

Microsoft Internet Explorer の問題のトラブルシューティング

以下のいずれかが発生している場合は、本節の指示に従ってください。

• Internet Explorer を使用して OpenManage Essentials を開くことができない。

• Internet Explorer で証明書エラーが表示される。

• Internet Explorer で証明書の承認メッセージが表示される。

• Server Administrator とシステムアップデートの導入のためにファイルシステムを参照できない。

• デバイスのデバイスツリーを表示できない。

• アクティブなコンポーネントをインストールできない。

1. Internet Explorer を使用してクライアントサーバーで OpenManage Essentials を開きます。

2. ツール → インターネットオプション → セキュリティ の順にクリックします。

3. ローカルイントラネット を選択して サイト をクリックします。

4. 詳細設定 をクリックします。

5. OpenManage Essentials がインストールされているサーバーの完全修飾名を入力します。

6. 追加 をクリックします。

問題が解消されない場合は、DNS サーバーでの OpenManage Essentials サーバー名の解決に問題がある可

能性があります。「DNS サーバー問題の解決」を参照してください。

証明書エラーが表示された場合：

– 発行された OpenManage Essentials 証明書を、ドメインシステムの「信頼されたルート証明機関」
と信頼された発行元に追加するようシステム管理者に連絡します。

– OpenManage Essentials 証明書を「信頼されたルート証明機関」および「信頼された発行元」の証
明書ストアに Internet Explorer を使用して追加します。

DNS サーバー問題の解決

DNS サーバー問題を解決するには、次の手順を実行してください。

1. システム管理者に連絡し、OpenManage Essentials を実行しているシステムの名前を DNS サーバーに追加
します。

2. ホストファイルを編集して、OpenManage Essentials を実行しているシステムの IP を解決します。ホスト
ファイルは %windir%\System32\drivers\etc\hosts にあります。

3. OpenManage Essentials を実行しているシステムの IP を Internet Explorer でローカルイントラネットサイ
トに追加します。

メモ: OpenManage Essentials を実行しているサーバーの完全修飾名を使用しない限り証明書エラー

は解消しません。

マップビューのトラブルシューティング

質問：マップビュー 機能が利用できないのはなぜですか?

回答：マップビュー 機能は、Enterprise ライセンス済みの Dell PowerEdge VRTX CMC を WS-Man プロトコルを

使用して検出した場合にのみ利用可能です。Enterprise ライセンス済みの PowerEdge VRTX CMC を SNMP プロ

トコルを使用して検出した場合、マップビュー 機能は利用できません。Enterprise ライセンス済み Dell 
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PowerEdge VRTX CMC のデバイス詳細ポータルに マップビュー タブが表示されない場合、WS-Man プロトコ

ルを使用した PowerEdge VRTX CMC の再検出が必要です。

質問：特定のデバイスをマップに追加できないのはなぜですか?

回答：Enterprise ライセンスのある PowerEdge VRTX デバイスのみマップに追加可能です。

質問：MapQuest または Bing マッププロバイダでマップがロードされません。どうすればよいですか?

回答：これはインターネットの接続性の問題を示しています。

• ブラウザからインターネットに接続できるか確認してください。

• システムがプロキシ経由でインターネットに接続している場合、次の手順を実行します。

– MapQuest マッププロバイダの場合 — OpenManage Essentials プリファランス → コンソール設
定 ページでプロキシ設定を設定します。

– Bing マッププロバイダの場合 — プロキシサーバー設定を Internet Explorer で設定したことを
確認してください。

• MapQuest ウェブサイトにアクセスできるか確認してください。

質問：マップのロードに時間がかかるのはなぜですか?

回答：マップのロードに時間がかかるのは、通常のブラウジングに比べて必要なネットワーク帯域幅とグラ

フィック処理機能が多いためです。また、マップ上でズームやパンを繰り返す場合にもマップのロードが遅
くなります。

質問：検索バーまたは デバイス位置の編集 ダイアログボックスを使って住所を検出できないのはなぜです

か?

回答：インターネット接続に問題があるか、マップのプロバイダが住所を解決できない可能性があります。

• ブラウザからインターネットに接続できるか確認してください。

• システムがプロキシ経由でインターネットに接続している場合、次の手順を実行します。

– MapQuest マッププロバイダの場合 — OpenManage Essentials プリファランス → コンソール設
定 ページでプロキシ設定を設定します。

– Bing マッププロバイダの場合 — プロキシサーバー設定を Internet Explorer で設定したことを
確認してください。

• 入力したアドレスの入力方法を変えてください。住所を完全に入力してみることもできます。州、
国、空港コードなどの略語を入力すると期待通りの結果が得られない場合があります。

質問：ホーム ポータルではあるマッププロバイダが利用できず、デバイス ポータルでは別のマッププロバイ

ダが利用できないのはなぜですか?

回答：ホーム ポータルおよび デバイス ポータルで利用可能な マップビュー は同期しています。マップビュ

ー で 設定 またはデバイス位置を変更すると、両方のポータルに影響します。

質問：マップビュー の使い勝手を改善するにはどうすればよいですか?

回答：ネットワーク帯域幅を拡大させるとマップのロードが高速化します。より高性能なグラフィックカー

ドを使用するとズームとパン機能が速くなります。MapQuest プロバイダを使用するときは、OpenManage 
Essentials が管理サーバーで起動されているとマップがより良くレンダリングされます。
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20
よくあるお問い合わせ
インストール 

質問：リモート SQL データベース名前付きインスタンスを使用して OpenManage Essentials をインストールす

るにはどのようにしますか?

回答：リモートで接続するには、名前付きインスタンスのある SQL Server で SQL Server ブラウザサービスが

実行されている必要があります。

質問：OpenManage Essentials は Microsoft SQL Server 評価版をサポートしていますか?

回答：いいえ、SQL Server 評価版はサポートされません。

質問：SQL Server の最小ログイン役割は何ですか?

回答：『Microsoft SQL Server の最小ログイン役割」および「Relational Database Management System の使用諸条

件」を参照してください。

質問：OpenManage Essentials インストーラの起動時に、特定のライブラリのロード失敗（例：OMIL32.DLL 
のロードに失敗）、アクセス拒否、初期化エラーを示すエラーメッセージが表示されます。どのすればよい

ですか?

回答：これはおそらく、システム上の Component Object Model（COM）許可の不足が原因です。この状態を修

正するには、support.installshield.com/kb/view.asp?articleid=Q104986 を参照してください。以前の Systems 
Management Software またはその他ソフトウェア製品のインストールが正しく行われなかった場合にも、

OpenManage Essentials インストーラの動作に失敗することがあります。Windows インストーラの一時レジス

トリ、HKLM\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Installer\InProgress がある場合は、これを削除してくだ

さい。

Upgrade（アップグレード）

質問：次のエラーメッセージに対してどんなトラブルシューティングを行えばよいですか?

「Https エラー 503。サービスはご利用できません」

回答：この問題を解決するには、IIS リセットを行い、OpenManage Essentials を起動します。IIS リセットを行

うには、コマンドプロンプトを起動し、iisreset と入力します。iisreset が完了すると、ウェブサーバーに

対するすべての接続がリセットされます。また、同じ OpenManage Essentials サーバーでホストされているす

べてのウェブサイトもリセットされます。

質問：大規模な導入シナリオで OpenManage Essentials バージョン 1.0.1 から 1.1 へのアップグレードが失敗す

るのはなぜですか?

回答：この問題を解決するには、システムが最小ハードウェア要件を満たしていることを確認してください。

詳細は、「最小推奨ハードウェア」を参照してください。

質問：OpenManage Essentials バージョン 1.0.1 または 1.1 が SQL Server 2005 を使用するリモートデータベース

にインストールされている場合、OpenManage Essentials バージョン 1.2 へのアップグレードはどのようにすれ

ばよいですか?

回答：ローカルデータベースでもリモートデータベースでも、OpenManage Essentials バージョン 1.2 のインス

トールまたはアップグレードは Microsoft SQL Server 2005（全エディション）では非対応です。リモート SQL 
Server 2005 にインストールされた OpenManage Essentials バージョン 1.0.1 または 1.1 から OpenManage 
Essentials バージョン 1.2 へのアップグレード中に、次のメッセージが表示されます。
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Dell OpenManage Essentials は SQL Server 2008 以前のバージョンの SQL Server にはイン

ストールまたはアップグレードできません。可能な移行の情報および追加詳細については FAQ を参照して

ください。

この場合、SQL Server 2005 からデータを手動で移行して OpenManage Essentials バージョン 1.2 にアップグレー

ドすることができます。以下の手順を実行してください。

1. OpenManage Essentials バージョン 1.0.1 または 1.1 データベースのバックアップを作成します。

2. OpenManage Essentials バージョン 1.0.1 または 1.1 のデータを SQL Server 2005 から SQL Server 2008、2008 
R2、または 2012 に移行します。詳細については、http://en.community.dell.com/techcenter/systems-
management/f/4494/t/19440364.aspx にある「OpenManage Essentials データベース再ターゲットプロセス」
を参照してください。

3. OpenManage Essentials バージョン 1.0.1 または 1.1 が移行したデータベースに接続して正常に機能するこ
とを確認してください。

4. OpenManage Essentials バージョン 1.2 インストーラを起動してアップグレードを完了します。

メモ: SQL Server 2012 を使用する OpenManage Essentials バージョン 1.2 へのアップグレード後は、

SQLEXPRESSOME インスタンスが作成され、OpenManage Essentials バージョン 1.0.1 または 1.1 からのデー

タが OpenManage Essentials バージョン 1.2 に移行されます。

タスク

質問：ソフトウェアアップデートタスクまたはリモートタスクの作成や実行に失敗した場合は、どのような

トラブルシューティングを実行できますか?

回答：Windows サービスで DSM Essentials Task Manager サービスが実行されていることを確認してください。

質問：OpenManage Server Administrator を展開するときにどのようにコマンドライン機能を使用しますか?

回答：無人インストールは次の機能を提供します。

• 無人インストールをカスタマイズするオプションのコマンドライン設定セット。

• 特定のソフトウェア機能のインストールを指定するカスタマイズパラメータ。

オプションのコマンドライン設定

次の表に、msiexec.exe MSI インストーラで使用可能なオプションの設定を示します。コマンドラインで、

msiexec.exe の後に各設定の間にスペースを入れてオプションの設定を入力します。

メモ: Windows Installer Tool のすべてのコマンドラインスイッチに関する完全な詳細については、

support.microsoft.com を参照してください。

表 3. MSI インストーラのコマンドライン設定

設定 結果

/i <Package|Product Code> このコマンドを使用すると、製品がインストールま
たは設定されます。

/i SysMgmt.msi – Server Administrator ソフトウェアが
インストールされます。

/i SysMgmt.msi /qn このコマンドを使用すると、バージョン 6.1 のフレッ
シュインストールが実行されます。

/x <Package|Product Code> このコマンドを使用すると、製品がアンインストー
ルされます。

/x SysMgmt.msi – Server Administrator ソフトウェアが
アンインストールされます。
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設定 結果

/q[n|b|r|f] このコマンドを使用すると、ユーザーインタフェー
ス（UI）レベルが設定されます。

/q または /qn – UI なし。このオプションは、サイレン
トおよび無人インストールに使用されます。/qb – 基
本的な UI。このオプションは、サイレントインスト
ールではなく無人インストールに使用されます。/qr 
– 簡易的な UI。このオプションは、無人インストー
ルに使用され、インストールの進捗度を示すモーダ
ルダイアログボックスを表示します。/qf – 完全な 
UI。このオプションは、標準的な有人インストール
に使用されます。

/f[p|o|e|d|c|a|u|m|s|v]<Package| ProductCode> このコマンドを使用すると、製品が修復されます。

/fp – このオプションを使用すると、ファイルが不在
の場合にのみ製品が再インストールされます。

/fo – このオプションを使用すると、ファイルが欠落
している場合や、ファイルの古いバージョンがイン
ストールされている場合に、製品が再インストール
されます。

/fe – このオプションを使用すると、ファイルが欠落
している場合や、ファイルの同じバージョンまたは
古いバージョンがインストールされている場合に、
製品が再インストールされます。

/fd – このオプションを使用すると、ファイルが欠落
している場合や、ファイルの異なるバージョンがイ
ンストールされている場合に、製品が再インストー
ルされます。

/fc – このオプションを使用すると、ファイルが欠落
している場合や、保存されたチェックサム値が計算
された値と一致しない場合に、製品が再インストー
ルされます。

/fa – このオプションを使用すると、すべてのファイ
ルが強制的に再インストールされます。

/fu – このオプションを使用すると、すべての必要な
ユーザー固有のレジストリエントリが書き換えられ
ます。

/fm – このオプションを使用すると、すべての必要な
システム固有のレジストリエントリが書き換えられ
ます。

/fs – このオプションを使用すると、すべての既存の
ショートカットが上書きされます。

/fv – このオプションを使用すると、ソースから実行
し、ローカルパッケージを再キャッシュします。ア
プリケーションまたは機能の初めてのインストール
には、/fv 再インストールオプションを使用しないで
ください。

INSTALLDIR=<path> このコマンドを使用すると、製品が特定の場所にイ
ンストールされます。このスイッチで指定するイン
ストールディレクトリは、CLI インストールコマンド
を実行する前に手動で作成しておく必要がありま
す。そうしないと、エラーメッセージを表示しない
で失敗します。

/i SysMgmt.msi INSTALLDIR=c:\OpenManage /qn – c:
\OpenManage をインストール場所として、製品をイ
ンストールします。
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たとえば、msiexec.exe /i SysMgmt.msi /qn の実行によって、Server Administrator 機能が各リモートシステムに、

システムのハードウェア設定に基づいてインストールされます。このインストールは、サイレントかつ無人
で実行されます。

カスタマイズ用パラメータ

REINSTALL および REMOVE のカスタマイズ用 CLI パラメータを使用すると、サイレント状態で実行する場合や

無人で実行する場合にインストール、再インストール、またはアンインストールするソフトウェア機能を正
確にカスタマイズできます。 カスタマイズ用パラメータを使用すると、同じ無人インストールパッケージを

使用してさまざまなシステムのソフトウェア機能を選択的にインストール、再インストール、またはアンイ
ンストールできます。たとえば、特定のサーバーグループに Server Administrator をインストールして

も Remote Access Controller サービスはインストールしないように選択したり、別のサーバーグループへは 

Server Administrator をインストールして Storage Management サービスはインストールしないことを選択する

ことができます。 また、サーバーの特定のグループで 1 つまたは複数の機能のアンインストールを選択する

こともできます。

メモ: 大文字で REINSTALL パラメータと REMOVE の CLI パラメータを入力します（大文字と小文字が区別

されます）。

メモ: この表に記載されるソフトウェア機能 ID は、大文字と小文字が区別されます。

表 4. ソフトウェア機能 ID

機能 ID 説明

All すべての機能

BRCM Broadcom NIC エージェント

INTEL Intel NIC エージェント

IWS Dell OpenManage Server Administrator Web サーバー

OMSM Server Administrator Storage Management Service

RmtMgmt Remote Enablement

RAC4 Remote Access Controller（DRAC 4）

RAC5 Remote Access Controller（DRAC 5）

iDRAC Integrated Dell Remote Access Controller

SA サーバーシステム管理者

メモ: xx1x システムでは iDRAC6 のみがサポートされています。

REINSTALL カスタマイズ用パラメータをコマンドラインに含め、再インストールするソフトウェア機能の機

能 ID を割り当てることができます。以下に例を示します。

 msiexec.exe /i SysMgmt.msi REINSTALL=BRCM /qb  

このコマンドを使用すると、サイレントモードではなく無人モードで Dell OpenManage Systems Management 
のインストールが実行され、Broadcom エージェントだけが再インストールされます。

REMOVE カスタマイズ用パラメータをコマンドラインに含め、アンインストールするソフトウェア機能の機

能 ID を割り当てることができます。以下に例を示します。

 msiexec.exe /i SysMgmt.msi REMOVE=BRCM /qb  

このコマンドを使用すると、無人モードで Dell OpenManage Systems Management のアンインストールが実行

され、Broadcom エージェントだけがアンインストールされますが、サイレントモードではアンインストール

されません。
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また、msiexec.exe プログラムを 1 回実行するだけで、機能のインストール、再インストール、およびアンイ

ンストールを選択することもできます。以下に例を示します。

msiexec.exe /i SysMgmt.msi REMOVE=BRCM /qb 

このコマンドを実行すると、管理下のシステムソフトウェアのインストールが実行され、Broadcom エージェ

ントがアンインストールされます。これはサイレントモードではなく無人モードで実行されます。

メモ: グローバルに一意の識別子（GUID：Globally Unique Identifier）は、128 ビット長であり、GUID を生

成するために使用されるアルゴリズムにより、各 GUID が一意であることが確実化されます。製品 GUID 
は、アプリケーションを一意に識別します。この場合、Server Administrator の製品 GUID は {54C04D53-
C3C3-46EA-A75F-7AFF4BEB727C} です。

MSI 戻りコード

アプリケーションイベントログエントリは、SysMgmt.log ファイルに記録されます。表 3 には、msiexec.exe 
Windows インストーラエンジンにより返されるエラーコードの一部が示されています。

表 5. Windows インストーラの戻りコード

エラーコード 値 説明

ERROR_SUCCESS 0 処置が正常に完了しました。

ERROR_INVALID_PARAMETER 87 パラメータのひとつが無効です。

ERROR_INSTALL_USEREXIT 1602 ユーザーがインストールをキャン
セルしました。

ERROR_SUCCESS_REBOOT_RE
QUIRED

3010 インストールを完了するためには
再起動が必要です。このメッセー
ジは正常なインストールを示して
います。

メモ: msiexec.exe および InstMsi.exe Windows Installer 機能によって返されるすべてのエラーコードに関

する完全な詳細については、support.microsoft.com を参照してください。

電子メールアラート処置

質問：電子メールアラート処置のセットアップ後に電子メールが受信されないのはなぜですか?

回答：システムにアンチウィルスクライアントがインストールされている場合は、電子メールを許可するよ

うに設定してください。

検出

質問：SSH プロトコルを使って検出した後、SUSE Linux Enterprise および Red Hat Enterprise Linux ベースのサー

バーが サーバー カテゴリに表示されないのはなぜですか?

回答：OpenManage Essentials SSH プラグインは、sshlib2 を使用しています。sshlib2 は、パスワードによる認

証 オプションを無効にした Linux サーバーの認証には失敗します。このオプションを有効にするには、次の

手順を行います。

1. 編集モードで /etc/ssh/sshd_config ファイルを開き、PasswordAuthentication キーを検索します。

2. 値をはいに設定し、ファイルを保存します。 

3. sshd サービス /etc/init.d/sshd restart を再起動します。

これでサーバーが デバイス ツリーの サーバー カテゴリに表示されるようになります。
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質問：検出タスクの作成や実行に失敗した場合は、どのようなトラブルシューティングを実行できますか?

回答：Windows サービスで DSM Essentials Task Manager サービスが実行されていることを確認してください。

質問：使用している ESX 仮想マシンが ESX ホストサーバーと相互に関連付けられていないのはなぜですか?

回答：SNMP および WSMan を使用して ESXi ホストサーバーを検出する必要があります。そうしなければ、

SNMP を使用してゲスト仮想マシンが検出された時に正しく相互に関連付けられません。

質問：WMI で検出されたデバイスが不明と分類されるのはなぜですか?

回答：WMI 検出は、Administrators グループ（Administrator ではない）のユーザーアカウント用資格情報が検

出範囲に提示されるとき、場合によってはデバイスを不明と分類します。

この問題が発生する場合は、support.microsoft.com/?scid=kb;en-us;951016 の KB 記事を読み、説明されていると

おりにレジストリ作業を適用してください。この解決方法は、Windows Server 2008 R2 で管理されるノードに

適用されます。

質問：ルート CA 証明書付き WS-Man を使用して検出された Dell デバイスが「不明」に分類されるのはなぜ

ですか ?

回答：WS-Man ターゲットの検出に使用したルート証明書に問題がある可能性があります。ルート CA 証明書

を使用した WS-Man ターゲットの検出およびインベントリの方法については、「ルート証明書付き WS-Man プ
ロトコルを使用した Dell デバイスの検出とインベントリ」を参照してください。

質問：SNMP 認証トラップとは何ですか?

回答：認証トラップは、SNMP エージェントが、認識しないコミュニティ名を含む要求を受け取ったときに

送信されます。このコミュニティ名は、大文字と小文字が区別されます。

トラップは、誰かがシステムをプローブしているのを見つける場合に便利ですが、最近ではただパケットを
盗聴してコミュニティ名を探し出す方が簡単です。

ネットワーク上で複数のコミュニティ名を使用していて、管理の一部が重複する可能性がある場合、誤検出
（不便）につながることからこれらをオフにすることを考慮してください。

詳細については、technet.microsoft.com/en-us/library/cc959663.aspx を参照してください。

SNMP エージェントが、有効なコミュニティ名を含まない要求を受け取った場合や、メッセージを送信する

ホストが許容ホストのリストにない場合、エージェントは 1 つまたは複数のトラップ宛先（管理システム）

に認証トラップメッセージを送信できます。トラップメッセージは SNMP リクエストが認証されなかったこ

とを示します。これはデフォルトの設定です。

質問：OpenManage Essentials が、検出ウィザードでのアンダースコア付きのホスト名の入力をサポートしな

いのはなぜですか?

回答：RFC 952 で指定されているとおり、アンダースコアは DNS 名で無効です。名前（ネット、ホスト、ゲー

トウェイ、またはドメイン名）は、最長 24 文字の文字列であり、アルファベット（A～Z）、数字（0～9）マ

イナス記号（-）、およびピリオド（.）で構成されます。ピリオドは、ドメイン形式名の要素を区切る場合に

のみ使用が許可されます。

詳細については、ietf.org/rfc/rfc952.txt および zytrax.com/books/dns/apa/names.html を参照してください。

質問：オンデマンドとは何ですか?

回答：オンデマンドとは、SNMP トラップの受信時に OpenManage Essentials によって管理下のシステムの状

態をチェックする操作です。オンデマンド機能を有効にするために設定を変更する必要はありません。ただ
し、管理システムの IP アドレスが SNMP サービスのトラップ宛先で利用可能である必要があります。SNMP 
トラップは、サーバーコンポーネントに問題または不具合がある場合に管理下システムから受け取ります。
これらのトラップは、アラートログで表示できます。

質問：EqualLogic サーバーの EqualLogic メンバーからの警告が表示できません。EqualLogic ストレージアレイ

はどうすれば検出できますか?

回答：EqualLogic アレイは SNMP バージョン 2 プロトコルを使用して検出します。OpenManage Essentials の 

検出範囲の設定 ウィザードで、SNMP の設定 を選択して適切なコミュニティ文字列を入力します。検出範囲

内の EqualLogic グループとすべてのメンバーの IP アドレスも入力してください。

194



インベントリ

質問：インベントリタスクの作成または実行に失敗した場合は、どのようなトラブルシューティングを実行

できますか?

回答：Windows サービスで DSM Essentials Task Manager サービスが実行されていることを確認してください。

システムアップデート

質問：OpenManage Essentials 管理者（OMEAdmin）として、デバイスにシステムアップデートを実行できない

場合はどうすればよいですか?

回答：この問題を解決するには、次の手順のいずれかを実行します。

• サーバー管理者グループに OMEAdmin を追加します。

• スタート → コントロールパネル → ユーザーアカウント → ユーザーアカウントコントロール設定の
変更 をクリックすることにより、ユーザーコントロール設定を減らします。

質問：iDRAC がパッケージのダウンロードを行わない場合はどうしたらよいですか?

回答：この問題を解決するには、以下を確認します。

• デフォルトウェブサイトが IIS で有効になっている。

• 仮想フォルダ（install_packages）が存在し、SystemUpdate フォルダをポイントしている。

デフォルトウェブサイトが IIS で有効になっている。

質問：パッケージはどの順序でシステムにインストールされますか?

回答：パッケージは次の順序で適用されます。:

1. ドライバ

2. ファームウェア

3. ファームウェア ES

4. BIOS

質問：OpenManage Essentials が Dell オンラインからのリソースを使用するすべての機能を活用できるように

するには、Internet Explorer の Enhanced Security Configuration をどのように設定しますか?

回答：Internet Explorer の Enhanced Security Configuration が有効な環境で、これらの機能が Dell Open Manage 
Essentials コンソールで動作するようにします。 ユーザーは、*.dell.com を 信頼済みサイト ゾーン に追加する

必要があります。

ユーザーが Dell オンラインをソースとして選択する場合は、カタログのインポート および システムアップデ

ート にインターネットアクセスが必要です。

保証レポートも情報の取得に Dell オンラインリソースを使用し、インターネットアクセスなしではデータを

返しません。

質問：BMC ユーティリティのインストール後に IPMI が無効な場合はどうしたらいいですか?

回答：DSM Essentials Network Monitor サービス、DSM Essentials Task Manager サービスを再起動し、IIS を再起

動してください。

質問：Omremote とは何ですか?

回答：Omremote により、リモート Server Administrator コマンドラインタスク（inband）を実行したり、リモ

ート Dell サーバーに Server Administrator を実装することができます。Omremote は C:\Program Files\Dell
\SystMgt\Essentials\bin フォルダに入っている実行可能ファイルです。Windows ベースデバイスの場合は WMI 
接続、Linux ベースデバイスの場合は SSH を使用します。必要なポートが解放されていることを確認してくだ
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さい。Omremote コマンドを使用するには、Server Administrator がサポートされているオペレーティングシス

テムにインストールされている必要があります。リモートシステムに Server Administrator をインストールお

よびアップデートするには、オペレーティングシステムのプリインストールパッケージを使用する必要があ
ります。

質問：ソフトウェアアップデートのために Dell カタログをどのようにロードしますか? また、ソフトウェア

アップデートタスクの実行時にエラーが発生した場合は、どうしたらいいですか?

回答：

1. まず、カタログを直接 OpenManage Essentials システムにダウンロードするか、ローカルシステムのドラ
イブで System Update Utility DVD を使用します。

2. ローカルシステムまたは DVD で catalog.xml ファイルを参照します（ファイル共有では行いません。ファ
イル共有を使用することも可能ですが、トラブルシューティングには使用しないでください）。

3. この時点で、ソフトウェアアップデートタスクを作成します。タスクが失敗する場合は、タスク詳細に
より多くの情報が記載されています。

4. タスクが実行されない場合は、Internet Explorer のすべてのセキュリティ設定を低に設定してみてくださ
い。

デバイスグループ権限

デバイスグループ権限ポータル

質問：OmeSiteAdministrators 役割にユーザーグループを追加できますか?

回答：できません。OmeSiteAdministrators 役割へのユーザーグループの追加は OpenManage Essentials バージ

ョン 1.2 では対応していません。

質問：OmeSiteAdministrators 役割に OmeAdministrator を追加できますか?

解答：はい、OmeAdministrator は OmeSiteAdministrators 役割に追加することが可能です。ユーザーは 

OmeAdministrator の特権のすべてを持つことになります。ただし、デバイスグループ許可を効率的に管理する

には、OmeSiteAdministrators 役割のメンバーを OmeAdministrators および OmePowerUsers 役割から削除するこ

とをお勧めします。

質問：OpenManage Essentials にログオンしていないユーザーを OmeSiteAdministrators 役割に追加できますか?

回答：できます。OmeSiteAdministrators のメンバーの編集 ウィザードを使用して、OpenManage Essentials に
ログオンしていないユーザーを OmeSiteAdministrators 役割に追加できます。

質問：OmePowerUser を OmeSiteAdministrators 役割に追加するとどうなりますか?

回答：役割と権限が追加されます。ユーザーに OmeSiteAdministrator のすべての制限があるわけではありませ

ん（ただし一部の制限は残ります）。ユーザーは OmeSiteAdministrator では実行できなかった編集アクション

を実行できます。ターゲットセキュリティはこのタイプのユーザー（割り当てられたデバイスグループを編

集可能）には保証できません。

質問：OmeSiteAdministrator を OmeAdministrator に昇格できますか?

回答：できます。ユーザーにはすべての権限が与えられ、すべてのデバイスをターゲットにできます。ただ

し、ユーザーを OmeSiteAdministrators 役割から削除してから OmeAdministrators 役割に追加することをお勧め

します（必須ではありません）。

質問：現在の OmeAdministrator を OmeSiteAdministrators 役割に追加するには、どうすればよいですか?

回答：

1. OmeAdministrators Windows ユーザーグループからユーザーを削除します。

2. デバイスグループ許可 ポータルで、OmeSiteAdministrators のメンバーの編集 オプションを使用してユー
ザーを選択し、OmeSiteAdministrators 役割に追加します。
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3. ユーザーが再度ログインするとき、ユーザーは OmeSiteAdministrator になります。

質問：ユーザーが OmeAdministrators 役割から削除された後、OmeSiteAdministrators 役割に追加されました。

ユーザーが OmeAdministrator であったときに作成されたタスクはどうなりますか?

回答：ユーザーが OmeAdministrator であったときに作成されたタスクは、タスク作成時に選択されたターゲ

ットで引き続き実行可能です。

リモートおよびシステムアップデートタスク

質問：OmeSiteAdministrators デバイスグループ権限が変更された場合、リモートタスクのタスクターゲットは

どうなりますか?

回答：リモートタスクのタスクターゲットはデバイスグループ権限の変更に影響されません。以前作成され

たリモートタスクには、OmeSiteAdministrator が割り当てられていないタスクターゲットがある可能性があり

ます。

質問：タスクの編集で OmeSiteAdministrator がしなければならないことは何ですか?

回答：OmeSiteAdministrator がタスクの所有者の場合、OmeSiteAdministrator は既存のタスクを削除して新しい

タスクを作成する必要があります。

質問：OmeSiteAdministrator はタスクを再実行できますか?

回答：できます。OmeSiteAdministrator によって作成されたタスクであれば再実行できます。

質問：OmeSiteAdministrator は OmeSiteAdministrator のユーザー名の変更後にタスクを再実行できますか?

回答：できません。ユーザー名を変更した場合は、OmeSiteAdministrator はタスクを再作成する必要がありま

す。

質問：2 名の OmeSiteAdministrator を同じカスタムデバイスグループに割り当てて、互いに作成したタスクを

使用することはできますか?

回答：できません。OmeSiteAdministrator が使用できるのは自ら作成したタスクのみです。

カスタムデバイスグループ

質問：OmeSiteAdministrator はどのグループのデバイスでも削除できますか?

回答：できます。OmeSiteAdministrator は OmePowerUser または OmeAdministrator と同様に、どのグループのデ

バイスでも削除できます。

質問：OmeSiteAdministrators は作成したデバイスグループを編集できますか?

回答：できません。OmeSiteAdministrators はデバイスグループまたはクエリを編集できません。

質問：OmeSiteAdministrators はクエリとカスタムグループを削除できますか?

回答：できます。OmeSiteAdministrators はクエリとカスタムグループを削除できます。

質問：OmeSiteAdministrators はデバイスをカスタムデバイスグループに追加できますか?

回答：できません。OmeSiteAdministrators はカスタムデバイスグループを編集できません。

ログ

質問：OpenManage Essentials でログを有効にするにはどのようにしたらよいですか?

回答：ログを有効にするには、次の手順を実行します。

1. C:\Program Files (x86)\Dell\SysMgt\Essentials\configuration または OpenManage Essentials がインストールさ
れているパスに移動します。

2. メモ帳で dconfig.ini ファイルを開きます。
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3. [Logging] の項で、以下を変更します。

– LOG_ENABLED=true を設定してログを有効にします。

– LOG_TO_FILE=true を設定してファイルにログを書き込みます。

– LOG_FILE_PREFIX のパスを入力します。例えば、LOG_FILE_PREFIX=C:\windows\temp。

– 必要に応じて、LOG_FILE_SUFFIX=ome_log.txt のファイルの接尾辞を変更します。

– LOG_LEVEL_MIN のログレベルを設定します。例えば、LOG_LEVEL_MIN=debug。

メモ: デバッグまたはトレースの最小ログレベル（LOG_LEVEL_MIN）を設定すると 
OpenManage Essentials のパフォーマンスが低下します。

– LOG_LEVEL_MAX のログレベルを設定します。例えば、LOG_LEVEL_MAX=output。

メモ: 最大ログレベル（LOG_LEVEL_MAX）は必ず出力に設定します。

メモ: ログの重大度レベルの詳細については、「ログレベル」の項を参照してください。

4. ファイルを閉じて サービス Microsoft 管理コンソールのすべての DSM サービスを再起動します。

ログレベル

ログレベルを設定すると、ログするメッセージ重大度タイプの範囲が決定されます。下表に LOG_LEVEL_MIN 
および LOG_LEVEL_MAX に割り当て可能なログメッセージの重大度レベルを示します。

表 6. ログメッセージ重大度レベル

重大度レベル 説明

トレース コードフローに関連する詳細情報です。

メモ: 技術サポートから指示のない限り、トレー

スの最小ログレベルを設定しないことを推奨し
ます。

デバッグ 問題の診断時に役立つ詳細情報です。

情報 運用イベントに関連する情報です。

警告 予期しない事態が発生したこと、または近い将来に
何らかの問題が発生することを示すインジケータで
す。ソフトウェアはまだ想定通りに機能していま
す。通常、設定またはネットワークの問題（タイム

アウト、再試行など）に関連しています。

エラー ソフトウェアによる一部機能の実行不能の原因とな
る問題です。

致命的 重大なエラー。ソフトウェアの実行を継続できない
可能性があることを示します。

出力 ロギングシステムが初期化されていない場合に、出
力する必要のある情報です。

デフォルトでは、最小および最大ログメッセージ重大度レベルがそれぞれ以下のように設定されています。

• LOG_LEVEL_MIN=info

• LOG_LEVEL_MAX=output

デフォルト設定では、重大度が最小で「情報」、最大で「出力」 のメッセージがすべてログされます。
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トラブルシューティング

質問：ESXi 5 ホストからの SNMP トラップが不明として OpenManage Essentials に表示されたらどうしたらよ

いですか?

答え：ESXi 5 ホストの SNMP config 内でハードウェアイベントソースを、 CIM から IPMI に変更する必要があ

ります。次のコマンドを実行します：

vicfg-snmp.pl --username root --password <yourpassword> --server <yourserver> --
hwsrc sensors
--show コマンドは以下を出力します：

Current SNMP agent settings:

Enabled : 1

UDP port : 161

Communities : public

Notification targets :

<myOMEservername>@162/public

Options :

EnvEventSource=sensors
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21
デバイスグループ許可の管理
デバイスグループ許可 ポータルでは、OmeAdministrators がユーザーに対して、特定のデバイスグループ上で

システムアップデートおよびリモートタスクを実行する許可を付与することができます。

デバイスグループ許可 ポータルを使用して、OmeAdministrators は次の操作を行うことができます。

• OmeSiteAdministrators 役割にユーザーを追加する。

• OmeSiteAdministrators 役割の各ユーザーにデバイスグループを割り当て、ユーザーが、割り当てられ
たデバイスグループ上でのみシステムアップデートを実行してリモートタスクを実行できるように
します。

メモ: デバイスグループ許可を効率的に管理するには、OmeSiteAdministrators 役割のメンバーを 

OmeAdministrators および OmePowerUsers 役割から削除することをお勧めします。

メモ: デバイスグループがユーザーに割り当てられていない場合は、ユーザーによるそのデバイスグルー

プでのシステムアップデートおよびリモートタスクの実行のみが制限されます。そのデバイスグルー
プが デバイス ポータル内のデバイスツリーから非表示になったり削除されたりすることはありません。

一般タスク ペインには、OmeSiteAdministrators 役割へのユーザーの追加、またはこの役割からのユーザーの

削除を行うために使用することができる OmeSiteAdministrators のメンバーの編集 オプションが表示されま

す。

デバイスグループ許可の管理 ペインには、OmeSiteAdministrators がツリービュー形式で表示されます。ツリ

ービューのルートで OmeSiteAdministrators を選択すると、ユーザー概要 が右側ペインに表示されます。

OmeSiteAdministrators ツリービューでユーザーを選択すると、右側ペインにユーザー名および タスクとパッ

チ対象のデバイスグループ セクションが表示されます。

メモ: OmeSiteAdministrators タスクのターゲットは、タスク作成時のままです。OmeAdministrators が 
OmeSiteAdministrators デバイスグループの権限を変更した場合、タスクのターゲットは変更されません。
OmeSiteAdministrators デバイスグループの権限を変更しても、OmeSiteAdministrators が以前作成したタス
クは変更されません。

メモ: OmeSiteAdministrators に割り当てられたサーバー、RAC、またはカスタムデバイスグループのみが 
OmeSiteAdministrators でリモートまたはシステムアップデートのタスクに利用可能です。他のデバイス
グループを OmeSiteAdministrators でリモートまたはシステムアップデートのタスクに利用可能にするに
は、他のデバイスグループを含むカスタムデバイスグループを作成して OmeSiteAdministrators に割り当
てる必要があります。

メモ: OmeSiteAdministrators 役割のユーザーが Windows ユーザーグループから削除された場合、このユー
ザーは OmeSiteAdministrators 役割からは自動的に削除されません。OmeSiteAdministrators のメンバーの
編集 オプションを使用して、OmeSiteAdministrators 役割からユーザーを手動で削除する必要があります。

関連リンク

デバイスグループ許可

OmeSiteAdministrators 役割へのユーザーの追加

メモ: OmeSiteAdministrators 役割にユーザーを追加することができるのは、OmeAdministrators のみです。

メモ: デバイスグループ許可を効率的に管理するには、OmeSiteAdministrators 役割のメンバーを 

OmeAdministrators および OmePowerUsers 役割から削除することをお勧めします。
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OmeSiteAdministrators 役割へのユーザーの追加は、次の手順で行います。

1. プリファランス → デバイスグループ許可 とクリックします。

デバイスグループ許可 ポータルが表示されます。

2. 次のいずれかの手順を実行してください。

– 一般タスク ペインで、OmeAdministrators のメンバーの編集 をクリックします。

– デバイスグループ許可の管理 ペインで、OmeAdministrators を右クリックし、OmeAdministrators の
メンバーの編集 をクリックします。

OmeAdministrators のメンバーの編集 ダイアログボックスが表示されます。

3. 該当フィールドにドメイン名およびユーザー名を入力、またはそれらを選択して、追加 をクリックしま
す。

4. リストからユーザーを選択し、OK をクリックします。

ユーザーが デバイスグループ許可の管理 ペインの OmeSiteAdministrators ツリービューに表示されます。

メモ: ユーザーが OmeSiteAdministrators 役割に追加されたら、デフォルトですべてのデバイスグルー

プがそのユーザーに対して使用可能になります。ユーザーによる特定のデバイスグループでのシ
ステムアップデートおよびリモートタスクの実行を制限するには、ユーザーにデバイスグループを
割り当てる必要があります。「ユーザーへのデバイスグループの割り当て」を参照してください。

関連リンク

デバイスグループ許可

ユーザーへのデバイスグループの割り当て

メモ: ユーザーにデバイスグループを割り当てることができるのは、OmeAdministrators のみです。デバイ

スグループは、OmeSiteAdministrators 役割のメンバーになっているユーザーへの割り当てのみが可能で

す。

メモ: デバイスグループがユーザーに割り当てられていない場合は、ユーザーによるそのデバイスグルー

プでのシステムアップデートおよびリモートタスクの実行のみが制限されます。そのデバイスグルー
プが デバイス ポータル内のデバイスツリーから非表示になったり削除されたりすることはありません。

デバイスグループをユーザーに割り当てるには、次の手順を実行します。

1. プリファランス → デバイスグループ許可 とクリックします。

デバイスグループ許可 ポータルページが表示されます。

2. デバイスグループ許可の管理 ペインで、デバイスグループを割り当てるユーザーを選択します。

タスクとパッチ対象のデバイスグループ セクションが右側のパネルに表示されます。

3. デバイスグループのツリービューで、選択されたユーザーに割り当てる適切なデバイスグループのチェ
ックボックスを選択します。以前に割り当てられたデバイスグループを削除するには、対象のデバイス
グループのチェックボックスをクリアします。

4. 適用 をクリックします。

メモ: OmeSiteAdministrators タスクのターゲットは、タスク作成時のままです。OmeAdministrators が 

OmeSiteAdministrators デバイスグループの権限を変更した場合、タスクのターゲットは変更されま

せん。OmeSiteAdministrators デバイスグループの権限を変更しても、OmeSiteAdministrators が以前作

成したタスクは変更されません。
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メモ: OmeSiteAdministrators に割り当てられたサーバー、RAC、またはカスタムデバイスグループの

みが OmeSiteAdministrators でリモートまたはシステムアップデートのタスクに利用可能です。他の

デバイスグループを OmeSiteAdministrators でリモートまたはシステムアップデートのタスクに利用

可能にするには、他のデバイスグループを含むカスタムデバイスグループを作成して 
OmeSiteAdministrators に割り当てる必要があります。

関連リンク

デバイスグループ許可

OmeSiteAdministrators 役割からのユーザーの削除

メモ: OmeSiteAdministrators 役割からユーザーを削除することができるのは、OmeAdministrators のみです。

OmeSiteAdministrators 役割からのユーザーの削除、次の手順で行います。

1. プリファランス → デバイスグループ許可 とクリックします。

デバイスグループ許可 ポータルが表示されます。

2. 次のいずれかの手順を実行してください。

– 一般タスク ペインで、OmeAdministrators のメンバーの編集 をクリックします。

– デバイスグループ許可の管理 ペインで、OmeAdministrators を右クリックし、OmeAdministrators の
メンバーの編集 をクリックします。

OmeAdministrators のメンバーの編集 ダイアログボックスが表示されます。

3. OmeSiteAdministrators 役割から削除したいユーザーの隣にあるチェックボックスをクリアします。

4. OK をクリックします。

ユーザーが OmeSiteAdministrators ツリービューの デバイスグループ許可の管理 ペインから削除されま

す。

関連リンク

デバイスグループ許可
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22
プリファランス - 参照
プリファランス ページでは、OpenManage Essentials コンソールを設定できます。SMTP およびプロキシサー

バーの情報の設定、セッションタイムアウト、データベースメンテナンススケジュールの調整、サービスの
再起動、カスタム URL メニュー項目の作成、内部アラートの有効化または無効化、夏時間の監視、および 

ActiveX 機能の有効化または無効化を行うことができます。

メモ: コンソール設定の変更後に、適用 をクリックして変更内容を保存する必要があります。適用 をク
リックせずにコンソールの別の部分に移動すると、以前に保存されたプリファランスにリセットされま
す。

関連リンク

コンソール設定

電子メール設定

アラート設定

カスタム URL 設定

保証通知の設定

デバイスグループ許可

コンソール設定

フィールド 説明

コンソールセッションのタイムアウト コンソールがユーザーを自動的にログアウトするま
でに経過するユーザー非アクティブ時間の長さで
す。

データベースメンテナンスの実行スケジュール データベースメンテナンスアクティビティが開始さ
れる日時です。

メモ: データベースメンテナンス中はタスク（検

出、インベントリ、状態ポーリングなど）を実

行またはスケジュールしないことをお勧めしま
す。データベースメンテナンス中はコンソール
の反応が遅くなるためです。

全 OpenManage Essentials サービスを再開 OpenManage Essentials に関連付けられているサービ
スを再開します。

セキュリテイ設定（ActiveX）

MIB Import Utility の起動を許可 MIB Import Utility を起動するため、クライアントマシ
ンに ActiveX コンポーネントをインストールして実
行します。

リモートデスクトップの起動の許可 リモートデスクトップセッションを起動するため、
クライアントマシンに ActiveX コンポーネントをイ
ンストールして実行します。

トラブルシューティングツールの起動の許可 Dell トラブルシューティングツールを起動するため、
クライアントマシンに ActiveX コンポーネントをイ
ンストールして実行します。
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フィールド 説明

ActiveX ステータス ActiveX の状態を表示します。状態の更新 をクリッ
クすると ActiveX の状態が更新されます。

タイムゾーン設定

サーバー選択地域に夏時間を適用 このチェックボックスをクリックして、サーバーの
タイムゾーンに基づいて、スケジューリングされた
日時の値の調整を可能にします。サーバーのタイム
ゾーン設定の調整により、OpenManage Essentials 内
の設定が変更されます。このオプションを有効にす
ると、夏時間が始まるときまたは終了するときに、
スケジューリングされた項目の日時の値が調整され
ます。

サーバーのタイムゾーン サーバーのタイムゾーンのタイムゾーンと UTC オフ

セットを表示します。

サーバー夏時間状態 サーバーのタイムゾーンの現在の夏時間ステータス
と夏時間のオフセットを表示します。サーバーのタ
イムゾーンが、夏時間監視であるのか、標準のタイ
ムゾーンの時刻であるのかも表示します。

プロキシ設定（システムアップデートおよび保証に使用）

プロキシ設定の使用 システムアップデートおよび保証のためのインター
ネットアクセスに、プロキシ設定を使用できるよう
にします。

ドメイン \ ユーザー名 プロキシユーザーのドメイン名とユーザー名です。

パスワード ユーザーのプロキシパスワードです。

プロキシサーバーアドレスまたは名前 プロキシサーバーの IP アドレスまたはサーバー名で
す。不確かな場合は、ブラウザのプロキシ LAN 設定
をチェックするか、ネットワーク管理者に問い合わ
せてください。

プロキシポート番号 プロキシサーバーにアクセスするためのポート番号
です。不確かな場合は、ブラウザのプロキシ LAN 設
定をチェックするか、ネットワーク管理者に問い合
わせてください。

テスト接続 これをクリックして、プロキシ資格情報でのインタ
ーネットへの接続をテストします。

電子メール設定

フィールド 説明

SMTP サーバー名または IP アドレス SMTP サーバー名または IP アドレスを入力します。

資格情報を使用 ユーザー資格情報を有効にします。

ドメイン \ ユーザー名 ドメインおよびユーザー名を入力します。

パスワード ユーザーパスワードを入力します。

ポート デフォルトの使用 を選択してデフォルトのポート番

号を使用するか、ポート番号を手動で入力します。
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フィールド 説明

SSL の使用 SSL を使用する場合はこのチェックボックスを選択

します。

アラート設定

フィールド 説明

内部正常性アラートの有効化 チェックボックスをクリックして内部正常性アラー
トを有効にします。有効化されると、デバイスのグ
ローバル正常性状態が変更された場合、OpenManage 
Essentials が内部アラートを生成します。

カスタム URL 設定

フィールド 説明

名前 URL に割り当てられた名前が表示されます。

デバイスグループ URL に関連付けられているデバイスグループが表示されま

す。

カスタム URL URL が表示されます。

作成日 URL の作成日が表示されます。

アップデート日 URL のアップデート日が表示されます。

関連リンク

カスタム URL の作成

カスタム URL の起動

保証通知の設定

下表に プリファランス → 保証通知の設定 ページに表示されるフィールドの情報を示します。

フィールド 説明

保証電子メール通知

保証電子メール通知の有効化 保証電子メール通知の送信を有効または無効にしま
す。

宛先 保証電子メール通知の受信者の電子メールアドレス
です。各電子メールアドレスは、有効な電子メール
アドレスであることが必要です。複数のアドレスは
セミコロンで分離する必要があります。

差出人 保証電子メール通知の送信者の電子メールアドレス
です。1 つの電子メールアドレスのみを使用します。

電子メールアドレスは有効である必要があります。

保証残存期間が x 日またはそれ以下のすべてのデバ

イス

どのデバイスを保証電子メール通知に含むかを決定
します。保証の残存期間が指定された日数またはそ
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フィールド 説明

れ以下のデバイスが保証電子メール通知に含まれま
す。

電子メール送信間隔 x 日 連続した保証電子メール通知の送信間隔です。この
フィールドへのアップデートは、次回の保証電子メ
ール通知が送信された後でのみ適用されます。

保証期限切れのデバイスを含める 保証が切れた（0 日）または保証情報のないデバイス

を保証電子メール通知に含めるかどうかを指定しま
す。

次回の電子メールの送信日 次回の保証電子メール通知が送信される日時です。
このフィールドで、次回に送信される保証電子メー
ル通知の日時を設定することができます。 が正常に

送信された後で、このフィールドは 電子メール送信

間隔 x 日 フィールドの設定に基づいて、自動的にア

ップデートされます。

電子メール設定 SMTP 電子メールサーバーを設定できる 電子メール

設定 ページを開きます。

保証スコアボード通知

保証スコアボード通知の有効化 OpenManage Essentials ヘッダーバナーでの保証通知

アイコンの表示を有効または無効にします。保証通
知アイコンは、デバイスの保証が 保証残存期間が x 
日またはそれ以下のすべてのデバイス で指定された

日数以下の場合にのみ表示されます。

保証残存期間が x 日またはそれ以下のすべてのデバ

イス

どのデバイスを保証電子メール通知に含むかを決定
します。保証の残存期間が指定された日数またはそ
れ以下のデバイスが保証電子メール通知に含まれま
す。

保証期限が切れたデバイスを含める 保証が切れた（0 日）または保証情報のないデバイス

を デバイス保証レポート に含めるかどうかを指定

します。

関連リンク

保証電子メール通知の設定

保証スコアボード通知の設定

デバイスグループ許可

次に、デバイスグループ許可 ポータルに表示されるパネルおよびフィールドについて説明します。

一般タスク

一般タスク ペインには、OmeSiteAdministrators 役割へのユーザーの追加、またはこの役割からのユーザーの

削除を行うために使用する OmeSiteAdministrators のメンバーの編集 オプションが表示されます。
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デバイスグループ許可の管理

デバイスグループ許可の管理 ペインには、OmeSiteAdministrators がツリービュー形式で表示されます。デバ

イスグループ許可の管理 ペインの OmeSiteAdministrators をクリックすると、右ペインにユーザー概要 が表示

されます。次に、ユーザー概要 内の各フィールドを示します。

フィールド 説明

ユーザータイプ メンバーがユーザーかユーザーグループかを表示し
ます。

ドメイン ユーザーのドメインを表示します。

名前 ユーザーの名前を表示します。

タスクとパッチ対象のデバイスグループ

タスクとパッチ対象のデバイスグループ セクションは、デバイスグループ許可の管理 ペイン内のユーザー名

をクリックすると、右側のペインに表示されます。このセクションはデバイスグループをツリービューフォ
ーマットで表示します。
関連リンク

デバイスグループ許可の管理

OmeSiteAdministrators 役割へのユーザーの追加

ユーザーへのデバイスグループの割り当て

OmeSiteAdministrators 役割からのユーザーの削除
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23
ログ — 参照
ツールから以下を実行できます。

• ユーザーインタフェースログの表示

• アプリケーションログの表示

•
検出ログのファイルシステムへのエクスポート — デバイス検出中に生成されたログをエクスポート
します。

ユーザーインタフェースログ

フィールド 説明

有効 ユーザーインタフェースのロギングを有効化または
無効化します。無効化するとパフォーマンスが向上
します。

ログの非同期呼び出し スレッディングおよび非同期アップデートメソッド
の呼び出しのロギングを有効化または無効化しま
す。同期呼び出しのログ および 情報 の両方をオン
にして、アップデートの呼び出しを表示します。

情報 重大度が 一般情報 となっている動作のログを有効
化または無効化します。

警告 重大度が 警告 となっている動作のログを有効化ま
たは無効化します。

重要 重大度が 重要 となっている動作のログを有効化ま
たは無効化します。

クリア ユーザーインタフェースロググリッドをクリアしま
す。

エクスポート ユーザーインタフェースログをファイルにエクスポ
ートします（.CSV、.HTML、.TXT、および .XML 対
応）。

重大度 ユーザーインタフェース動作における記録済み偏差
の重大度です。

開始時刻 動作が発生した時間です。

ソース 動作に関するソースです。

説明 動作に関する追加情報です。
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アプリケーションログ

フィールド 説明

重大度 アプリケーションの動作における記録済み偏差の重
大度です。

時間 動作が発生した時間です。

メッセージ 動作に関する情報です。
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24
拡張子
拡張子ページは、パートナー製品へのリンクのリストを表示します。このページには、製品に関する情報と、
その製品がインストール済みかどうかが表示され、インストール済みの製品の場合はこのページから起動す
ることもできます。

メモ: 一部の拡張子は、検出に ActiveX が必要な場合があります。ActiveX を有効にする方法については、

プリファランス ページの「コンソール設定」を参照してください。

フィールド 説明

名前 ツールの名前を表示します。

説明 ツールの説明を表示します。

起動 製品がインストールされている場合はリンクを表示
します。

追加情報 ? アイコンをクリックすると製品についての詳細を

表示できます。
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25
右クリックアクション
次の表に、OpenManage Essentials で使用可能なすべての右クリックアクションを示します。

メモ: OpenManage Essentials で表示される右クリックオプションは、ユーザーのアクセス権限に応じて異

なります。すべてのオプションを表示するには、管理者アクセス権限が必要です。

スケジュールビュー

フィールド 説明

新規タスクの作成 次のオプションを表示します。

• サーバーの電源オプション

• Server Administrator の導入タスク

• コマンドラインタスク

カレンダーのエクスポート カレンダーを .ics ファイルフォーマットでエクスポ
ートできます。ics ファイルは、Microsoft Outlook にイ
ンポートできます。

タスクの作成後、タスクを右クリックして次のオプションを表示できます。

フィールド 説明

編集 タスクの編集ができます。

削除 タスクの削除ができます。

今すぐ実行 タスクを今すぐ実行できます。

表示 タスクの詳細を表示できます。

タスクスケジュールをアクティブ解除 タスクスケジュールを非アクティブ化します。この
フラグは、タスクが今後実行されるかどうかを決め
ます。

メモ: 非アクティブ化されたタスクを右クリック
すると、タスクスケジュールのアクティブ化オ
プションが表示されます。

クローン 同じ詳細内容でタスクをコピーできます。

カレンダーのエクスポート カレンダーを ics ファイルフォーマットでエクスポ
ートできます。ics ファイルは、Microsoft Outlook にイ
ンポートできます。

デバイス状態

フィールド 説明

IP アドレスまたは iDRAC 名 IP アドレスまたは iDRAC 名を表示します。

アプリケーションの起動 これを選択して、アプリケーションを起動します。
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フィールド 説明

トラブルシュート Troubleshooting Tool がインストールされている場合、
このオプションを選択してトラブルシューティング
ツールを起動します。 Troubleshooting Tool は、デフ
ォルトでは無効になっています。 Troubleshooting 
Tool の有効化は、「プリファランス - 参照」を参照し
てください。

インベントリの更新 これを選択して、デバイスでインベントリを実行し
ます。

状態の更新 これを選択して、デバイスで状態チェックを行いま
す。

新規グループに追加 これを選択して、デバイスをグループに追加します。

既存グループに追加 これを選択して、デバイスを既存のグループに追加
します。

除外範囲 これを選択して、検出およびインベントリ範囲から
デバイスを外します。

削除 これを選択して、デバイス情報を削除します。

検出範囲サマリ

包括範囲の管理

IP アドレスまたはグループを右クリックして、次のオプションを表示します。

フィールド 説明

編集 これを選択して検出範囲設定を編集します。

名前の変更 これを選択して検出範囲の名前を変更します。

メモ: このオプションは、IP アドレスを右クリッ
クしたときのみ表示されます。

<グループ名> に 検出範囲を追加 する このオプションを選択して、既存のグループに範囲
を追加します。

メモ: このオプションは、グループを右クリック
したときのみ表示されます。

削除 これを選択して範囲を削除します。

無効 これを選択して範囲を無効化します。

今すぐ検出を実行 これを選択して検出を行います。

今すぐ検出とインベントリを実行 これを選択して検出とインベントリを行います。

状態ポーリングを今すぐ実行 これを選択して、検出済みのサーバーまたはデバイ
スに対する状態ポーリングタスクを開始します。

今すぐインベントリを実行 これを選択してインベントリを実行します。
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表示フィルタ

フィールド 説明

編集 これを選択して、アラート処置またはアラートフィ
ルタを編集します。

サマリの表示 これを選択して、重要なシステムすべてを表示しま
す。

名前の変更 これを選択して、処置名またはアラートフィルタ名
を変更します。

クローン これを選択して、処置またはアラートフィルのコピ
ーを作成します。

削除 アラートを選択して削除します。

アラート

フィールド 説明

詳細 これを選択して、アラートの詳細を表示します。

確認 これを選択して、アラートを設定するか、クリアし
ます。

削除 これを選択して、アラートを削除します。

無視 これを選択して、選択したデバイスのアラートフィ
ルタ処置を無視します。

エクスポート これを選択して、アラート情報を CSV 形式または 
HTML 形式でエクスポートします。

リモートタスク 

フィールド 説明

編集 これを選択して、タスクを編集します。

削除 これを選択して、タスクを削除します。

実行 これを選択して、タスクを今すぐ実行します。

表示 これを選択して、タスクを表示します。

タスクのスケジュールをアクティブ化 これを選択して、タスクのスケジュールをアクティ
ブ化します。

クローン これを選択して、タスクのコピーを作成します。

カスタム URL 

フィールド 説明

編集 URL を編集するにはこのオプションを選択します。

削除 URL を編集するにはこのオプションを選択します。
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フィールド 説明

エクスポート URL に関する情報をエクスポートするにはこのオプ
ションを選択します。

システムのアップデートタスク

フィールド 説明

削除 タスクを削除するにはこのオプションを選択しま
す。

実行 一部のコンポーネントがアップデートされていない
実行済みタスクを再実行するには、このオプション
を選択します。

表示 タスクを表示するにはこのオプションを選択しま
す。

エクスポート システムアップデートのタスク情報をエクスポート
するにはこのオプションを選択します。

停止 タスクを停止するにはこのオプションを選択しま
す。
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26
チュートリアル
OpenManage Essentials の初回設定時には、完了する必要のあるセットアップオプションのためにチュートリ

アルを利用することができます。

チュートリアルで 初回セットアップ をクリックし、次の設定情報を表示します。

• SNMP 設定

• SNMP - サービスコンソールを開く

• SNMP - SNMP プロパティを開く

• SNMP セキュリテイ設定

• SNMP トラップ設定

• OpenManage Server Administrator のインストール

• Windows Server 2008 構成

• ファイアウォール設定

• プロトコルサポートマトリクス

• デバイスの検出

以下に関するチュートリアルを表示できます。

• OpenManage Essentials 1.2 へのアップグレード

• OpenManage Server Administrator を使用しない 12G サーバーの検出と監視

• SNMP および OpenManage Server Administrator 用の Linux 設定

• グループポリシーを使用した SNMP の設定

• 検出およびインベントリ用 ESX 4.x の設定

• 検出およびインベントリ用 ESXi 4.x および 5.0 の設定

• デバイスグループ権限のチュートリアル
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27
OpenManage Essentials コマンドラインイン
タフェースの使用
OpenManage Essentials コマンドラインインタフェースの起動

スタート → すべてのプログラム → OpenManage Applications → Essentials → Essentials コマンドラインインタ

フェース をクリックします。

検出プロファイル入力ファイルの作成

検出範囲または検出グループを作成する CLI コマンドには、SNMP、WMI、Storage、WS-Man、SSH および IPMI 
などの検出プロトコルのパラメータを定義する XML ファイルが必要になります。このファイルは、使用され

るプロトコルや、各プロトコルのパラメータを定義します。ファイルは XML エディタまたはテキストエディ

タを使って変更できます。サンプル XML ファイル（DiscoveryProfile.xml）は、C:\Program Files (x86)\Dell\SysMgt
\Essentials\Tools\CLI\Samples の サンプル フォルダに含まれています。複数の検出プロファイルを作成するに

は、xml ファイルを編集して名前を変更します。XML ファイルに WMI、IPMI、WS-Man、EMC および SSH プ
ロトコルのパスワードを保存することはできません。パスワードは、次のコマンドを使ってコマンドライン
引数に指定してください。

• -wmiPassword<wmi password>
• -ipmiPassword<ipmi password>
• -wsmanPassword<wsman password>
• -emcPassword<emc password>
• -sshPassword<ssh password>

profile.xml ファイルの一例を以下に示します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> <DiscoveryConfiguration> <NetMask> 
255.255.255.240 </NetMask> <ICMPConfiguration> <Timeout>400</Timeout> 
<Retries>1</Retries> </ICMPConfiguration> <SNMPConfig Enable="True"> 
<GetCommunity>public</GetCommunity> <SetCommunity></SetCommunity> <Timeout>400</
Timeout> <Retries>2</Retries> </SNMPConfig> <WMIConfig Enable="False"> 
<UserName>Administrator</UserName> </WMIConfig> <StoragePowerVaultConfig 
Enable="False"></StoragePowerVaultConfig> <StorageEMCConfig Enable="False"> 
<UserName>Administrator</UserName> <Port>443</Port> </StorageEMCConfig> 
<WSManConfig Enable="False"> <Userid></Userid> <Timeout>2</Timeout> <Retries>4</
Retries> <Port>623</Port> <SecureMode Enable="False" SkipNameCheck="False" 
TrustedSite="False"> <CertificateFile>Certificate.crt</CertificateFile> </
SecureMode> </WSManConfig> <IPMIConfig Enable="False"> <UserName></UserName> 
<KGkey></KGkey> <Timeout>5</Timeout> <Retries>2</Retries> </IPMIConfig> 
<SSHConfig Enabled="True"> <UserName>Administrator</UserName> <Timeout>5</
Timeout> <Retries>2</Retries> <Port>400</Port> </SSHConfig> </
DiscoveryConfiguration>

メモ: WS-Man を使って iDRAC を検出した場合、および証書ファイルがローカルシステムにある必要があ

るセキュアモードを使用している場合、証書ファイルへの完全なパスを指定してください。例：c:
\192.168.1.5.cer。
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XML または CSV ファイルを使用した、IP、範囲、またはホス
ト名の指定

検出、インベントリ、およびステータスタスク中には、範囲を指定する必要があります。このインスタンス
における範囲は、個別 IP アドレス、ホスト名、または 192.168.7.1～50 や 10.35.0.* などの実際の IP 範囲のいず

れかに定義されます。範囲、IP、またはホスト名を xml と csv 入力ファイルのどちらかに追加し、次に –
RangeList または –RangeListCSV 引数を使用してコマンドラインにファイルを指定し、入力ファイルを

読み込みます。サンプル XML ファイル（RangeList.xml）および CSV ファイル（RangeList.csv）は、C:\Program 
Files (x86)\Dell\SysMgt\Essentials\Tools\CLI\Samples の サンプル フォルダにあります。複数の入力ファイルを作

成するには、xml または csv ファイルを編集して名前を変更します。

メモ: 検出範囲グループを作成する場合、各グループは 1 つだけの対応サブネットを持つことができま

す。グループのサブネットは、DiscoveryProfile.xml ファイルから読み込まれ、RangeList.xml または 

RangeList.csv ファイルからは読み込まれません。必要に応じて、各サブネットに複数のグループを作成

することができます。

RangeList.xml ファイルの一例を以下に示します。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> <DiscoveryConfigurationRanges> <Range 
Name="10.35.0.*"/> <Range Name="10.36.1.238"/> <Range Name="PE2850-
WebServer1A"/> </DiscoveryConfigurationRanges>

RangeList.csv の一例を以下に示します。

名前 SubnetMask

192.168.10.* 255.255.255.0

192.168.10.1～255 255.255.255.0

192.168.1～2.* 255.255.255.0

10.35.*.1～2 255.255.255.0

192.168.2.1 255.255.224.0

192.168.2.2 255.255.254.0

192.168.3.3 255.255.128.0

192.168.3.4 255.255.128.0

PowerShell における入力ファイルの指定

PowerShell で入力ファイルを使用するには、コマンドラインでファイルの場所を指定します。デフォルトで、

OpenManage Essentials CLI は、以下のディレクトリから開始されます。

PS C:\Program Files (x86)\Dell\SysMgt\Essentials\Tools\CLI>

デフォルトの CLI ディレクトリからコマンドを実行しており、コマンドが 1 レベル下のディレクトリ

（\samples）にある場合は、次の方法のどちらかを使用して入力ファイルのパスを指定することができます。

• 引用符の中にパス名全体を入力します。例：Add-DiscoveryRange –Profile “C:\Program 
Files (x86)\Dell\SysMgt\Essentials\Tools\CLI\Samples
\DiscoveryProfile.xml”。
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• 現在のディレクトリにあるファイルを取り出すには、ピリオド（.）を使用し、または現在のディレク
トリから 1 つ下のレベルにあるファイルを取り出すには、.\directory を使用します。例：Add-
DiscoveryRange –Profile .\samples\DiscoveryProfile.xml。

コマンドラインインタフェースコマンド

OpenManage Essentials における CLI コマンドへのアクセスは、お使いのアクセス権限に依存します。ユーザ

ー ID が OMEAdministrators グループに属している場合、すべての CLI コマンドにアクセスできます。ユーザ

ー ID が OMEUsers グループに属している場合、CLI を使ってデータを削除または変更することはできず、警告

メッセージが表示されます。

検出範囲の作成

説明：Add-DiscoveryRange コマンドで、新しい検出範囲を作成することができます。コマンドは、検出

範囲に関連したプロトコル定義である xml ファイル（DiscoveryProfile.xml）を参照します。xml ファイル、csv 
ファイルを使用、または範囲を指定して、範囲を入力します。DiscoveryProfile.xml、RangeList.xml、および 

RangeList.csv ファイルに関する詳細は、「検出プロファイル入力ファイルの作成」および「XML または CSV フ
ァイルを使用した IP、範囲またはホスト名の指定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Add-DiscoveryRange –Profile <DiscoveryProfile.xml> -Range <range> 
• PS> Add-DiscoveryRange –Profile <DiscoveryProfile.xml> -RangeList 

<RangeList.xml>
• PS> Add-DiscoveryRange –Profile <DiscoveryProfile.xml> -RangeListCSV 

<RangeList.csv>

例：

• PS> Add-DiscoveryRange –Profile .\Samples\DiscoveryProfile.xml -Range 
10.35.0.124

• PS> Add-DiscoveryRange –Profile .\Samples\DiscoveryProfile.xml -
RangeList .\Samples\RangeList.xml

• PS> Add-DiscoveryRange –Profile .\Samples\DiscoveryProfile.xml -
RangeListCSV .\Samples\RangeList.csv

検出範囲の削除

説明：Remove-DiscoveryRange コマンドで、検出範囲を削除することができます。xml ファイルを使用、

または範囲を指定して、範囲を入力します。RangeList.xml ファイルの詳細は、「XML または CSV ファイルを使

用した IP、範囲またはホスト名の指定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Remove-DiscoveryRange -Range <range>
• PS> Remove-DiscoveryRange -RangeList <rangelist.xml>

例：

• PS> Remove-DiscoveryRange-Range 10.35.0.1, 10.120.1.2
• PS> Remove-DiscoveryRange -RangeList .\Samples\RangeList.xml
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検出範囲グループの作成

説明：Add-DiscoveryRangeGroup コマンドによって、検出範囲グループを作成できます。検出範囲グル

ープには、IP 範囲、個別の IP、またはその下のホスト名を含むことができます。これによって、そのグルー

プのプロトコル設定や、それに含まれるすべての範囲を変更することができます。ネットワーク中のデバイ
スの異なるタイプに、異なるプロトコルセットを維持することができます。グループに含まれない範囲につ
いては、各範囲を個別に編集して、有効なプロトコル、タイムアウトまたは再試行値、各プロトコルで使用
される資格情報を変更する必要があります。 各検出範囲グループは、それぞれ対応するサブネットを 1 つだ

けもつことができます。グループのサブネットは DiscoveryProfile.xml ファイルから読み込むことができます

が、Rangelist.xml または RangeList.csv ファイルからは読み込めません。必要に応じて、各サブネットに複数の

グループを作成します。DiscoveryProfile.xml、Rangelist.xml、および RangeList.csv ファイルに関する詳細は、「検

出プロファイル入力ファイルの作成」および「SXML または CSV ファイルを使用した IP、範囲またはホスト

名の設定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Add-DiscoveryRangeGroup –Profile <DiscoveryProfile.xml> -GroupName 
<group name> -RangeList <Rangelist.xml>

• PS> Add-DiscoveryRangeGroup –Profile <DiscoveryProfile.xml> -GroupName 
<group name> -RangeListCSV <Rangelist.csv>

例：

• PS> Add-DiscoveryRangeGroup –Profile .\Samples\DiscoveryProfile.xml -
GroupName Group1 -RangeList .\Samples\rangelist.xml

• PS> Add-DiscoveryRangeGroup –Profile .\Samples\DiscoveryProfile.xml -
GroupName Group1 -RangeListCSV .\Samples\rangelist.csv

検出範囲グループの削除

説明： Remove-DiscoveryRangeGroup コマンドで、検出範囲グループを削除できます。

コマンド：

PS>Remove-DiscoveryRangeGroup -GroupName <groupname> 

例：

PS>Remove-DiscoveryRangeGroup -GroupName Group1 

検出範囲の編集

説明：Set-ModifyDiscoveryRange コマンドで、既存の検出範囲を編集することができます。このコマン

ドは、既存の指定済み検出範囲をターゲットとし、プロトコル情報を DiscoveryProfile.xml ファイルで指定さ

れた情報に置き換えます。DiscoveryProfile.xml および RangeList.xml ファイルに関する詳細は、「検出プロファ

イル入力ファイルの作成」および「XML または CSV ファイルを使用した IP、範囲またはホスト名の指定」を

参照してください。

コマンド：

• PS> Set-ModifyDiscoveryRange –Profile <DiscoveryProfile.xml> -Range 
<range> 

• PS> Set-ModifyDiscoveryRange –Profile <DiscoveryProfile.xml> -RangeList 
<RangeList.xml>

例：
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• PS>Set-ModifyDiscoveryRange –Profile .\Samples\DiscoveryProfile.xml -
Range 10.35.1.23

• PS> Set-ModifyDiscoveryRange –Profile .\Samples\DiscoveryProfile.xml -
RangeList .\Samples\RangeList.xml

検出範囲グループの編集

説明：Set-ModifyDiscoveryRangeGroup コマンドで、既存の検出範囲グループの編集ができます。指定

されたグループの現在のプロトコル設定を変更する DiscoveryProfile.xml ファイルを指定することで、検出範

囲グループのプロトコルを変更できます。DiscoveryProfile.xml ファイルの詳細は、「検出プロファイル入力フ

ァイルの作成」を参照してください。

コマンド：

PS> Set-ModifyDiscoveryRangeGroup -GroupName <グループ名> –Profile 
<DiscoveryProfile.xml> -AddRangeList <rangelist .xml または .csv ファイル>

例：

• .xml ファイルを使用して検出範囲グループの検出プロファイルを変更し、新しい範囲を検出範囲グル
ープに追加します。

PS> Set-ModifyDiscoveryRangeGroup -GroupName WebServers-TX -Profile .
\samples\snmp_only.xml -AddRangeList .\samples\new_ranges.xml

• .csv ファイルを使用して検出範囲グループの検出プロファイルを変更し、新しい範囲を検出範囲グル
ープに追加します。

PS> Set-ModifyDiscoveryRangeGroup -GroupName WebServers-TX -Profile .
\samples\snmp_only.xml -AddRangeListCSV .\samples\new_ranges.csv

• .xml ファイルを使用して新しい範囲を検出範囲グループに追加します（以前検出したプロファイルを
維持）。

PS> Set-ModifyDiscoveryRangeGroup -GroupName WebServers-TX -AddRangeList .
\samples\new_ranges.xml

• .csv ファイルを使用して新しい範囲を検出範囲グループに追加します（以前検出したプロファイルを
維持）。

PS> Set-ModifyDiscoveryRangeGroup -GroupName WebServers-TX -
AddRangeListCSV .\samples\new_ranges.csv

検出範囲または検出範囲グループの有効化

説明：Set-EnableDiscoveryRange コマンドで、検出範囲または検出範囲グループを有効にできます。

xml ファイルを使用、または範囲を指定することによって、範囲を入力します。RangeList.xml ファイルの詳細

については、「XML または CSV ファイルを使用した IP、範囲またはホスト名の指定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Set-EnableDiscoveryRange -Range <range> 
• PS> Set-EnableDiscoveryRange -RangeList <RangeList.xml>
• PS> Set-EnableDiscoveryRangeGroup -GroupName <groupname>

例：

• PS> Set-EnableDiscoveryRange -Range 10.35.1.3, 10.2.3.1
• PS> Set-EnableDiscoveryRange -RangeList .\Samples\RangeList.xml
• PS> Set-EnableDiscoveryRangeGroup -GroupName Group1
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検出範囲または検出範囲グループの無効化

説明：Set-DisableDiscoveryRange コマンドで、検出範囲または検出範囲グループを無効にできます。

xml ファイルを使用、または範囲を指定することによって、範囲を入力します。RangeList.xml ファイルの詳細

については、「XML または CSV ファイルを使用した IP、範囲またはホスト名の指定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Set-DisableDiscoveryRange -Range <range> 
• PS> Set-DisableDiscoveryRange -RangeList <RangeList.xml>
• PS> Set-DisableDiscoveryRangeGroup -GroupName <groupname>

例：

• PS> Set-DisableDiscoveryRange -Range 10.35.1.3
• PS> Set-DisableDiscoveryRange -RangeList .\Samples\RangeList.xml
• PS> Set-DisableDiscoveryRangeGroup -GroupName Group1

検出除外範囲の作成

説明：Add-DiscoveryExcludeRange コマンドで、除外範囲を追加することができます。xml ファイルを

使用、または範囲を指定して、範囲を入力します。RangeList.xml ファイルの詳細については、「XML または 

CSV ファイルを使用した IP、範囲またはホスト名の指定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Add-DiscoveryExcludeRange -Range <range>
• PS> Add-DiscoveryExcludeRange -RangeList <RangeList.xml>

例：

• PS> Add-DiscoveryExcludeRange -Range 10.35.12.1
• PS> Add-DiscoveryExcludeRange -RangeList .\Samples\RangeList.xml

検出除外範囲の削除

説明：Remove-DiscoveryExcludeRange コマンドで、除外範囲を除外することができます。xml ファイル

を使用、または範囲を指定して、範囲を入力します。RangeList.xml ファイルの詳細については、「XML また

は CSV ファイルを使用した IP、範囲またはホスト名の指定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Remove-DiscoveryExcludeRange -Range <range>
• PS> Remove-DiscoveryExcludeRange -RangeList <RangeList.xml>

例：

• PS> Remove-DiscoveryExcludeRange -Range 10.35.12.1
• PS> Remove-DiscoveryExcludeRange -RangeList .\Samples\RangeList.xml
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検出、インベントリ、および状態ポーリングタスクの実行

説明：Set-RunDiscovery、Set-RunInventory、Set-RunDiscoveryInventory、および Set-
RunStatusPoll コマンドは、検出範囲、検出範囲グループ、またはデバイスに対する、検出、インベント

リ、および状態ポーリングタスクの実行を可能にします。範囲および範囲グループには、xml ファイルを使用

するか範囲を指定することで、範囲を入力します。RangeList.xml ファイルの詳細は、「XML または CSV ファイ

ルを使用した IP、範囲、またはホスト名の指定 」を参照してください。 デバイスには、デバイスツリーに表

示されるデバイス名を入力します。複数のデバイス名はコンマで分離する必要があります。

コマンド：

• PS> Set-RunDiscovery -DeviceName <device 1>,<device 2>,...,<device N> 
• PS> Set-RunDiscovery -Range <rangename>
• PS> Set-RunDiscovery -GroupName <rangeGroupName>
• PS> Set-RunDiscovery -RangeList <rangelist.xml>
• PS> Set-RunInventory -DeviceName <device 1>,<device 2>,...,<device N> 
• PS> Set-RunInventory -Range <rangename>
• PS> Set-RunInventory -GroupName <rangeGroupName>
• PS> Set-RunInventory -RangeList <rangelist.xml>
• PS> Set-RunDiscoveryInventory -DeviceName <device 1>,<device 

2>,...,<device N> 
• PS> Set-RunDiscoveryInventory -Range <rangename>
• PS> Set-RunDiscoveryInventory -GroupName <rangeGroupName>
• PS> Set-RunDiscoveryInventory -RangeList <rangelist.xml>
• Set-RunStatusPoll -DeviceName <device 1>,<device 2>,...,<device N> 
• PS> Set-RunStatusPoll -Range <rangename>
• PS> Set-RunStatusPoll -GroupName <rangeGroupName>
• PS> Set-RunStatusPoll -RangeList <rangelist.xml>

例：

• PS> Set-RunDiscovery -Range 10.23.23.1
• PS> Set-RunInventory -GroupName MyServers
• PS> Set-RunDiscoveryInventory -RangeList .\Samples\RangeList.xml
• PS> Set-RunStatusPoll -DeviceName MyZen

デバイスの削除

説明：Remove-Device コマンドで、デバイスツリーからデバイスを削除できます。

コマンド：

• PS> Remove-Device -DeviceName <device 1>,<device 2>,...,<device N> 

例：

• PS> Remove-Device -DeviceName Server1,RAC1
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検出範囲の状態実行進捗の取得

説明：Get-DiscoveryStatus コマンドで、検出範囲の進捗を取得することができます。xml ファイルを使

用、または範囲を指定して、範囲を入力します。RangeList.xml ファイルの詳細については、「XML または CSV 
ファイルを使用した IP、範囲またはホスト名の指定」を参照してください。

コマンド：

• PS> Get-DiscoveryStatus —Range <rangeName>
• PS> Get-Discovery -RangeList <RangeList.xml>
• PS> Get-Discovery -GroupName <group name>

例：

• PS> Get-DiscoveryStatus —Range 10.35.2.1
• PS> Get-Discovery -RangeList .\Samples\RangeList.xml
• PS> Get-Discovery -GroupName Group1

実行中の検出範囲またはグループの停止

説明：どの範囲においても、一度に実行できるのは 1 タイプのタスク（検出、検出とインベントリ、または

状態ポーリングなど）だけです。Set-StopTask コマンドによって、検出範囲に関連したタスク、または検

出範囲グループに属する範囲に関連したタスクを停止することができます。

コマンド：

• PS> Set-StopTask -Range <rangename> 
• PS> Set-StopTask -GroupName <groupname>

例：

• PS> Set-StopTask -Range 10.35.1.12 
• PS> Set-StopTask -GroupName Group1

カスタムデバイスグループの作成

説明：Add-CustomGroup コマンドでは、デバイスツリーにカスタムデバイスグループを作成できます。必

要に応じて、作成した後にグループにデバイスを追加することができます。

メモ: OpenManage Essentials CLI を使用して、有限のサーバーリストを含む静的なグループのみを作成す

ることができます。動的グループは、OpenManage Essentials コンソールを使用して、クエリに基づいて

作成することができます。詳細は、「新規グループの作成」を参照してください。

コマンド：

• PS> Add-CustomGroup –GroupName <groupName> 
• PS> Add-CustomGroup –GroupName <groupName> –DeviceList <DeviceList.xml>
• PS> Add-CustomGroup –GroupName <groupName> -Devices <comma separated list 

of devices>

例：
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• PS> Add-CustomGroup –GroupName MyServers –DeviceList .\Samples
\devicelist.xml

• PS> Add-CustomGroup –GroupName MyServers –Devices PE2900-WK28-ZMD, PWR-
CODE.US.DELL.COM, HYPERVISOR, M80504-W2K8

DeviceList.xml ファイルの例：

<DeviceList> <Device Name="PE2900-WK28-ZMD"/> <Device Name="PWR-
CODE.US.DELL.COM"/> <Device Name="HYPERVISOR"/> <Device Name="M80504-W2K8"/> </
DeviceList>

カスタムグループへのデバイスの追加

説明：Add-DevicesToCustomGroup コマンドで、既存グループにデバイスを追加することができます。デ

バイスをグループに追加するには、xml ファイルを使用するか、デバイスをリストし、それらをカンマで区切

ります。

コマンド：

• PS> Add-DevicesToCustomGroup –GroupName <groupName> -DeviceList 
<devicelist.xml>

• PS> Add-DevicesToCustomGroup –GroupName <groupName> -Devices <comma 
separated list of devices>

例：

PS> Add-DevicesToCustomGroup –GroupName MyServers –DeviceList .\Samples
\DeviceList.xml

または

PS> Add-DevicesToCustomGroup –GroupName MyServers –Devices PE2900-WK28-ZMD, PWR-
CODE.US.DELL.COM, HYPERVISOR, M80504-W2K8

DeviceList.xml ファイルの例：

<DeviceList> <Device Name="PE2900-WK28-ZMD"/> <Device Name="PWR-
CODE.US.DELL.COM"/> <Device Name="HYPERVISOR"/> <Device Name="M80504-W2K8"/> </
DeviceList>

グループの削除

説明： Remove-CustomGroup コマンドによって、ルートノードからグループを削除することができます。

コマンド：

PS> Remove-CustomGroup –GroupName <groupName> 

例：

PS> Remove-CustomGroup –GroupName MyServers
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